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変
化
の
激
し
い
時
代
。

正
解
が
一
つ
と
は
限
ら
な
い
時
代
。

だ
か
ら
こ
そ
、

今
、
言
葉
に
で
き
る
こ
と
の
す
べ
て
を
、

渾
身
の
力
で
伝
え
た
い
。

子
供
た
ち
が
、

言
葉
の
力
で
課
題
を
解
決
し
、

未
来
を
切
り
開
い
て
い
け
る
よ
う
に
。

私
た
ち
は
教
科
書
に
、

そ
ん
な
願
い
を
込
め
ま
し
た
。

今
、

言
葉
に
で
き
る
こ
と
の

す
べ
て
を
。

教
科
書
の
基
本
方
針
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力
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の
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に
つ
く  
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国
語
力 

｜

課
題
解
決
の
力
が
身
に
つ
く

　

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
「
国
語
力
」
と
は
、「
課
題
を
発
見
し
、
解
決

す
る
た
め
の
言
葉
の
力
」
だ
と
、
光
村
図
書
は
考
え
ま
す
。

　

人
生
を
歩
む
う
え
で
直
面
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
、
言
葉
を
使
っ
て
解
決
し
、

未
来
を
切
り
開
い
て
ほ
し
い
。
光
村
図
書
か
ら
、「
学
び
の
カ
ギ
」
の
提
案
で
す
。

学
び
の
カ
ギ

（
国
語
の
資
質
・
能
力
）

未
来
を
切
り
開
く

課
題
解
決
の
カ
ギ

国語の
資質・能力を
獲得する

過去の学びを
想起し、
活用する

学習の流れを
見通す

課題に
取り組む

詳しくは

学
び
の
カ
ギ

〈
光
村
の
国
語
〉

完
全
活
用
ガ
イ
ド

合
意
形
成
を
導
く

読
書
習
慣
を

確
立
す
る

論
理
的
に
思
考
す
る

実
用
的
な

文
章
を
読
む

思
い
や
考
え
を

言
語
化
す
る

情
報
を

整
理
す
る

国
語
力

新
Q
R
×
個
別
最
適

語
彙
力

教
材
の
力

5 4



資
質
・
能
力
を
確
実
に
定
着

振
り
返
る

資
質
・
能
力
が
身
に
つ
く
新
し
い「
手
引
き
」

国
語
力
が
身
に
つ
く
仕
組
み
1

137 136筋道を立てて ● 「言葉」をもつ鳥、シジュウカラ

振
り
返
る

言の
葉ポケット

文章の構成と内容を捉えよう。
①�次の内容がどの段落に述べられているか、考えながら読もう。

　㋐�筆者が立てた仮説

　㋑�仮説の検証１（一つ目の実験とその結果）

　㋒�仮説の検証２（二つ目の実験とその結果）

　㋓�結論

②�㋐が書かれている段落を読み、筆者が、どのような事実�

を基に、どのような仮説を立てたかを簡潔にまとめよう。

1

文章の構成や展開の効果を、根拠を明確にして考えよう。
①�検証１と２について、次の観点で読み取り、表にまとめよう。

　㋐�検証の目的　 ㋑�検証の方法（○○して、□□ならば、……。）

　㋒�実験・観察の手順　　㋓�結果　　㋔�結果に対する解釈・考察

②�なぜ「仮説の検証２」を行う必要があったのかを考えよう。

③この文章の構成や展開の効果を根拠を明確にしてまとめよう。

2

文章を読んで、考えたことを話し合おう。
筆者の検証方法や結論には説得力があるかどうか、話し合おう。

3

知る	 �この文章で示された事実は、筆者の意見とどのような関係にあるか。

読む	 �この文章の構成や展開には、どんな効果があったか。� �
➡「○○を根拠とすることで」という言葉を使って述べてみよう。

つなぐ	 �仮説を検証する形で自分の意見を述べることの効果を挙げてみよう。

学びへの扉

見
通
し
を
も
つ

文章の構成や展開の効果を考え、根拠を明確にしてまとめよう。［学習活動］

目
標
⃝筆者の意見とそれを支える根拠との関係を理解する。（知る）
⃝文章の構成や展開の効果について、根拠を明確にして考える。（読む）

捉
え
る

読
み
深
め
る

考
え
を
も
つ

　次に挙げた言葉の意味や使い方の違いを考えよう。
　①�仮説・仮定・予想
　②�検証・証明・裏づけ

思
考
の
レ
ッ
ス
ン
１

　意
見
と
根
拠

138
ページ

そ
の
事
実
は
、
意
見
を
支
え
て
い
る
か
。

⃝
�

意
見
を
述
べ
る
文
章
で
は
、
筆
者
が
客
観
的

な
事
実
を
根
拠
と
し
て
意
見
を
主
張
し
た
り
、

仮
説
の
検
証
を
経
て
得
た
確
か
な
事
実
を
基

に
考
え
を
述
べ
た
り
す
る
こ
と
が
多
い
。

⃝
�

文
章
の
構
成
や
展
開
に
説
得
力
が
あ
る
か
を

判
断
す
る
に
は
、
根
拠
と
な
る
事
実
の
解
釈

や
、
意
見
と
の
結
び
付
き
に
問
題
が
な
い
か

を
検
討
す
る
と
よ
い
。

【
学
習
で
用
い
る
言
葉
】

仮
説
　あ
る
現
象
を
説
明
す
る
た
め
に
、
仮
に
立

て
る
説
。

検
証
　実
験
・
観
察
な
ど
に
よ
っ
て
得
た
事
実
と

照
合
し
、
仮
説
を
証
明
す
る
こ
と
。

　文章の構成や展開の効果
について考えるために、
まず何をすればいいだろう。

137ページ

構成や展開の効果
185ページ

目的に応じた要約
51ページ
文章の構成

45ページ
段落の役割

構
成
や
展
開
の
効
果
を
考
え
る

学びの
カギ

【
文
章
の
展
開
の
例
】

意見 事実

【
検
討
す
る
こ
と
】
➡︎
根
拠
と
な
る
事
実

・�

事
実
の
解
釈
に
無
理
は
な
い
か
。

・�

事
実
と
意
見
が
確
か
に
結
び
付
く
か
。

「
学
び
の
カ
ギ
」一
覧

278
ページ

学
び
の

地
図

…
…
異
な
る
し
ぐ
さ
を
示
し
ま
し
た
。

…
…
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

…
…
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

…
…
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

つ
ま
り
、
…
…
と
解
釈
で
き
ま
す
。

こ
こ
か
ら
、
…
…
と
結
論
づ
け
ら
れ
ま
す
。

実
験
や
観
察
の

結
果

結
果
に
基
づ
く

解
釈
・
考
察

学習の流れ資質・能力（学習のポイント）

1年 P136「『言葉』をもつ鳥、シジュウカラ」手引き

　

右
に
学
習
の
流
れ
、
左
に
資
質
・
能
力
（「
学
び
の

カ
ギ
」）
を
示
し
ま
し
た
。
資
質
・
能
力
を
身
に
つ
け

る
学
習
過
程
は
焦
点
化
し
、
黄
色
で
示
し
て
い
ま
す
。

　

光
村
図
書
の
小
学
校「
国
語
」で
は
、「
問
い
を
も
つ
」こ
と（
課
題
発
見
）に
焦
点
を
絞
り
ま
し
た
。

中
学
校
で
は
、
こ
れ
を
含
む
課
題
解
決
能
力
全
体
を
伸
ば
し
ま
す
。
学
習
を
焦
点
化
す
る
こ
と
で

資
質
・
能
力
が
し
っ
か
り
身
に
つ
き
、習
得
し
た
力
を
活
用
し
て
課
題
解
決
が
で
き
る
仕
組
み
で
す
。

学
び
へ
の
扉

学
び
の
カ
ギ

「
学
び
の
カ
ギ
」一
覧

学
び
の
地
図（Q 

R
コ
ン
テ
ン
ツ
）       

一覧
（巻末・QR）

焦点化
（各教材）

蓄
積

活
用

学
習
を
焦
点
化

学
び
へ
の
扉

▼  

自
己
評
価
の
場
。「
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

か
」 

を
自
分
の
言
葉
で
言
語
化
す
る
こ
と
で
、
資

質
・
能
力
を
確
実
に
定
着
さ
せ
ま
す
。

▼  

吹
き
出
し
に
は
、「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む

態
度
」
の
う
ち
、
特
に
「
自
ら
の
学
習
の
調
整
」

の
ヒ
ン
ト
と
な
る
言
葉
を
載
せ
て
い
ま
す
。

▼  

評
価
規
準
は
三
観
点
。（
小
中
共
通
）

●  

知
る  「
知
識
・
技
能
」

●   

話
す・
聞
く
／
書
く
／
読
む  「
思
考
・
判
断
・
表
現
」

●  

つ
な
ぐ  「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」

　

全
領
域
に 「
学
び
の
カ
ギ
」 

を
設
置
し
た
こ
と
で
、

領
域
を
超
え
た
学
び
の
つ
な
が
り
が
明
確
に
な
り
ま

し
た
。「
読
む
こ
と
」
で
習
得
し
た
資
質
・
能
力
を
、

「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」「
書
く
こ
と
」
で
活
用
す

る
こ
と
で
理
解
が
深
ま
り
、
実
生
活
に
役
立
つ
力
と

し
て
定
着
し
ま
す
。

領
域
を
超
え
て

つ
な
が
る
学
び

1

2

26ページ

POINT 1

課
題
解
決
の
た
め
の
資
質
・
能
力
を

学
び
の
カ
ギ

▼   

資
質
・
能
力
（「
学
び
の
カ
ギ
」）
を
使
っ
て
課
題 

（「
学
び
へ
の
扉
」）を
解
決
し
、
集
め
た「
カ
ギ
」を 

次
の
学
び
に
生
か
す
。
こ
れ
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、 

実
生
活
に
役
立
つ
課
題
解
決
能
力
を
育
み
ま
す
。

▼  

こ
の
教
材
で
身
に
つ
け
る
資
質
・
能
力
を
、
焦
点

化
し
て
示
し
、
図
解
で
「
見
え
る
化
」 

し
ま
し
た
。

POINT 2POINT 3

51 新しい視点で ● ちょっと立ち止まって

言の
葉ポケット

　本文から「見る」ことに関する言葉や慣用句を抜き出し、注目の度
合いや、見る時間の長さの順に整理してみよう。

【
文
章
の
構
成
の
例
】

文
章
全
体
を
見
わ
た
し
、
大
き
く
つ
か
む
。

⃝
�

文
章
全
体
が
、
ど
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い

る
か
を
と
ら
え
る
と
、
内
容
を
整
理
し
た
り
、

要
旨
を
と
ら
え
た
り
す
る
こ
と
に
役
立
つ
。

⃝
�

説
明
的
な
文
章
は
、
次
の
よ
う
な
典
型
的
な
構

成
の
型
を
ふ
ま
え
て
書
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　例

　初
め
・
中
・
終
わ
り

　
　
　序
論
・
本
論
・
結
論

導
入

話
題
提
示
・
問
題
提
起な

ど

ま
と
め

筆
者
の
主
張
（
序
論
で
述

べ
る
こ
と
も
あ
る
）�

な
ど

具
体
的
な
説
明

・
事
例

・
理
由

・
仮
説
→
検
証�

な
ど

序論本論結論

51ページ

文章の構成
185ページ

目的に応じた要約
137ページ

構成や展開の効果
45ページ
段落の役割

文
章
の
構
成
に
着
目
す
る

学びの
カギ

【
学
習
で
用
い
る
言
葉
】

要
旨
　文
章
の
内
容
や
、
筆
者
の
考
え
の
中
心
と

な
る
事こ
と

柄が
ら

の
こ
と
。「
結
論
」
の
ま
と
ま
り
に
表

れ
る
こ
と
が
多
い
。

「
学
び
の
カ
ギ
」一
覧

278
ページ

学
び
の

地
図

タブレットの
縦置きにも対応

一
年
間
で
学
ぶ
資
質
・
能
力
を
、
タ
ブ
で
俯
瞰

で
き
ま
す
。

1

資
料
編 「
学
び
の
カ
ギ
」一
覧
、
Q
R
コ
ン
テ

ン
ツ「
学
び
の
地
図
」で
、「
学
び
の
カ
ギ
」
を

検
索
し
、
既
習
の
資
質
・
能
力
を
主
体
的
に
活

用
で
き
ま
す
。

2

279 278「学びのカギ」一覧 ● 説明的な文章を読むために

・・・5・・・ １
年
「
学
び
の
カ
ギ
」

１
年 

そ
の
他
の
観
点

捉
とら

える読み深める

・・・・・・5・・・・・・5・・・・10

読
む

学校図書館の月別貸し出し冊数
（月）

（冊）

200
150
100

0
50

4 5 6 7 8 9

250

1年
2年
3年

　こ
こ
に
は
、
説
明
的
な
文
章
を
読
む
た
め
の
基
本
的
な
観
点
を
ま
と
め
て
あ
る
。

説
明
的
な
文
章
を
読
ん
だ
り
、
書
い
た
り
す
る
と
き
に
役
立
て
よ
う
。

説
明
的
な
文
章
を
読
む
た
め
に

「
学
び
の
カ
ギ
」
一
覧

学
び
の

地
図

⃝
�

文
章
全
体
が
、
ど
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て

い
る
か
を
捉
え
る
と
、
内
容
を
整
理
し
た
り
、

要よ
う

旨し

を
捉
え
た
り
す
る
こ
と
に
役
立
つ
。

⃝
�

説
明
的
な
文
章
は
、
典
型
的
な
構
成
の
型

を
踏ふ

ま
え
て
書
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　例

　

�

初
め
・
中
・
終
わ
り�

序
論
・
本
論
・
結
論

⃝
�

意
見
を
述
べ
る
文
章
で
は
、
筆
者
が
客
観

的
な
事
実
を
根こ
ん

拠き
ょ

と
し
て
意
見
を
主
張
し

た
り
、
仮
説
の
検
証
を
経
て
得
た
確
か
な

事
実
を
基も
と

に
考
え
を
述
べ
た
り
す
る
こ
と

が
多
い
。

⃝
�

文
章
の
構
成
や
展
開
に
説
得
力
が
あ
る
か

を
判
断
す
る
に
は
、
根
拠
と
な
る
事
実
の

解か
い

釈し
ゃ
く

や
、
意
見
と
の
結
び
付
き
に
問
題
が

な
い
か
を
検
討
す
る
と
よ
い
。

⃝
�

目
的
や
相
手
に
応
じ
て
、
適
切
な
要
約
の

し
か
た
を
考
え
、
必
要
な
情
報
を
選
ぶ
。

⃝
�

文
章
全
体
を
見
通
し
た
う
え
で
、
要
点
を

端た
ん

的て
き

に
ま
と
め
る
。
題
名
や
、
キ
ー
ワ
ー

ド
、
キ
ー
セ
ン
テ
ン
ス
な
ど
を
重
視
す
る
。

⃝
�

要
約
を
す
る
と
、
文
章
の
要
点
や
、
筆
者

の
主
張
の
核か
く

が
明
確
に
な
る
。

⃝
�

段
落
の
役
割
に
着
目
す
る
と
、
文
章
の
内

容
や
構
成
、
中
心
と
な
る
部
分
が
捉
え
や

す
く
な
る
。

導
入

話
題
提
示
・
問
題
提
起

な
ど

序論
具
体
的
な
説
明

・
事
例

・
理
由

・
仮
説
→
検
証�

な
ど

本論
ま
と
め

筆
者
の
主
張
（
序
論
で
述
べ

る
こ
と
も
あ
る
）�

な
ど

結論

目
的
に
応
じ
て
要
約
す
る

段
落
の
役
割
に
着
目
す
る

文
章
の
構
成
に
着
目
す
る

実
験
や
観
察
の

結
果

事実

結
果
に
基
づ
く

解
釈
・
考
察

意見
【
検
討
】

➡︎
根
拠
と
な
る
事
実

・�

事
実
の
解
釈
に
無
理
は

な
い
か
。

・�

事
実
と
意
見
が
確
か
に

結
び
付
く
か
。

【
学
習
で
用
い
る
言
葉
】

段
落
　文
章
を
内
容
別
に
分

け
た
ま
と
ま
り
。
改
行
し
一

字
下
げ
る
。

要
旨

　文
章
の
内
容
や
、
筆

者
の
考
え
の
中
心
と
な
る
事こ

と

柄が
ら

の
こ
と
。「
結
論
」
の
ま
と

ま
り
に
表
れ
る
こ
と
が
多
い
。

�

➡︎
要
約

仮
説

　あ
る
現
象
を
説
明
す

る
た
め
に
、
仮
に
立
て
る
説
。

検
証

　実
験
・
観
察
な
ど
に

よ
っ
て
得
た
事
実
と
照
合
し
、

仮
説
を
証
明
す
る
こ
と
。

要
約

　目
的
や
必
要
に
応
じ

て
文
章
の
内
容
を
短
く
ま
と

め
る
こ
と
。�

➡︎
要
旨

キ
ー
ワ
ー
ド
　
文
中
に
繰く

り

返
し
出
て
く
る
言
葉
。

キ
ー
セ
ン
テ
ン
ス
　
段
落
の

中
心
と
な
る
文
。
段
落
の
最

初
か
最
後
に
あ
る
こ
と
が
多

い
。「
つ
ま
り
」「
以
上
の
こ

と
か
ら
」
な
ど
の
言
葉
も
手

が
か
り
に
な
る
。

【
段
落
の
役
割
の
例
】

��

・
導
入

・
話
題
提
示

・
問
い
・
答
え

・
理
由

・
例
示

・
ま
と
め

・
筆
者
の
主
張

51
ページ

構
成
や
展
開
の
効
果
を
考
え
る

137
ページ

45
ページ185

ページ

【
事
実
や
事
柄
を
正
確
に
伝
え
る
】

⃝
�

説
明
、
記
録
、
報
告

　な
ど

【
根
拠
に
基
づ
き
意
見
を
述
べ
る
】

⃝
�

意
見
文
、
論
説
、
評
論
、
批
評

　な
ど

⃝
�

特と
く

徴ち
ょ
う

的
な
数
値
…
最
大
値
や
最
小
値
、

あ
る
部
分
に
だ
け
見
ら
れ
る
数
値
な
ど
。

⃝
�

変
化
…
増
加
・
減
少
、
変
化
の
大
き
さ
、

変
化
の
し
か
た
な
ど
。

⃝
�

違ち
が

い
…
項こ

う

目も
く�

（
学
年
、
分
野
、�

月
な
ど
）
の
比ひ�

較か
く

に
よ
っ
て
見�

え
る
傾け
い

向こ
う

な
ど
。

⃝
�

他
の
文
章
や
統
計
調
査
な
ど
か
ら
、
文

や
語
句
、
数
値
な
ど
の
デ
ー
タ
を
引
い

て
く
る
こ
と
。

⃝
�「

　」
な
ど
で
地
の
文
と
は
区
別
さ
れ
る
。

⃝
�

事
実
の
説
明
や
意
見
を
補
強
し
た
り
、

補
足
し
た
り
す
る
役
割
が
あ
る
。

文
章
の
種
類

図
表
の
読
み
取
り

引
用

145
ページ

2
ページ

82
ページ

要
約

要
約
の
目
的
・
相
手

分
量
（
文
字
数
）

必
要
な

情
報

キ
ー
セ
ン
テ
ン
ス

キ
ー
ワ
ー
ド

279 278「学びのカギ」一覧 ● 説明的な文章を読むために

・・・5・・・ １
年
「
学
び
の
カ
ギ
」

１
年 

そ
の
他
の
観
点

捉
とら

える読み深める

・・・・・・5・・・・・・5・・・・10

読
む

学校図書館の月別貸し出し冊数
（月）

（冊）

200
150
100

0
50

4 5 6 7 8 9

250

1年
2年
3年

　こ
こ
に
は
、
説
明
的
な
文
章
を
読
む
た
め
の
基
本
的
な
観
点
を
ま
と
め
て
あ
る
。

説
明
的
な
文
章
を
読
ん
だ
り
、
書
い
た
り
す
る
と
き
に
役
立
て
よ
う
。

説
明
的
な
文
章
を
読
む
た
め
に

「
学
び
の
カ
ギ
」
一
覧

学
び
の

地
図

⃝
�

文
章
全
体
が
、
ど
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て

い
る
か
を
捉
え
る
と
、
内
容
を
整
理
し
た
り
、

要よ
う

旨し

を
捉
え
た
り
す
る
こ
と
に
役
立
つ
。

⃝
�

説
明
的
な
文
章
は
、
典
型
的
な
構
成
の
型

を
踏ふ

ま
え
て
書
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　例

　

�

初
め
・
中
・
終
わ
り�

序
論
・
本
論
・
結
論

⃝
�

意
見
を
述
べ
る
文
章
で
は
、
筆
者
が
客
観

的
な
事
実
を
根こ
ん

拠き
ょ

と
し
て
意
見
を
主
張
し

た
り
、
仮
説
の
検
証
を
経
て
得
た
確
か
な

事
実
を
基も
と

に
考
え
を
述
べ
た
り
す
る
こ
と

が
多
い
。

⃝
�

文
章
の
構
成
や
展
開
に
説
得
力
が
あ
る
か

を
判
断
す
る
に
は
、
根
拠
と
な
る
事
実
の

解か
い

釈し
ゃ
く

や
、
意
見
と
の
結
び
付
き
に
問
題
が

な
い
か
を
検
討
す
る
と
よ
い
。

⃝
�

目
的
や
相
手
に
応
じ
て
、
適
切
な
要
約
の

し
か
た
を
考
え
、
必
要
な
情
報
を
選
ぶ
。

⃝
�

文
章
全
体
を
見
通
し
た
う
え
で
、
要
点
を

端た
ん

的て
き

に
ま
と
め
る
。
題
名
や
、
キ
ー
ワ
ー

ド
、
キ
ー
セ
ン
テ
ン
ス
な
ど
を
重
視
す
る
。

⃝
�

要
約
を
す
る
と
、
文
章
の
要
点
や
、
筆
者

の
主
張
の
核か
く

が
明
確
に
な
る
。

⃝
�

段
落
の
役
割
に
着
目
す
る
と
、
文
章
の
内

容
や
構
成
、
中
心
と
な
る
部
分
が
捉
え
や

す
く
な
る
。

導
入

話
題
提
示
・
問
題
提
起

な
ど

序論
具
体
的
な
説
明

・
事
例

・
理
由

・
仮
説
→
検
証�

な
ど

本論
ま
と
め

筆
者
の
主
張
（
序
論
で
述
べ

る
こ
と
も
あ
る
）�

な
ど

結論

目
的
に
応
じ
て
要
約
す
る

段
落
の
役
割
に
着
目
す
る

文
章
の
構
成
に
着
目
す
る

実
験
や
観
察
の

結
果

事実

結
果
に
基
づ
く

解
釈
・
考
察

意見
【
検
討
】

➡︎
根
拠
と
な
る
事
実

・�

事
実
の
解
釈
に
無
理
は

な
い
か
。

・�

事
実
と
意
見
が
確
か
に

結
び
付
く
か
。

【
学
習
で
用
い
る
言
葉
】

段
落

　文
章
を
内
容
別
に
分

け
た
ま
と
ま
り
。
改
行
し
一

字
下
げ
る
。

要
旨

　文
章
の
内
容
や
、
筆

者
の
考
え
の
中
心
と
な
る
事こ

と

柄が
ら

の
こ
と
。「
結
論
」
の
ま
と

ま
り
に
表
れ
る
こ
と
が
多
い
。

�

➡︎
要
約

仮
説

　あ
る
現
象
を
説
明
す

る
た
め
に
、
仮
に
立
て
る
説
。

検
証

　実
験
・
観
察
な
ど
に

よ
っ
て
得
た
事
実
と
照
合
し
、

仮
説
を
証
明
す
る
こ
と
。

要
約

　目
的
や
必
要
に
応
じ

て
文
章
の
内
容
を
短
く
ま
と

め
る
こ
と
。�

➡︎
要
旨

キ
ー
ワ
ー
ド
　
文
中
に
繰く

り

返
し
出
て
く
る
言
葉
。

キ
ー
セ
ン
テ
ン
ス
　
段
落
の

中
心
と
な
る
文
。
段
落
の
最

初
か
最
後
に
あ
る
こ
と
が
多

い
。「
つ
ま
り
」「
以
上
の
こ

と
か
ら
」
な
ど
の
言
葉
も
手

が
か
り
に
な
る
。

【
段
落
の
役
割
の
例
】

��

・
導
入

・
話
題
提
示

・
問
い
・
答
え

・
理
由

・
例
示

・
ま
と
め

・
筆
者
の
主
張

51
ページ

構
成
や
展
開
の
効
果
を
考
え
る

137
ページ

45
ページ185

ページ

【
事
実
や
事
柄
を
正
確
に
伝
え
る
】

⃝
�

説
明
、
記
録
、
報
告

　な
ど

【
根
拠
に
基
づ
き
意
見
を
述
べ
る
】

⃝
�

意
見
文
、
論
説
、
評
論
、
批
評

　な
ど

⃝
�

特と
く

徴ち
ょ
う

的
な
数
値
…
最
大
値
や
最
小
値
、

あ
る
部
分
に
だ
け
見
ら
れ
る
数
値
な
ど
。

⃝
�

変
化
…
増
加
・
減
少
、
変
化
の
大
き
さ
、

変
化
の
し
か
た
な
ど
。

⃝
�

違ち
が

い
…
項こ
う

目も
く�

（
学
年
、
分
野
、�

月
な
ど
）
の
比ひ�

較か
く

に
よ
っ
て
見�

え
る
傾け

い

向こ
う

な
ど
。

⃝
�

他
の
文
章
や
統
計
調
査
な
ど
か
ら
、
文

や
語
句
、
数
値
な
ど
の
デ
ー
タ
を
引
い

て
く
る
こ
と
。

⃝
�「

　」
な
ど
で
地
の
文
と
は
区
別
さ
れ
る
。

⃝
�

事
実
の
説
明
や
意
見
を
補
強
し
た
り
、

補
足
し
た
り
す
る
役
割
が
あ
る
。

文
章
の
種
類

図
表
の
読
み
取
り

引
用

145
ページ

2
ページ

82
ページ

要
約

要
約
の
目
的
・
相
手

分
量
（
文
字
数
）

必
要
な

情
報

キ
ー
セ
ン
テ
ン
ス

キ
ー
ワ
ー
ド

1年 P278「『学びのカギ』一覧　説明的な文章を読むために」

POINT 3

POINT 1

POINT 3

POINT 2

国
語
力

新
Q
R
×
個
別
最
適

語
彙
力

教
材
の
力

7 6



全国学力・学習状況調査（※教科調査）は、
令和7年度以降、CBT（Computer Based  

Testing：コンピューターを使用した試験）
の導入を予定しています。国語の資質・
能力を身につけるとともに、CBTの形式
に慣れておくことが大切だと考えました。

教科書の問題
＋発展問題に、

CBT形式で
取り組める！タブ切り替えで

情報を比較したり、
関連づけたりして
読める！

身
に
つ
け
た
資
質
・
能
力
を
確
認
す
る「
国
語
の
力
試
し
」

国
語
力
が
身
に
つ
く
仕
組
み
2

　

生
徒
自
身
が
自
己
採
点
を
す
る
こ
と
で
、「
何
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
」「
課
題
は
何
か
」
を
明

確
に
把
握
で
き
ま
す
。「
自
ら
の
学
習
の
調
整
」 

に
つ

な
が
る
力
試
し
で
す
。

記
述
問
題
の
採
点
画
面
。
採
点
基
準
に
チ
ェ
ッ
ク

を
入
れ
る
と
、
自
動
的
に
点
数
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

生
徒
自
身
が
採
点
す
る
か
ら
、

成
果
と
課
題
を
自
覚
で
き
る

C
B
T
な
ら
で
は
の
出
題
形
式

実
際
に
動
画
を
見
な
が
ら
解
け
る

「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」の
設
問

　

実
際
に
動
画
を
視
聴
し
て
解
く
こ
と
で
、
聞
い
て

理
解
す
る
力
、
日
常
に
生
き
る
「
聴
解
力
」の
育
成
を

目
ざ
し
ま
す
。

1

台本表示・総ルビ
表示にも対応！

タ
ブ
切
り
替
え
で
、

比
較
し
た
り
関
連
づ
け
た
り
で
き
る

2
　

上
部
の
タ
ブ
を
切
り
替
え
る
と
、
複
数
の
文
章
や

図
版
が
閲
覧
で
き
ま
す
。
情
報
を
読
み
比
べ
た
り
関

連
づ
け
た
り
す
る
問
題
に
取
り
組
め
ま
す
。

POINT 1POINT 2

発展問題
（短縮版）

お試しは
こちら

※タブレット・PC限定

Q なぜ今、CBT？

動画を
視聴できる！

2年 P262「国語の力試し」

262

身につけた資質・能力を活用して、問題に取り組もう。
国語の力試し

読 む
もう一度 初めから解く　

ありオン ふりがな　全画面　 なし

▶�次の文章は、「枕
まくらの
草
そう
子
し
」の冒頭を現代語に訳したものである。

■現代語訳A（教科書訳）
　春は明け方。だんだんと白んでいく山ぎわが、少し明るくなって、
紫がかった雲が細くたなびいている（のは風

ふ
情
ぜい
がある）。

　夏は夜。月の頃は言うまでもないが、闇もやはり、蛍が多く飛びかっ
ている（のがよい）。また、ほんの一、二匹ほのかに光って飛んでい
くのも趣がある。雨などが降るのもいい。

■「枕草子」原文
　春はあけぼの。や

（ ヨ ウ ヨ ウ ）
うやう白くなりゆく山ぎは

（ワ）
、す

こしあかりて、紫だちたる雲のほそくたなびきたる。
　夏は夜。月のころはさらなり、闇もなほ

（オ）
、蛍の多

く飛びちがひ
（イ）
たる。また、ただ一つ二つなど、ほの

かにうち光りて行くもを
（オ）
かし。雨など降るもを

（オ）
かし。

現代語訳B現代語訳A 下に示した「枕草子」原文から、現代語訳A（教科
書訳）で、「趣がある」「いい」と訳された言葉を３
字で抜き出そう。� ［５点］

1

263 国語の力試し

▼
次
の
文
章
は
、「
枕ま
く
ら 

草そ
う

子し

」
の
冒
頭
を
現
代
語
に
訳
し
た
も
の
と
、
そ
の
原
文
で
あ
る
。

の

■「
枕
草
子
」
原
文

　
春
は
あ
け
ぼ
の
。
や（
ヨ
ウ
ヨ
ウ
）

う
や
う
白
く
な
り

ゆ
く
山
ぎ
は
（
ワ
）

、
す
こ
し
あ
か
り
て
、
紫
だ

ち
た
る
雲
の
ほ
そ
く
た
な
び
き
た
る
。

　
夏
は
夜
。
月
の
こ
ろ
は
さ
ら
な
り
、
闇

も
な
ほ
（
オ
）
、
蛍
の
多
く
飛
び
ち
が
ひ
（
イ
）
た
る
。

ま
た
、
た
だ
一
つ
二
つ
な
ど
、
ほ
の
か
に

う
ち
光
り
て
行
く
も
を
（
オ
）
か
し
。
雨
な
ど
降

る
も
を
（
オ
）

か
し
。

■
現
代
語
訳
A
（
教
科
書
訳
）

　
春
は
明
け
方
。
だ
ん
だ
ん
と
白
ん
で
い

く
山
ぎ
わ
が
、
少
し
明
る
く
な
っ
て
、
紫

が
か
っ
た
雲
が
細
く
た
な
び
い
て
い
る

（
の
は
風ふ

情ぜ
い

が
あ
る
）。

　
夏
は
夜
。
月
の
頃
は
言
う
ま
で
も
な
い

が
、
闇
も
や
は
り
、
蛍
が
多
く
飛
び
か
っ

て
い
る
（
の
が
よ
い
）。
ま
た
、
ほ
ん
の
一
、

二
匹
ほ
の
か
に
光
っ
て
飛
ん
で
い
く
の
も

趣
が
あ
る
。
雨
な
ど
が
降
る
の
も
い
い
。

■�

現
代
語
訳
B

（「
桃も

も

尻じ
り

語ご

訳 

枕
草
子 

上
」
橋は

し

本も
と 

治お
さ
む 

訳
）

　
春
っ
て
曙
あ
け
ぼ
の

よ
！

　
だ
ん
だ
ん
白
く
な
っ
て
く
山
の
上
の
空

が
少
し
明
る
く
な
っ
て
、
紫
っ
ぽ
い
雲
が

細
く
た
な
び
い
て
ん
の
！

　
夏
は
夜
よ
ね
。

　
月
の
頃
は
モ
チ
ロ
ン
！

　
闇
夜
も
ね
ェ
…
…
。

　
蛍
が
い
っ
ぱ
い
飛
び
か
っ
て
る
の
。

　
あ
と
、
ホ
ン
ト
に
一
つ
か
二
つ
な
ん
か

が
、
ぼ
ん
や
り
ポ
ー
ッ
と
光
っ
て
く
の
も

す
て
き
。
雨
な
ん
か
降
る
の
も
す
て
き
ね
。

表
現
の
効
果
を
考
え
る

②  

現
代
語
訳
B
（
橋
本 

治 

訳
）
の

　
　線部
の
後
に
は
、
ど
の

よ
う
な
言
葉
が
省
略
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
。
現
代
語

訳
B
の
中
か
ら
三
字
で
抜
き
出
そ
う
。

➡︎
文
章
の
中
心
的
な
部
分
を
捉
え
る
。

③   

あ
な
た
は
、
現
代
語
訳
A
・
B
の
ど
ち
ら
に
引
か
れ
る
か
。

「
表
現
の
し
か
た
」
に
触
れ
な
が
ら
、
選
ん
だ
訳
と
そ
の
理
由

を
書
こ
う
。

➡︎
文
章
を
比
較
し
、
表
現
の
効
果
に
つ
い
て
考
え
る
。

①  

原
文
か
ら
、
現
代
語
訳
A
（
教
科
書
訳
）
で
、「
趣
が
あ
る
」

「
い
い
」
と
訳
さ
れ
た
言
葉
を
三
字
で
抜
き
出
そ
う
。

109
ページ

読 む

読
む
力

264

話す
聞く

話
す
力
・
聞
く
力

　
私
は
、
卒
業
生
に
、
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
の
言
葉
を
贈
る
の
が
い
い
と
思
い

ま
す
。　

「
一
つ
の
幸
せ
の
ド
ア
が
閉
じ
る
と
き
、
も
う
一
つ
の
ド
ア
が
開
く
。
し
か

し
、
私
た
ち
は
閉
じ
て
し
ま
っ
た
ド
ア
を
ず
っ
と
見
つ
め
て
い
る
の
で
、
私

た
ち
の
た
め
に
新
し
い
ド
ア
が
既
に
開
い
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
な
い
。」

　
こ
れ
は
、
多
く
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
、
生
涯
学
び
続
け
た
ヘ
レ
ン
・
ケ

ラ
ー
の
言
葉
で
す
。「
二
十
世
紀
の
名
言
」
と
い
う
本
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
閉
じ
て
し
ま
っ
た
ド
ア
は
、
卒
業
し
て
い
く
中
学
校
を
表
し
、
新
し
い
ド

ア
は
、
新
し
い
生
活
へ
の
入
り
口
を
表
し
て
い
る
と
捉
え
ら
れ
ま
す
。
最
後

の
「
既
に
開
い
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
な
い
。」
と
い
う
部
分
に
は
、
前
を

向
け
ば
、
チ
ャ
ン
ス
は
す
ぐ
そ
こ
に
あ
る
の
だ
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
込
め

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
新
し
い
生
活
に
向
か
っ
て
、
力
強
く
生
き

て
い
く
こ
と
を
促
す
こ
の
言
葉
は
、
卒
業
生
に
ぴ
っ
た
り
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。　

卒
業
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
中
学
校
で
の
思
い
出
を
胸
に
、
新
し
い
生
活
で

新
し
い
挑
戦
を
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

▼ 

野
口
さ
ん
が
、
学
級
会
で
、「
卒
業
生
に
贈
る
言
葉
」
に
つ
い
て
提
案
し
て
い
る
。 

右
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
動
画
を
視
聴
し
、
問
題
に
答
え
よ
う
。

➡︎
論
理
の
展
開
に
注
意
し
て
聞
く
。

➡︎
話
し
手
の
考
え
と
比
較
し
て
聞
く
。

評
価
の
観
点
：
情
報
の
整
理
／
話
の
構
成
／
話
し
方

［
聞
く
］
意
見
を
聞
き
、
整
理
し
て
検
討
す
る

29
ページ

評
価
の
観
点

よ
い
と
思
っ
た
と
こ
ろ
と
そ
の
理
由

②   

野
口
さ
ん
の
提
案
に
つ
い
て
、
次
の
中
か
ら
評
価
の
観
点
を
選
び
、
よ

い
と
思
っ
た
と
こ
ろ
と
そ
の
理
由
を
書
こ
う
。

①  

野
口
さ
ん
が
、
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
の
言
葉
を
通
し
て
、
卒
業
生
に
伝
え

た
い
の
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

265 国語の力試し

書く

書
く
力

▼ 

今
西
さ
ん
は
、
職
場
体
験
の
訪
問
先
に
宛
て
て
電
子
メ
ー
ル
を
書
い
て
い
る
。

②      ［今西さんの考え］と［注意したいこと］を読み、空欄エに書
く文面を考えよう。

宛先   soumu@aozora-yochien1983.ed.jp

件名   職場体験に関する質問（南中学校・今西）

青空町立青空幼稚園

北川　緑 先生

来週の職場体験でお世話になります、 

ア  の今西律子です。

職場体験初日のお楽しみ会について、

お聞きになりたいことがあります。

当日は園児の皆さんと、童謡を歌いたいと

考えています。

ランチルームにオルガンはありますか。

エ  

南中学校 2 年２組　今西律子

表
現
を
工
夫
し
て
思
い
を
伝
え
る

［
推す
い

敲こ
う

］
表
現
の
効
果
を
考
え
る

112
ページ

➡︎自分の考えが伝わるように工夫する。

①   ［推
すい

敲
こう

の観点］を基に文面を書き加えたり、書き改めたりしよう。

➡︎読み手にとってわかりやすい書き方に整える。

ア   ［推敲の観点］まず、自分の立場や所属を明確にする。

イ  ［推敲の観点］敬語を適切に使う。

ウ  ［推敲の観点］質問の内容をはっきりと伝える。

エ   ［今西さんの考え］オルガンを借りられるかどうかで、準備が

変わる。職場体験が始まる前に、返事が欲しい。   

［注意したいこと］相手に失礼のないようにお願いする。

110
ページ

イ

ウ

266国語の力試し

▼ 

次
の
敬
語
の
問
題
に
答
え
よ
う
。

　
そ
れ
で
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
始
め
ま
す
。

　
ま
ず
、
一
日
の
仕
事
の
流
れ
に
つ
い
て
、
伺
い
ま
す
。

　
田
中
さ
ん
は
、
朝
、
何
時
頃
、
お
店
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま 

す
か
。

①

②③

▼ 

次
の
二
つ
の
言
葉
は
類
義
語
だ
が
、
使
い
方
に
は
少
し
違
い
が
あ
る
。

「
予
想
」
と
「
予
期
」

① 

明
日
の
天
気
を 

 

す
る
。

② 
 

せ
ぬ
事
態
に
と
ま
ど
う
。

敬
語

113
ページ

類
義
語
・
対
義
語
・
多
義
語

72
ページ

①   

―
―
線
部
①
〜
③
の
敬
語
の
種
類
を
、
次
の
ア
〜
ウ
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
選
ぼ
う
。

➡︎
敬
語
の
働
き
を
理
解
し
て
文
章
の
中
で
使
う
。

ア 

尊
敬
語

　
　イ 謙
譲
語

　
　ウ 丁
寧
語

①

②

③

②  

①
・
②
の
空
欄
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
を
、
次
の
ア
〜
ウ
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
選
ぼ
う
。

➡︎
語
感
を
磨
き
語
彙
を
豊
か
に
す
る
。

ア
「
予
想
」
だ
け
が
当
て
は
ま
る

イ
「
予
期
」
だ
け
が
当
て
は
ま
る

ウ
「
予
想
」
も
「
予
期
」
も
当
て
は
ま
る

①

②

知識
・
技能

知
識
・
技
能

国
語
の
力
試
し
身
に
つ
け
た
資
質
・
能
力
を
活
用
し
て
、
問
題
に
取
り
組
も
う
。

⃝
�

右
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
問
題
を
解
く
こ
と
が
で
き
る
。

※
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
や
パ
ソ
コ
ン
で 

問
題
に
取
り
組
も
う

⃝
�

解
答
表
示
や
自
己

採
点
の
機
能
を
使

い
、
身
に
つ
け
た

力
を
確
認
し
よ
う
。

⃝
�

時
間
が
あ
れ
ば
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
用

の
発
展
問
題
に
も

挑
戦
し
て
み
よ
う
。

　

読
む
力  

 

① 

② 

③

話
す
力
・
聞
く
力  

 

① 

②

書
く
力  

 

① 

②

知
識
・
技
能  

 

① 

② 

問
題
の
構
成

分
40

時
間
の
目
安

　行
き
詰
ま
っ
た
と
き
に
は
、
教
科
書
の

該
当
ペ
ー
ジ
を
見
て
み
よ
う
。

そ
の
問
題
で
確
か
め
る
、 

資
質
・
能
力
を
示
し
て
い
る
。

➡︎
問
題
と
関
連
す
る「
学
び
の
カ
ギ
」
や
、

小
教
材
・
コ
ラ
ム
を
示
し
て
い
る
。

000
ページ

振
り
返
り
の
ヒ
ン
ト

1年間で身につけた力を確認する場

国
語
力

新
Q
R
×
個
別
最
適

語
彙
力

教
材
の
力

9 8



能動的に
取り組む

学校でも
家庭でも

自ら 選ぶ

新
Q
R
×
個
別
最
適 

｜

自
分
ら
し
い
学
び
を
見
つ
け
る

国語の力試し（CBT）

「文法への扉」ワーク

学びの地図（「学びのカギ」一覧）

筆者・作者インタビュー動画

　
一
人
一
人
の
興
味
・
関
心
や
課
題
に
応

じ
て
自
由
に
選
択
し
、
活
用
で
き
る
Q
R

コ
ン
テ
ン
ツ
を
多
数
収
録
し
ま
し
た
。

　「
も
っ
と
知
り
た
い
」「
基
礎
・
基
本
を

身
に
つ
け
た
い
」
…
…
。
子
供
た
ち
の
個

性
、
思
い
や
願
い
に
、
光
村
図
書
の
新
し

い
Q
R
コ
ン
テ
ン
ツ
が
応
え
ま
す
。

総コンテンツ数

350点
以上

一
人
一
人
の

学
び
に
寄
り
添
い
、

可
能
性
を
広
げ
る

学びを次に
生かしたい

楽しく
基礎・基本を
身につけたい

13ページ

13ページ

12ページ

書くことのミニレッスン
12ページ

自分の学力を
確かめたい

苦手なことを
克服したい

筆者の
考えをもっと
知りたい

新
Q
R
×
個
別
最
適

国
語
力

語
彙
力

教
材
の
力

11 10
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 「
書
く
こ
と
の
ミ
ニ
レ
ッ
ス
ン
」

　
練
習
問
題
で
文
章
上
達
の
コ
ツ
を
つ
か
む

 「
国
語
の
力
試
し
」

　
C
B
T
で
資
質
・
能
力
を
確
認

「ICT活用のヒント」

巻末に、タブレット端末やQRコンテンツの
効果的な活用場面を一覧で示しました。

文法
ワーク

学びの
地図

3年「学びの地図」（「学びのカギ」一覧）

1年 P142「根拠を明確にして書こう」

「文法への扉」ワーク
（2年 P185
「走る。走らない。走ろうよ。」）

QRコードの目次です。一人一人の興味・関心や課題に合わ
せて活用できるコンテンツを350点以上収録しています。B

各領域における ICT活用の方法を一覧できます。「話す・聞く」
「書く」の各教材内では、タブレット画面やアイコンで、活用
方法や活用イメージをわかりやすく示しました。

A
1年 P140「根拠を明確にして書こう」

解答は
テキスト
入力！

自己採点で
自らの学習を
調整する力
が身につく

詳しくは

Q 

R
×
一
人
一
台
端
末

〈
光
村
の
国
語
〉

完
全
活
用
ガ
イ
ド

光
村
の
新
し
い
Q
R
コ
ン
テ
ン
ツ

書
き
込
む
、
動
か
す
、
力
が
伸
び
る

　
デ
ジ
タ
ル
端
末
上
で
解
答
で
き
る
練
習
問
題
で
、
教
材
の
ポ
イ
ン
ト
を
短
時
間
で

押
さ
え
ら
れ
ま
す
。

　
授
業
の
導
入
は
も
ち
ろ
ん
、
家
庭
学
習
で
も
活
用
で
き
ま
す
。

　
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
で
も
導
入
予
定
の
C
B
T
が
、
Q
R
コ
ン
テ
ン
ツ
に

な
り
ま
し
た
。
各
学
年
に
、
教
科
書
掲
載
の
問
題
と
発
展
問
題
を
収
録
。
テ
ス
ト
形
式

で
、
資
質
・
能
力
が
身
に
つ
い
た
か
を
確
認
で
き
ま
す
。

1年 P341「ICT活用のヒント」

お試しは
こちら

※タブレット・PC限定

お試しは
こちら

※タブレット・PC限定

※タブレット・PC限定

141 140筋道を立てて ● 根拠を明確にして書こう

⃝日常 理科や社会の授業でレポートを書く。
⃝将来 広告に示された図表の効果を評価する。

目
標

生
か
す

学びの
カギ

書く

根
拠
を
明
確
に
し
て
書
く

　報
告
の
文
章
を
書
く
と
き
に
は
、
ど
ん
な
こ
と
に
気
を
つ
け
る
と
よ
い
だ
ろ
う
。
身
近
な
テ
ー
マ

に
つ
い
て
の
統
計
資
料
な
ど
を
引
用
し
、
調
べ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
レ

ポ
ー
ト
を
書
こ
う
。 資

料
を
引
用
し
て
報
告
す
る

根
拠
を
明
確
に
し
て
書
こ
う

⃝
�

調
べ
て
考
え
た
こ
と
を
報
告
す
る
と
き
に
は
、

自
分
の
考
え
だ
け
を
述
べ
る
の
で
は
な
く
、

根
拠
と
な
る
事
実
を
明
確
に
示
す
。

⃝
�

根
拠
と
し
て
確
か
な
情
報
を
選
ぶ
こ
と
で
、

説
得
力
が
増
す
。
統
計
や
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

な
ど
の
客
観
的
な
資
料
、
具
体
的
な
事
例
、

専
門
家
の
知
見
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

⃝
�

引
用
す
る
際
に
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
す
る
。

　・�

か
ぎ
（「

　」）
で
く
く
る
な
ど
し
て
、
引

用
部
分
を
他
と
区
別
す
る
。

　・�

統
計
資
料
か
ら
引
用
す
る
場
合
は
、
読
み

取
っ
た
情
報
や
数
値
を
正
確
に
示
す
。

　・�

読
み
手
が
引
用
元
を
確
か
め
ら
れ
る
よ
う

に
、
出
典
を
正
確
に
示
す
。

⃝�引用のしかたを理解し、活用する。（知る）

⃝�根拠の明確さなどに対する友達の助言をふま

え、自分の考えが伝わる文章を書く。（書く）

　調
べ
た
こ
と
を
、
正
確
に
わ

か
り
や
す
く
伝
え
る
に
は
、
ど

ん
な
こ
と
に
気
を
つ
け
た
ら
よ

い
だ
ろ
う
。

141ページ

根拠の明確化
55ページ

情報の取捨選択
116ページ

情報整理・構成
229ページ
構成の工夫

235ページ
振り返る

集
め
る
・
整
理
す
る

課題を決め、調べる 
・�144〜145 ページの資料などを参考に

しながら、課題を決め、情報を集める。

1 144
ページ

組
み
立
て
る

構成を考える
・�レポートの体

てい

裁
さい

や引用のしかた、出典

の示し方を確かめる。

・�集めた情報を整理し、レポートの項目

ごとに、書く内容と順序を考える。

2

表
現
す
る

レポートを書く
・�引用のしかたに注意して、調べたこと

や考えたことを文章にまとめる。

・�引用のしかたや、根拠の明確さなどに

ついて助言し合い、推
すい

敲
こう

する。

3 ICT

共
有
す
る

交流する
・�友達とレポートを読み合い、資料を適

切に引用できているかなどについて、

伝え合う。

4

振り返る 143
ページ

学
び
の

地
図

「
学
び
の
カ
ギ
」一
覧

280
ページ

　調べてみて、言葉は時代とともに変わっていくものなのだと

いうことを改めて実感した。日本語の変化について研究する山

川夏子氏は、「言葉はそもそも変化するものであるから、変化

を全て否定する必要はない。ただし、定着に至る過渡期におい

て、相手に正確に伝えるためには、注意が必要である」（「変化

する日本語」p.64）と述べている。

文章の引用

「敷
しき

居
い

が高い」の意味はどちらだと思うか

［資料１］年代別「敷居が高い」意味の理解
文化庁「令和元年度国語に関する世論調査」（2020 年）を基に作成。

図表の引用

0 20 40 60 80 9070503010 100（％）

高級すぎたり上品すぎたり
して入りにくい

相手に不義理などをして
しまって行きにくい どちらも使う

16〜19歳

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

12.4 78.4 6.2

8.5 82.4 6.3

10.5 81.1 7.5

23.4 69.7 5.7

33.2 50.3 15.2

38.3 43.3 17.4

40.3 38.6 15.7

書
く
こ
と
の

ミ
ニ
レ
ッ
ス
ン

ICT

情
報
収
集
の
達
人
に
な
ろ
う

82
ページ

発
想
を
広
げ
る

282
ページ

340資料 ● ICT 活用のヒント341

国語の学習の中で、ICT 機器を活用すると効果的な場面を示してい

る。使用してよいかどうかを確かめたうえで、主体的に活用しよう。

教科書の該
がい

当
とう

ページに示されている二次元コードから、学習の参考と
なる資料を読み取ることができる。インターネットの環

かん

境
きょう

によっては、
通信料が発生する場合があるので注意しよう。

ICT 活用のヒント

読 む 読むこと話す
聞く 話すこと・聞くこと 書く 書くこと

見通しを
もつ

知識・技能
の習得

情報収集
情報整理

自分の
考えを
深める

考えを
表現する

友達との
交流・共有

振
ふ

り返る

ICT の
活用場面

1 集める・整理する

 
右表❹書くことのミニレッスン 
書く前の準備運動。小学校で学ん 
だ基

き

礎
そ

・基本を思い出そう。

1 捉
とら

える
文章の構成と内容を確かめよう。

 右表❽漢字の練習／漢字一覧表
その教材で学ぶ新出漢字・新出音訓
の読み方を確認しよう。

   右表❼朗読音声 
古典の文章の読み方を確認し、読み
慣れるまで音読しよう。

1 集める・整理する
ICT を活用して、情報を集めたり整理
したりしよう。

  右表❸「話す・聞く」表現テーマ例集 
何を話すか迷ったら参考にしよう。

2 組み立てる 3 伝え合う 
動画や音声を視

し

 
聴
ちょう

し、効果的な 
話し方や話し合 
いのしかたを確 
かめよう。

 右表 ❷「話す・聞く」動画・音声

録音・録画機能を生かして練習するのも
効果的だ。
　 ICT  録画して自分の話し方を確かめる
　　　  35ページ

2 組み立てる 3 表現する 
ICT 機器を使うと、構成の変

へん

更
こう

や推
すい

敲
こう

、
下書き段階での情報共有がしやすい。

ICT  案内文
　　　 117ページ

ICT  レポート
　　　 142ページ

ICT  書きだしを共有
　　  する  230ページ

ICT  発表用資料
　　　 236ページ

  右表❹書くことのミニレッスン 
推敲する  118ページ（推敲の練習問題）

2 読み深める
示された図表や写真、動画や音声などと
関連づけながら、理解を深めよう。

 右表 ❻「読むこと」教材の資料

（実験の様子の映像）

4 共有する
録音・録画した活動を視聴し、確認しよう。
ICT  録画して振り返る  194ページ

4 共有する
ICTを活用して、助言や感想を交流しよう。
ICT  コメント機能で交流する  143ページ

3 自分の考えをもつ
著者の考えと比 
べながら、自分 
の考えをもとう。

 右表 ❻
　　 「読むこと」教材の資料

右表❶︎学びの地図　デジタル版「学びのカギ」一覧。

これから学ぶこと、これまでに学んだことが、いつでも確
かく

認
にん

できる。

右表❶︎学びの地図
ここで学んだことが、今後どのような学習

に生かせるかを確かめ、次につなげよう。

右表❶︎国語の力試
だめ

し
身につけた資質・能力を生かして、問題に取り

組もう。タブレットやパソコンでも解答できる。

ジャージャー

ありオン ふりがな　全画面　 なし身につけた資質・能力を活用して、問題に取り組もう。
国語の力試し

読 む
もう一度 初めから解く　

発酵とは、どのような現象か。25字で抜き出そう。	
	 ［10 点］

1▶次の文章は、微生物の働きについて述べたものである。

　イースト菌や乳酸菌などの名を聞いたことがある人は多いだ
ろう。それらが微生物である。住居を汚したり、食べ物を腐ら
せたりするカビのように、人間の健康や生活に害を与える微生
物もいるが、いっぽうで、人間の生活に役立つ微生物も多い。
例えば、乳酸菌は、牛や羊のミルクを分解して乳酸を作り出す。
これによって、ミルクはヨーグルトに変化する。
　このように、微生物が物質を分解し、他の物質に変えて放出
する現象を発酵とよぶ。パンやしょうゆ、納豆、かつお節など、
多くの食品が発酵を利用して作られている。（中略）
　微生物のこうした働きは、地球環境を支えるうえでも大きな
役割を果たしている。秋、公園や庭にたまった落ち葉はいつの
まにか腐り、土に戻っているが、落ち葉を分解して土に変えた

❶見通しをもつ・振り返る ❼朗読音声

29他

1
学びの地図
※全ての「学びのカギ」から閲覧可能。

148   大
おお

阿
あ

蘇
そ

154   いろは歌

262 国語の力試し 156   竹
たけ

取
とり

物語
❷「話す・聞く」動画・音声 170   矛

む

盾
じゅん

16  発表のしかた 306   百人一首

31   情報を聞き取る（問題） ❽新出漢字・新出音訓
36  スピーチをする 27他

1
1

漢字の練習／漢字一覧表
※ 全ての新出漢字・新出音訓欄

らん

から
閲覧可能。漢字教材は一覧表のみ。

122  質問のしかた

189  進め方について考える（問題）

194  グループで話し合う ❾「文法への扉
とびら

」ワーク／練習問題
264  国語の力試し（問題） 75 文法への扉 1 242 文法 1

❸「話す・聞く」表現テーマ例集 147 文法への扉 2 246 文法 2

34「スピーチ」のテーマ例 223 文法への扉 3 251 文法 3

192 「話し合い」のテーマ例 ❿言葉／語
ご

彙
い

教材の資料
❹書くことのミニレッスン（ワーク） 120  方言による発音の違

ちが

い
54 情報を整理する 267 言葉の宝箱（小学校）

116 文末表現をそろえる ⓫情報／読書教材の資料
118 推敲する 78  SDGsについて考え、行動しよう

140 話し言葉を書き言葉に改める／
引用のしかたを知る

202 研究の現場にようこそ

⓬資料編
228 一文を短くする 275 資料編デジタル

❺「書くこと」表現テーマ例集 ・発想を広げる―表現テーマ例集

54「説明」のテーマ例 ・読書感想文の書き方

140「レポート」のテーマ例 ・文章の推敲・原
げん

稿
こう

用紙の使い方

228「随
ずい

筆
ひつ

」のテーマ例 ・敬語を使う

❻「読むこと」教材の資料 ・手紙の書き方

17  工
く

藤
どう

直
なお

子
こ

さんインタビュー ・インタビューをする

27  蜂
はち

飼
かい

 耳
みみ

さんインタビュー ・インターネットの活用

103 米
よね

倉
くら

斉
まさ

加
か

年
ね

さんインタビュー
記事

・グラフの見方／引用・出典

・話し合いの方法

106 銀
ぎん

木
もく

犀
せい

の写真 ・平仮名と片仮名（五十音図）

131  シジュウカラの鳴き声 ・ローマ字一覧表

133  実験の様子 ・キーボード配列表

183  川
かわ

上
かみ

浩
ひろ

司
し

さんインタビュー

二次元コード一覧
デ
ジ
タ
ル

資
料
目
次

ICT を活用すると効果的な学習場面。ICT

ミニレッスンの解答を表示　書く

資料を引用して報告する
根拠を明確にして書こう

書くことのミニレッスン 表現テーマ例集書くことのミニレッスン 表現テーマ例集

ありオン ふりがな　全画面　 なし

［元の文］ ［修正文（左の文の下線部を直す）］

　「危ない」「悪いことや危険なことが起こりそうな
状態だ」とかの意味で、「やばい」という言葉を使
うことは昔からあったし、国語辞典にもその意味は
載ってる。

　「危ない」「悪いことや危険なことが起こりそうな
状態だ」   の意味で、「やばい」という言葉
を使うことは昔からあった   国語辞典に
もその意味は  。

1 1

▶   高木さんは、「やばい」という言葉について、レポートを書いている。 
　　　 線部を、意見文にふさわしい表現に書き換えよう。

話し言葉を書き言葉に改める

二次元コードから学習の参考資料を閲
えつ

覧
らん

できる。

A B

効果的な
一人一台端末
活用を実現

143 142筋道を立てて ● 根拠を明確にして書こう

振
り
返
る

① �調査の目的ときっかけ…�課題（何を調べるのか）と調べようと

思ったきっかけ

②��調査の方法………�………どのような方法で何を調べたか

③��調査の結果………�………調査からわかった事実

　　　　　　　　　　�　����・小見出しを付けるとわかりやすい。

　　　　　　　　　　　　・数値や名称などは正確に記す。

　　　　　　　　　　　　・�数値はグラフや表で示すとよい。

④�考察………………�………�結果から考えたことや今後の課題

⑤�参考文献………………�…要約または引用した資料の出典

知る	 �どのようなことに注意して、資料を引用したか。

書く	 �根拠を明確にして自分の考えが伝わる文章を書くために、どんなこ
とに注意したか。

つなぐ	 �説明や報告の文章を読むときに、引用のしかたに注意することでど
のようなよいことがあるか、考えてみよう。

言
の
葉
ポ
ケ
ッ
ト

引
用
す
る
と
き
の
表
現

⃝

○
○
に
よ
る
と
、
…
…
で
あ
る
。

⃝

○
○
に
は
、「
…
…
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

考
察
す
る
と
き
の
表
現

［
事
実
を
伝
え
る
文
末
表
現
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⃝

…
…
だ
／
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／
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［
考
え
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伝
え
る
文
末
表
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⃝

…
…
だ
ろ
う
。
／
…
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と
考
え
ら
れ
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。

⃝

…
…
と
い
え
る
。
／
…
…
と
推
測
で
き
る
。

　引
用
と
は
、
執し
っ

筆ぴ
つ

の
際
に
参
考

に
し
た
先
人
の
知
恵
を
紹
介
す
る

こ
と
で
、
自
分
の
考
え
を
補
強
し
、

説
得
力
を
高
め
る
方
法
で
す
。
引

用
で
は
、
誰
が
ど
こ
で
何
と
言
っ

た
の
か
を
明
確
に
示
し
、
先
人
の

知
恵
に
敬
意
を
表
す
こ
と
が
大
切

で
す
。石い

し

黒ぐ
ろ 

圭け
い

さ
ん

（
日
本
語
学
者
）

達人からのひと言

　祖母にデパートでの買い物に誘われ、「私には『敷居が高い』よ。」と答えたら、「あら、何か

後ろめたいことでもしたの。」と笑われたことがある。私と祖母で、「敷居が高い」の受け止め方

が違うことを知り、興味をもった。このレポートでは、「敷居が高い」という言葉の意味を人々

がどう捉えているか、調べた結果を報告する。

①「敷居が高い」の意味を複数の国語辞典で確認した。

②文化庁 「国語に関する世論調査」で、世代別の受け止め方を調べた。

③１年２組 35 名を対象に、「敷居が高い」の意味を尋ねるアンケートを行った。

①「敷居が高い」の本来の意味（国語辞典の説明の比較）

　国語辞典には、「敷居が高い」は、「相手に不義理などをしてしまってその人の家に行きにく

い」（「A辞典」p.601）と書かれている。また、私が「敷居が高い」の意味だと思っていた「高

級すぎたり上品すぎたりして入りにくい」については、「誤りとされていたが、今では広く普
ふ

及
きゅう

している」（同上）とするものもある一方、「誤り」（「B辞典」p.642）とはっきり書いているも

のや、全くふれていないもの（「C辞典」p.479）もあり、さまざまだった（資料１）。

「敷居が高い」はどういう意味で使われているか

意味

国語辞典

相手に不義理などをしてしまっ

て行きにくい（本来の意味）

高級すぎたり上品すぎたりして

入りにくい

A辞典 ○ ○
B辞典 ○ 誤りとされる

C辞典 ○ 記述なし

資料１

⃝それぞれの項目に、ふさわしい内容を書いているか。

⃝「調査の目的」と「方法」や「考察」の内容は対応しているか。

⃝資料を効果的に引用しているか。

　・��調べた資料から、根拠として図表や文章を引用する。

　・�自分の考えを補強するために、専門家の知見などを引用する。

⃝「参考文献」は、正確に示されているか。

調査の結果

調査の方法

調査の目的ときっかけ

 「敷居が高い」は
どういう意味で使われているか

○○年○月○日

１年２組　高木レイナ

ICT

コメント機能
で交流する

341ページ

①①

②②

③③

　私だけが「敷居が高い」という言葉の意味を勘
かん

違いしていたのかと思ったが、文化庁の調査や

クラスのアンケートの結果から、非常に多くの人が「敷居が高い」を「高級すぎたり上品すぎた

りして入りにくい」という意味で理解していることがわかった。一部の国語辞典では、本来の意

味に加えてこの意味も載せていることからも、この意味が広く浸
しん

透
とう

している現状がうかがえる。

調べてみて、言葉は時代とともに……

考察④④

・○○○○監
かん

修
しゅう

「A辞典」○○書店、2020 年

・○○○○監修「B辞典」△△書店、2018 年

・○○○○監修「C辞典」□□堂、2017 年

・文化庁「令和元年度国語に関する世論調査」https://……　○年○月○日閲覧

参考文
ぶん

献
けん

⑤⑤

レポートの構成

助言をするときの観点の例
143 142筋道を立てて ● 根拠を明確にして書こう

振
り
返
る

① �調査の目的ときっかけ…�課題（何を調べるのか）と調べようと

思ったきっかけ

②��調査の方法………�………どのような方法で何を調べたか

③��調査の結果………�………調査からわかった事実

　　　　　　　　　　�　����・小見出しを付けるとわかりやすい。

　　　　　　　　　　　　・数値や名称などは正確に記す。

　　　　　　　　　　　　・�数値はグラフや表で示すとよい。

④�考察………………�………�結果から考えたことや今後の課題

⑤�参考文献………………�…要約または引用した資料の出典

知る	 �どのようなことに注意して、資料を引用したか。

書く	 �根拠を明確にして自分の考えが伝わる文章を書くために、どんなこ
とに注意したか。

つなぐ	 �説明や報告の文章を読むときに、引用のしかたに注意することでど
のようなよいことがあるか、考えてみよう。

言
の
葉
ポ
ケ
ッ
ト

引
用
す
る
と
き
の
表
現

⃝

○
○
に
よ
る
と
、
…
…
で
あ
る
。

⃝

○
○
に
は
、「
…
…
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

考
察
す
る
と
き
の
表
現

［
事
実
を
伝
え
る
文
末
表
現
］

⃝

…
…
だ
／
で
あ
る
／
て
い
る
。

［
考
え
を
伝
え
る
文
末
表
現
］

⃝

…
…
だ
ろ
う
。
／
…
…
と
考
え
ら
れ
る
。

⃝

…
…
と
い
え
る
。
／
…
…
と
推
測
で
き
る
。

　引
用
と
は
、
執し
っ

筆ぴ
つ

の
際
に
参
考

に
し
た
先
人
の
知
恵
を
紹
介
す
る

こ
と
で
、
自
分
の
考
え
を
補
強
し
、

説
得
力
を
高
め
る
方
法
で
す
。
引

用
で
は
、
誰
が
ど
こ
で
何
と
言
っ

た
の
か
を
明
確
に
示
し
、
先
人
の

知
恵
に
敬
意
を
表
す
こ
と
が
大
切

で
す
。石い

し

黒ぐ
ろ 

圭け
い

さ
ん

（
日
本
語
学
者
）

達人からのひと言

　祖母にデパートでの買い物に誘われ、「私には『敷居が高い』よ。」と答えたら、「あら、何か

後ろめたいことでもしたの。」と笑われたことがある。私と祖母で、「敷居が高い」の受け止め方

が違うことを知り、興味をもった。このレポートでは、「敷居が高い」という言葉の意味を人々

がどう捉えているか、調べた結果を報告する。

①「敷居が高い」の意味を複数の国語辞典で確認した。

②文化庁 「国語に関する世論調査」で、世代別の受け止め方を調べた。

③１年２組 35 名を対象に、「敷居が高い」の意味を尋ねるアンケートを行った。

①「敷居が高い」の本来の意味（国語辞典の説明の比較）

　国語辞典には、「敷居が高い」は、「相手に不義理などをしてしまってその人の家に行きにく

い」（「A辞典」p.601）と書かれている。また、私が「敷居が高い」の意味だと思っていた「高

級すぎたり上品すぎたりして入りにくい」については、「誤りとされていたが、今では広く普
ふ

及
きゅう

している」（同上）とするものもある一方、「誤り」（「B辞典」p.642）とはっきり書いているも

のや、全くふれていないもの（「C辞典」p.479）もあり、さまざまだった（資料１）。

「敷居が高い」はどういう意味で使われているか

意味

国語辞典

相手に不義理などをしてしまっ

て行きにくい（本来の意味）

高級すぎたり上品すぎたりして

入りにくい

A辞典 ○ ○
B辞典 ○ 誤りとされる

C辞典 ○ 記述なし

資料１

⃝それぞれの項目に、ふさわしい内容を書いているか。

⃝「調査の目的」と「方法」や「考察」の内容は対応しているか。

⃝資料を効果的に引用しているか。

　・��調べた資料から、根拠として図表や文章を引用する。

　・�自分の考えを補強するために、専門家の知見などを引用する。

⃝「参考文献」は、正確に示されているか。

調査の結果

調査の方法

調査の目的ときっかけ

 「敷居が高い」は
どういう意味で使われているか

○○年○月○日

１年２組　高木レイナ

ICT

コメント機能
で交流する

341ページ

①①

②②

③③

　私だけが「敷居が高い」という言葉の意味を勘
かん

違いしていたのかと思ったが、文化庁の調査や

クラスのアンケートの結果から、非常に多くの人が「敷居が高い」を「高級すぎたり上品すぎた

りして入りにくい」という意味で理解していることがわかった。一部の国語辞典では、本来の意

味に加えてこの意味も載せていることからも、この意味が広く浸
しん

透
とう

している現状がうかがえる。

調べてみて、言葉は時代とともに……

考察④④

・○○○○監
かん

修
しゅう

「A辞典」○○書店、2020 年

・○○○○監修「B辞典」△△書店、2018 年

・○○○○監修「C辞典」□□堂、2017 年

・文化庁「令和元年度国語に関する世論調査」https://……　○年○月○日閲覧

参考文
ぶん

献
けん

⑤⑤

レポートの構成

助言をするときの観点の例

8ページ

（短縮版）

新
Q
R
×
個
別
最
適

国
語
力

語
彙
力

教
材
の
力
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　各
界
で
活
躍
す
る
人
は
、
言
葉
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
彼
ら
の
考
え
を
参
考
に
、

自
分
に
と
っ
て
の
「
言
葉
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

言
葉
と
私

コラム谷た
に

川か
わ

俊し
ゅ
ん

太た

郎ろ
う

（
詩
人
）
一
九
三
一

ー
　東
京
都
出
身
。

　知
っ
て
い
る
言
葉
の
量
を
増
や
す
の
も
大
事
だ
け

ど
、一
つ
の
言
葉
の
質
を
深
め
る
の
も
大
切
。遠
く
か

ら
見
て
い
た
山
に
自
分
の
足
で
登
っ
て
み
る
と
、山

と
い
う
言
葉
の
意
味
が
広
が
っ
て
濃
く
な
る
。言
葉

は
知
識
だ
け
で
な
く
経
験
を
通
し
て
深
ま
っ
て
ゆ
く
。

米よ
ね

津づ

玄け
ん

師し

（
音
楽
家
・
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
）
一
九
九
一

ー
　徳
島
県
出
身
。

　僕
ら
は
い
つ
も
言
葉
に
よ
っ
て
何
か
を
考
え
て
お

り
、
言
葉
が
な
け
れ
ば
自
分
が
今
ど
こ
に
い
る
の
か

も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
知
ら
な
い
言
葉
を
知
る
の
は
ま

だ
知
ら
な
い
自
分
自
身
を
知
っ
て
い
く
こ
と
と
ほ
と

ん
ど
同
じ
で
し
ょ
う
。

池い
け

江え

璃り

花か

子こ

（
ア
ス
リ
ー
ト
）

　た
っ
た
一
つ
の
言
葉
が
誰
か
の
支
え
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
私
は
つ
ら
く
な
っ
た
と
き
、
主
治
医

の
先
生
に
言
わ
れ
た
「
今
は
ト
ン
ネ
ル
の
途
中
で
す
。

必
ず
出
口
が
あ
る
の
で
、
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。」

と
い
う
言
葉
を
思
い
出
し
ま
す
。 二

〇
〇
〇

ー
　東
京
都
出
身
。

三さ
ん
の

宮み
や

麻ま

由ゆ

子こ

（
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
）

一
九
六
六

ー
　東
京
都
出
身
。
幼
い
頃
に
視
力
を
失
う
。

　鳥
の
囀さ
え
ず

り
も
音
楽
も
人
間
の
言
語
も
、
全
て
の
表

現
が
「
言
葉
」
だ
と
思
う
。
私
は
人
の
言
葉
を
使
う
。

ニ
ュ
ー
ス
か
ら
俳
句
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
、
物
事

や
心
情
の
深し
ん

奥お
う

を
書
く
。
言
葉
を
使
う
と
は
、「
本

質
を
翻
訳
す
る
」
と
い
う
楽
し
い
作
業
な
の
だ
。

　分
断
が
進
む
世
界
だ
か
ら
こ
そ
、
希
望
を
言
葉
に

し
て
語
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
対
話
を
信
じ
、

言
葉
を
尽
く
す
こ
と
が
、
人
間
ど
う
し
を
つ
な
げ
、

連
帯
に
導
く
も
の
に
な
る
か
ら
で
す
。

中な
か

満み
つ 

泉い
ず
み

（
国
際
連
合
事
務
次
長
）
一
九
六
三

ー
　東
京
都
出
身
。

［
考
え
た
日
］

　
　年

　月

　日

言
葉
と
あ
な
た
（
中
学
三
年
生
）

言葉と
向き合う

270

人
物
を
表
す
言
葉

　人
の
性
質
や
様
子
、
態
度
な
ど
を
表
す
言
葉
は
さ
ま
ざ
ま
に
あ
る
。

ど
の
表
現
が
ぴ
っ
た
り
く
る
か
を
考
え
て
、
使
っ
て
み
よ
う
。

　似
た
よ
う
な
意
味
を
も
つ
言
葉
で
も
、
与
え
る
印
象
が
異
な
る
場
合
が
あ
る
。

●  

生き

真
面
目
な
の
で
、
冗じ

ょ
う

談だ
ん

が
通

じ
な
い
。

● �

課
題
に
対
し
て
、
真し

ん

剣け
ん

に
取

り
組
む
。

・
熱
心

・
い
ち
ず

・
真し
ん

摯し

・
頭
が
固
い

・
四
角
四
面

・
融ゆ
う

通ず
う

が
き
か
な
い

真
面
目

こ
だ
わ
る

賢か
し
こ

い

無む

邪じ
ゃ

気き

●  

失
敗
に
、
い
つ
ま
で
も
固こ

執し
つ 

 

す
る
。

● �
細
か
な
と
こ
ろ
ま
で
粘ね

ば

り
強

く
取
り
組
む
。

・
根
気
強
い

・
ひ
た
む
き

・
意
志
を
貫
く

・
と
ら
わ
れ
る

・
執し
ゅ
う

着ち
ゃ
く

す
る

・
凝こ

り
固
ま
る

●  

彼
は
、
利
己
的
で
抜
け
目
が 

 

な
い
。

● �

彼
は
、
理
解
が
早
く
、
聡そ

う

明め
い

な
人
だ
。

・
理
知
的

・
頭
脳
明め
い

晰せ
き

・
利
発

・
ず
る
賢
い

・
こ
ざ
か
し
い

・
計
算
高
い

●  

あ
さ
は
か
な
振
る
舞
い
で
周
り

を
困
ら
せ
る
。

● �

あ
ど
け
な
い
笑え

が
お顔

に
癒い

や
さ

れ
る
。

・
素す

直な
お

・
純じ

ゅ
ん

粋す
い

・
天
真
爛ら

ん

漫ま
ん

・
思
慮
に
欠
け
る

・
単
純

・
短
絡
的

�

似
た
よ
う
な
言
葉
で
も
…
…

言動

234

言
の
葉
ポ
ケ
ッ
ト

考
え
を
整
理
し
、
価
値
づ
け
る
と
き
の
表
現

⃝

○
○
と
□
□
を
比
較
し
て
、
…
…
。

⃝

今
、
振
り
返
っ
て
考
え
る
と
、
…
…
。

⃝
整
理
し
て
ま
と
め
る
と
、
…
…
。

⃝
考
え
方
が
変
わ
っ
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

⃝

つ
ま
り
、
…
…
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

■
対
話
す
る

水
島

　
　こ
の
一
年
で
、
語
彙
力
は
大
事
だ
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
よ
く
、
文
章
を
書
く
と

き
に
「
や
ば
い
」
や
「
す
ご
い
」
と
い
う
言
葉
を
使
う
の
は
よ
く
な
い
と
い
わ
れ
る
で

し
ょ
う
。
で
も
、
ど
う
し
て
そ
う
い
わ
れ
る
の
か
、
あ
ま
り
ぴ
ん
と
き
て
い
な
く
て
。

野
口

　
　で
も
、
語
彙
力
は
大
事
だ
っ
て
考
え
が
変
わ
っ
た
ん
だ
ね
。
そ
れ
は
、
ど
う
し
て
？

水
島

　
　授
業
で
や
っ
た
「
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
」
が
お
も
し
ろ
く
て
、「
す
ご
い
！
」
と
思
っ

た
ん
だ
。
過
去
の
場
面
と
現
在
の
場
面
を
行
き
来
す
る
構
成
も
巧
み
だ
と
感
じ
た
し
、

作
中
の
「
笑え
が
お顔
の
で
き
そ
こ
な
い
」
と
い
う
表
現
が
、
今
で
も
覚
え
て
い
る
ほ
ど
印
象

的
だ
っ
た
。
た
だ
、
そ
の
と
き
は
、
何
を
ど
う
「
す
ご
い
」
と
感
じ
た
の
か
、
自
分
の

中
で
う
ま
く
整
理
で
き
な
く
て
。
も
や
も
や
し
て
歯
が
ゆ
い
思
い
を
し
た
の
が
き
っ
か

け
か
な
。
す
ご
く
お
も
し
ろ
い
作
品
な
の
に
、
自
分
の
語
彙
力
が
な
い
せ
い
で
、
た
い

し
て
お
も
し
ろ
さ
が
伝
わ
ら
な
い
感
想
を
書
く
こ
と
に
な
る
の
は
嫌
だ
と
思
っ
た
。

野
口

　
　つ
ま
り
、「
す
ご
く
お
も
し
ろ
か
っ
た
」
こ
と
を
、
魅
力
的
に
伝
え
る
た
め
に
は
、

語
彙
力
が
要
る
っ
て
こ
と
だ
よ
ね
。
確
か
に
、
今
聞
い
た
「
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
」
の
説

明
は
魅
力
的
だ
っ
た
よ
。

水
島

　
　語
彙
力
の
大
事
さ
に
気
づ
い
て
か
ら
、
い
い
な
と
感
じ
た
表
現
に
出
会
っ
た
ら
、
メ

モ
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
ん
だ
。
効
果
が
あ
っ
た
な
ら
、
う
れ
し
い
な
。

野
口

　
　そ
う
な
ん
だ
、
す
ご
い
。
効
果
が
出
て
い
る
と
思
う
。
今
ま
で
の
話
を
整
理
し
て
、

「
国
語
を
学
ぶ
意
義
」
と
し
て
ま
と
め
る
と
、
ど
う
な
る
だ
ろ
う
。

水
島

　
　僕
の
場
合
は
、「
自
分
の
思
い
を
形
に
す
る
こ
と
」
に
な
る
か
な
。
つ
ま
り
、
自
分

の
頭
の
中
に
あ
る
も
や
も
や
し
た
も
の
を
、
言
葉
で
明
確
に
し
て
、
…
…
（
後
略
）

■
コ
ピ
ー
や
説
明
を
書
く

［
コ
ピ
ー
］

・
伝
え
た
い
こ
と
を
短
く
端
的
に
書
く
。

・
体
言
止
め
や
比
喩
を
用
い
る
な
ど
、
表
現
を

工
夫
す
る
。

［
コ
ピ
ー
の
説
明
］

・
そ
の
コ
ピ
ー
を
付
け
た
意
図
や
理
由
、
背
景

を
具
体
的
に
書
く
。

・
自
分
が
伝
え
た
い
こ
と
は
何
か
を
明
確
に
し
、

整
理
し
て
書
く
。

・
事
前
知
識
の
な
い
、
初
め
て
読
む
人
に
も
理

解
で
き
る
よ
う
に
書
く
。

語
彙
力 

｜

思
考
力
・
表
現
力
が
高
ま
る

　
語
彙
力
は
、
全
て
の
学
び
、
そ
し
て
日
常
生
活
を

支
え
る
土
台
に
な
り
ま
す
。

　
子
供
た
ち
が
、
た
く
さ
ん
の
言
葉
に
出
会
い
、
自

分
の
思
考
や
感
情
を
的
確
に
言
語
化
す
る
た
め
に
。

言
葉
を
通
し
て
人
や
世
界
と
つ
な
が
る
た
め
に
。

　
そ
ん
な
経
験
が
で
き
る
教
材
を
、
豊
富
に
用
意
し

ま
し
た
。

言葉が思考を
連れてくる

文脈の中で
言葉を学ぶ

268268269

　物
語
や
詩
で
、
登
場
人
物
の
心
情
と
響ひ
び

き
合
う
よ
う
に
描え
が

か
れ
た
風
景
や
場
面
の
様
子
を
情
景
と
い
う
。

こ
こ
で
は
、
情
景
描
写
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
、
天
気
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
言
葉
や
表
現
を
取
り
上

げ
た
。
語
感
を
磨み
が

き
、
ぴ
っ
た
り
の
表
現
を
探
す
と
き
に
役
立
て
よ
う
。

情
景
を

情
景
を
表
す
表
す
言
葉
言
葉

ざ
あ
ざ
あ

ざ
あ
ざ
あ

ご
う
ご
う

ご
う
ご
う

し
と
し
と

し
と
し
と

ば
ら
ば
ら

ば
ら
ば
ら

ぽ
つ
ぽ
つ

ぽ
つ
ぽ
つぽ

つ
り

ぽ
つ
り

ど
ん
よ
り

ど
ん
よ
り

さ
ん
さ
ん

さ
ん
さ
ん

か
ん
か
ん

か
ん
か
ん

じ
り
じ
り

じ
り
じ
り

か
ら
り

か
ら
り

「晴れ」に関する表現
・
大
雨
　
・
豪ご

う

雨う

　
・
暴
風
雨

・
ど
し
ゃ
降
り
　
・
あ
ら
し

・
バ
ケ
ツ
を
ひ
っ
く
り
返
し
た�

　
よ
う
な
雨

・
ざ
あ
ざ
あ

・
雷ら
い

雨う

　

・
夕
立
　
・
ス
コ
ー
ル

・
雨あ
ま

脚あ
し

・
本
降
り
　
・
雨
風

・
に
わ
か
雨
　
・
通
り
雨

・
雨
宿
り
　
・
し
ぐ
れ
る

・
大
つ
ぶ
の
雨

・
し
と
し
と

・
蕭し
ょ
う

々し
ょ
う

・
小こ

さ
め雨

・
雨
だ
れ
　
・
雨
音

・
ぱ
ら
ぱ
ら
　

・
ぽ
つ
ぽ
つ

・
霧き
り

雨さ
め

・�

煙け
む

る
よ
う
な
雨

・
小
ぬ
か
雨
　
・
小
や
み

・�

ぐ
ず
つ
い
た
天
気

「雨」に関する表現「曇
くも

り」に関する表現
・
今
に
も
泣
き
だ
し
そ
う
な
空

・
黒
雲
　
・
暗
雲

・
雨
雲
が
低
く
垂
れ
込こ

め
る

・
ひ
と
雨
来
そ
う
な
気
配

・�

雲
行
き
が
あ
や
し
い

・
暗
雲
が
た
だ
よ
う

・�

す
っ
き
り
し
な
い
天
気

・
曇ど
ん

天て
ん

　
・
天
気
が
く
ず
れ
る

・
日
が
か
げ
る

・
雲
が
か
か
る

・�

薄う
す

日び

が
差
す

・
晴
れ
間
が
の
ぞ
く

・
雨
あ
が
り

・
い
い
天
気

・
日ひ
よ
り和

・
さ
ん
さ
ん

・
晴
天
　
・
晴
朗

・
好
天
　
・
晴
れ
や
か

・
上
天
気
　
・
日
本
晴
れ
　

・
か
ら
り
と
晴
れ
あ
が
る

・�

雲
一
つ
な
い

・
晴
れ
渡わ
た

る
　
・
快
晴

・
抜ぬ

け
る
よ
う
な
青
空

・�

高
く
澄す

ん
だ
空

・�

日
差
し
が
強
い

・�

か
ん
か
ん
照
り

・
炎え
ん

天て
ん

● 

空
な
ど
の
様
子
を
表
す
言
葉

● 

温
度
に
関
す
る
表
現

● 

程
度
を
表
す
言
葉

● 

擬ぎ

音お
ん

語
・
擬
態
語（
オ
ノ
マ
ト
ペ
）

・
う
ら
ら
か
な
五
月
の
空
。

・
の
ど
か
な
春
の
海
。

・
春
の
柔や

わ

ら
か
な
日
差
し
。

・
お
だ
や
か
な
秋
の
一
日
。

・
秋
の
高
く
澄
ん
だ
空
。

・
春
先
の
は
だ
寒
い
日
。

・
寒
々
と
し
た
風
景
。

・
生
ぬ
る
い
風
。

・
気
候
の
温
暖
な
土
地
。

・
灼し

ゃ
く

熱ね
つ

の
太
陽
。

・
ま
ば
ら
に
降
る
雨
。

・
雨
風
が
激
し
く
な
る
。

・
す
さ
ま
じ
い
風
。

・
過か

酷こ
く

な
暑
さ
。

　

・
猛も

う

烈れ
つ

な
台
風
。

・
雨
が
ざ
あ
ざ
あ
と
降
り
し
き
る
。

・�

雨
つ
ぶ
が
ぽ
つ
り
と
落
ち
る
。

・�

雪
が
し
ん
し
ん
と
降
り
積
も
る
。

・
朝
日
が
さ
ん
さ
ん
と
輝か
が
や

く
。

・
春
風
が
そ
よ
そ
よ
と
吹
く
。

　情
景
描
写
　風
景
に
思
い
を
た
く
す

　た
だ
気
持
ち
を
書
く
よ
り
も
、

イ
メ
ー
ジ
が
豊
か
に
広
が
る
ね
。

　物
語
や
随ず

い

筆ひ
つ

、
日
記
な
ど
を
書
く
と
き
、
情
景
描
写
を
工く

夫ふ
う

す
る
こ
と

で
、
そ
の
と
き
の
思
い
や
考
え
を
よ
り
鮮あ
ざ

や
か
に
描
く
こ
と
が
で
き
る
。

　例�「
空
に
は
暗
雲
が
垂
れ
込
め
、
雨
が
ぽ
つ
り
と
落
ち
て
き
た
。」�

�

→
こ
れ
か
ら
何
か
悪
い
こ
と
が
起
こ
り
そ
う
な
、
不
安
な
気
持
ち
。

　例�「
雨
が
あ
が
り
、
抜
け
る
よ
う
な
青
空
が
広
が
っ
た
。」�

�

→
不
安
な
こ
と
が
な
く
な
り
、
前
向
き
で
明
る
い
気
持
ち
。

描写

　
　

 �

ど
っ
ど
ど

　ど
ど
う
ど

　ど
ど
う
ど

　ど
ど
う

　
　

 �

青
い
く
る
み
も
吹ふ

き
と
ば
せ

　
　

 �

す
っ
ぱ
い
か
り
ん
も
吹
き
と
ば
せ

　
　

 �

ど
っ
ど
ど

　ど
ど
う
ど

　ど
ど
う
ど

　ど
ど
う

　（中
略
）
さ
わ
や
か
な
九
月
一
日
の
朝
で
し
た
。
青
ぞ
ら
で
風
が
ど
う
と
鳴

り
、
日
光
は
運
動
場
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

�

宮み
や

沢ざ
わ

賢け
ん

治じ

「
風
の
又ま

た

三さ
ぶ

郎ろ
う

」
よ
り

　雨
が
あ
が
る
と
、
ご
ん
は
、
ほ
っ
と
し
て
あ
な
か
ら
は
い
出
ま
し
た
。
空
は

か
ら
っ
と
晴
れ
て
い
て
、
も
ず
の
声
が
キ
ン
キ
ン
ひ
び
い
て
い
ま
し
た
。

新に
い

美み

南な
ん

吉き
ち

「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
よ
り

雨
は
蕭
々
と
降
っ
て
い
る

馬
は
草
を
た
べ
て
い
る

尻し
っ
ぽ尾
も
背
中
も
鬣

た
て
が
み

も

　ぐ
っ
し
ょ
り
と
濡ぬ

れ
そ
ぼ
っ
て

彼か
れ

ら
は
草
を
た
べ
て
い
る

�

三み

好よ
し

達た
つ

治じ

「
大お

お

阿あ

蘇そ

」
よ
り

● 
天
気
の
描
写
の
例

ぴったりの
表現を
見つける

273 語彙ブック

学
習
や
日
常
に
生
か
す

・
背
景
・
現
状

・�

制
度
・
シ
ス

テ
ム
・
機
構

・
権
利

↔

義
務

・
需じ
ゅ

要よ
う

↔

供
給

社会

　バランスのよい
構図で、色彩のコ
ントラストもきい
ている。

・
表
現
・
鑑
賞

・
発
想
・
構
想

・
モ
チ
ー
フ

・
調
和
・
対
比

・
明
度
・
彩
度

美術

保健
体育　攻撃と守備に分

かれ……実
じっ

践
せん

を通
して持久力の向上
を図

はか

ろう。

・
健
康
・
疾し

っ

病ぺ
い

・
要
因
・
依
存

・
予
防
・
対
処

・
症し
ょ
う

状じ
ょ
う

・
維
持

・
精
神

↔

肉
体

　楽器の音色や旋
せん

律
りつ

の特徴、リズム
に気をつけて聴い
てみよう。

・
曲
想
・
曲
調

・
フ
レ
ー
ズ

・
主
題
・
テ
ー
マ

・
拍
・
拍
子

・
テ
ン
ポ

音楽

　持続可能な社会
を目ざし、再生可
能エネルギーを�
推進……

・
国
際

・
協
調

・�

多
文
化
共
生

・
防
災
・
減
災

・
伝
統
文
化

日常

　仮説を立てて検
証した結果、○○
の成り立ちと性質
は……

・
状
態
・
変
化

・
現
象
・
気
象

・
分
解
・
還
元

・
反
応
・
循じ
ゅ
ん

環か
ん

・
エ
ネ
ル
ギ
ー

理科
　三角形の合同条
件を使って証明す
る。○○が等しい
から……

・
仮
定
・
確
率

・
定
義
・
定
理

・
関
数
・
代
入

・�

比
例

↔

反
比

例

数学

・
加
工
・
技
術

・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

・
変
換
・
資
源

・
衛
生
・
摂せ
っ

取し
ゅ

・
生
産

↔

消
費

技術
家庭

　自分の国の文化
について、英語で
伝え合うことがで
きる。

・�

グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク

・
ペ
ア
ワ
ー
ク

・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

・
ア
ナ
ウ
ン
ス

・
メ
ッ
セ
ー
ジ

英語

　意
図
を
明
確
に

伝
え
る
た
め
に
、

主
観
的
な
書
き
方

を
、
も
う
少
し
客

観
的
に
し
よ
う
。

・
趣し
ゅ

旨し

・
目
的

・
絶
対

↔

相
対

・
偶
然

↔

必
然

・
普ふ

遍へ
ん

↔

特
殊

・
帰
納

↔

演え
ん

繹え
き

・
価
値
観

・
無
常
観

・
先
入
観

・�

観
点
・
着
眼

点
・
立
場

　こ
の
作
品
が
、

な
ん
と
な
く
好
き

だ
と
思
っ
た
。

　こ
の
作
品
を
形

作
っ
て
い
る
世
界

観
に
心
引
か
れ
た
。

○
○
の
視
点
か
ら

の
描
写
が
魅
力
的

で
、
登
場
人
物
の

設
定
も
…
…

ど
う
表
現
し
た
ら
…
…
？

国語

○○の改革
・�従来の仕組みが
変容。
　→……に発展。

栄養素
体の組織…調子
……分解・吸収
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解
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エ
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から……
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定
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確
率
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定
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定
理
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関
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代
入
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技
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生
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費
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ル
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ワ
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ペ
ア
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イ
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・
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メ
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図
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、
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的
な
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き
方

を
、
も
う
少
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客
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的
に
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う
。

・
趣し
ゅ

旨し

・
目
的

・
絶
対

↔

相
対

・
偶
然

↔

必
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・
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ん

繹え
き

・
価
値
観

・
無
常
観

・
先
入
観
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観
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・
着
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点
・
立
場

　こ
の
作
品
が
、

な
ん
と
な
く
好
き

だ
と
思
っ
た
。

　こ
の
作
品
を
形

作
っ
て
い
る
世
界

観
に
心
引
か
れ
た
。

○
○
の
視
点
か
ら

の
描
写
が
魅
力
的

で
、
登
場
人
物
の

設
定
も
…
…

ど
う
表
現
し
た
ら
…
…
？

国語

○○の改革
・�従来の仕組みが
変容。

　→……に発展。

栄養素
体の組織…調子
……分解・吸収

他教科や
日常に
生かす

語
彙
力

国
語
力

新
Q
R
×
個
別
最
適

教
材
の
力
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77 76言葉に立ち止まる ● 語彙を豊かに

　�

　皆
の
前
で
先
生
に
ほ
め
ら
れ
て
、
恥
ず
か
し

か
っ
た
。

例
　�

　皆
の
前
で
先
生
に
ほ
め
ら
れ
た
の
で
、
照
れ

く
さ
く
て
も
じ
も
じ
し
て
し
ま
っ
た
。

例

①�

気
持
ち
を
ひ
と
言
で
表
そ
う

　

�

　

�

　印
象
に
残
っ
た
出
来
事
に
つ
い
て
、
そ
の
と
き
の
気

持
ち
を
ひ
と
言
で
表
そ
う
。

③�

気
持
ち
に
ぴ
っ
た
り
の
言
葉
を
選
ぼ
う

　
　

�

　似
て
い
る
言
葉
に
も
、
そ
の
意
味
や
使
い
方
に
は
、

微
妙
な
違
い
が
あ
る
。

　
　

�

　集
め
た
言
葉
の
中
か
ら
、
そ
の
と
き
の
気
持
ち
を
的

確
に
表
現
で
き
る
言
葉
を
選
ぼ
う
。
そ
の
言
葉
を
使
っ

て
、
①
で
書
い
た
文
を
書
き
換
え
て
み
よ
う
。

②�

気
持
ち
を
表
す
言
葉
を
集
め
よ
う

　
　

�

　① 

と
似
た
意
味
の
言
葉
を
集
め
よ
う
。
そ
の
言
葉
か

ら
連
想
し
た
り
、
言
い
換
え
た
り
し
て
、
で
き
る
だ
け

多
く
の
言
葉
を
集
め
て
み
よ
う
。
国
語
辞
典
や
類
語
辞

典
を
活
用
す
る
と
よ
い
。

76

鵝
イ

76

皆
カ
イ

み
な

76

恥
チは

じ
る

は
じ

は
じ
ら
う

は
ず
か
し
い

76

肩
（
ケ
ン
）

か
た

77

微
ビ

77

妙
ミ
ョ
ウ

77

磨
マみ

が
く

76

面
目（
メ
ン
ボ
ク
）

76

面
は
ゆ
い（
お
も
は
ゆ
い
）

新
出
漢
字

新
出
音
訓

漢
字
の

練
習

語
彙
を
豊
か
に
　

心
情
を
表
す
言
葉

　伝
え
た
い
思
い
を
、
う
ま
く
言
葉
に
で
き
な
い
。
そ
ん
な
経
験
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

心
情
を
的
確
に
表
現
す
る
に
は
、
普
段
か
ら
言
葉
を
蓄
え
て
お
く
こ
と
が
必
要
だ
。

言
葉
を
集
め
、
自
分
の
気
持
ち
に
ぴ
っ
た
り
の
表
現
を
探
す
練
習
を
し
よ
う
。

語
彙
ブ
ッ
ク

270
ページ

語
彙
を
広
げ
る

　言
葉
を
集
め
て
比
べ
て

み
る
と
、
感
じ
た
こ
と
や

伝
え
た
か
っ
た
こ
と
が
、

は
っ
き
り
し
て
く
る
ね
。

似
た
意
味
の
言
葉
を

集
め
る

くすぐったい
こそばゆい

気恥ずかしい

面目ない
小っ恥ずかしい

面はゆい

照れくさいやましい
後ろめたい

身の置き

どころがない

顔から

火が出る

きまりが悪い

肩身がせまい

穴があったら

入りたい

ぽっと

どぎまぎ

もじもじ

どきどき

まごまご

擬音語・擬態語 慣用句

　意
味
や
使
う
場
面
の
違
い
で
比
べ
る

語
感
を
磨
く【申し訳ない気持ち】

やましい
後ろめたい
面目ない
肩身がせまい

【照れる気持ち】

照れくさい
くすぐったい
こそばゆい
面はゆい
もじもじ

恥ずかしい

恥ずかしい

照
れ
く
さ
い

く
す
ぐ
っ
た
い

小
っ
恥
ず
か
し
い

気
恥
ず
か
し
い

面
は
ゆ
い

【
改
ま
っ
た
表
現
】

【
く
だ
け
た
表
現
】

恥ずかしい

�［言葉を集めるヒント］
・慣用句・ことわざで言い換える　

・漢語→和語や外来語に　和語→漢語や外来語に

・擬音語・擬態語（音や様子を表す言葉）で表す

�［
意
味
の
違
い
で
整
理
し
た
例
］

�［
使
う
場
面
の
違
い
で
整
理
し
た
例
］

　語
彙
ブ
ッ
ク
を
参
考
に

し
て
、
言
葉
を
集
め
よ
う
。

�様子を表す言葉
（「い」で終わる言葉）

［本編］［語彙ブック］

188

言
の
葉
ポ
ケ
ッ
ト

提
案
を
検
討
す
る
と
き

⃝
�

○
○
と
い
う
観
点
／
目
的
に
沿
っ
て

考
え
る
と
…
…
。（
話
し
合
い
の
観

点
や
目
的
を
確
か
め
て
発
言
す
る
。）

⃝
�

○
○
と
い
う
点
で
は
共
通
し
て
い
ま

す
が
、
□
□
と
い
う
点
で
は
…
…
。

（
各
案
の
共
通
点
と
相
違
点
を
明
確

に
す
る
。）

互
い
の
意
見
を
生
か
し
て
、
合
意
形
成

を
目
ざ
す
と
き

⃝
�

○
○
も
確
か
に
大
切
で
す
が
、
□
□

と
も
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
か
。（
考
え

る
角
度
を
変
え
て
提
案
す
る
。）

⃝
�

○
○
と
い
う
点
で
は
意
見
が
一
致
し

て
い
ま
す
ね
。（
合
意
し
や
す
い
一

致
点
を
確
認
す
る
。）

⃝
�

両
案
の
○
○
と
い
う
方
向
性
を
生
か

し
て
、
組
み
合
わ
せ
て
み
る
の
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。（
異
な
る
意
見
を

組
み
合
わ
せ
て
新
た
に
提
案
す
る
。）

▼
「（
一
、二
年
生
で
は
な
く
）
三
年
生
が
行
う
意
義
」
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
す
る
。

　ど
の
案
も
「
学
校
の
た
め
に
」
と
い
う
目
的
に
は
合
っ
て
い
ま
す
が
、

「
も
う
す
ぐ
卒
業
す
る
私
た
ち
」、
つ
ま
り
「
三
年
生
が
行
う
意
義
」
と

い
う
観
点
か
ら
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　C
案
や
D
案
の
よ
う
に
在
校
生
や
新
一
年
生
に
何
か
を
贈
る
案
は
、

三
年
生
が
行
う
意
義
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
そ
れ
か
ら
、
E
案
の
お
薦
め

本
の
紹
介
コ
ー
ナ
ー
を
作
る
案
も
、
三
年
間
の
読
書
活
動
の
ま
と
め
に

な
り
ま
す
し
、
後
輩
に
と
っ
て
も
、
こ
れ
か
ら
読
む
本
の
参
考
に
な
る

と
い
う
点
で
意
義
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

▼
「
実
現
性
」
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
す
る
。

　D
案
の
新
一
年
生
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
贈
る
案
は
魅
力
的
で
す
。

観
点
を
決
め
て
、
提
案
を
検
討
す
る

▼
観
点
を
具
体
的
に
示
す
。

▼�

観
点
に
合
っ
た
案
を
、

根
拠
を
述
べ
な
が
ら
挙

げ
る
。

▼�

他
の
参
加
者
の
立
場
や

A
校
内
の
清
掃
活
動
を
す
る

　B
毎
朝
、
校
門
の
前
で
挨
拶
運
動
を
す
る

C
在
校
生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
る

　D
新
一
年
生
に
中
学
校
の
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
贈
る

E
学
校
図
書
館
に
三
年
生
の
お
薦
め
の
本
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
作
る

活
動
す
る

作
る

贈
る

司
会

坂
本

も
う
す
ぐ
卒
業
す
る
私
た
ち
が
、
学
校
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

議
題

各グループ
の提案

■ 

会
議
を
開
く

221 表現を見つめる ● 走れメロス

言の
葉ポケット

　この作品には、「激怒」「邪悪」「歓喜」などの漢語が多く使われて
いる。和語に置き換え、印象の違いを考えてみよう。

そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
に
起
き
た
変
化
。

⃝
�

人
物
像
を
捉
え
る
と
き
に
は
、
登
場
人
物
の

行
動
や
会
話
、
心
情
や
考
え
な
ど
を
結
び
付

け
て
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

⃝
�

登
場
人
物
の
考
え
方
や
心
情
、
人
間
関
係
は
、

場
面
が
展
開
す
る
中
で
変
化
す
る
こ
と
が
あ

る
。
登
場
時
の
設
定
な
ど
を
基
に
し
な
が
ら
、

ど
う
変
化
し
た
か
を
、
作
品
全
体
を
通
し
て

読
み
取
る
よ
う
に
す
る
。

221ページ

人物像
27ページ

登場人物の設定
109ページ
表現の効果

103ページ
言動の意味

人
物
像
に
着
目
す
る

学びの
カギ

【
王
の
人
物
像
】

冒
頭

結
末

人
物
像
を
表
す
表
現

・
邪
知
暴
虐  

 ［
直
接
表
現
］

・「
人
の
心
は
、
あ
て
に
な
ら
な
い
。」  

 ［
会
話
］

・ 

残
虐
な
気
持
ち
で
、
そ
っ
と
ほ
く
そ
笑
ん
だ
。 ［
様
子
］

人
物
像
を
表
す
表
現

・
顔
を
赤
ら
め
て
、
こ
う
言
っ
た
。 

 ［
様
子
・
行
動
］

・ 「
信
実
と
は
、
決
し
て
空
虚
な
妄
想
で
は
な
か
っ
た
。」 

  
 ［

会
話
］

学
び
の

地
図

「
学
び
の
カ
ギ
」一
覧

276
ページ

　ど
の
場
面
で
、
何
を
き
っ
か
け
に
、

ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
。

空
の
詩 

三
編�  

詩
・
解
説�

文
法
へ
の
扉
１

　言
葉
の
ま
と
ま
り
を
考
え
よ
う

豊
か
な
表
現
に
ふ
れ
、
言
葉
の
も
つ
力
を
考
え
る

3
言
葉
に
立
ち
止
ま
る

比
喩
で
広
が
る
言
葉
の
世
界�  

解
説�  

 

　
　
　
　
　
　

 

森
山
卓
郎

詩
の
創
作
教
室

言
葉
３

　さ
ま
ざ
ま
な
表
現
技
法

動きを表す言葉 ③　見はるかす ｜ 遠くの景色や将来をはるかに見わたすこと。見はらす。

語
彙
を
豊
か
に
　
心
情
を
表
す
言
葉

56

ど
の
順
序
で
書
く
と

わ
か
り
や
す
い
か
な
。

言
の
葉
ポ
ケ
ッ
ト

説
明
す
る
と
き
の
表
現

⃝

…
…
は
、
…
…
の
た
め
で
あ
る
。

⃝

…
…
だ
か
ら
こ
そ
、
…
…
で
き
る
。

⃝

○
○
に
は
、
…
…
と
い
う
役
割
が
あ
る
。

⃝

も
し
…
…
な
ら
ば
、
…
…
だ
ろ
う
。

⃝

○
○
と
比
べ
る
と
／
○
○
と
は
違
っ
て
…
…
。

⃝

○
○
で
は
、
…
…
だ
が
、
□
□
は
…
…
だ
。

⃝

ま
る
で
○
○
の
よ
う
に
、
…
…
。

最さ
い

相し
ょ
う

葉は

月づ
き

さ
ん

（
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
ラ
イ
タ
ー
）

達人からのひと言

　文
章
に
付
け
る
タ
イ
ト
ル
や
見

出
し
を
考
え
る
と
、
自
分
が
だ
れ

に
何
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
の

か
が
は
っ
き
り
し
て

書
き
や
す
く
な

り
ま
す
よ
。

⃝

ど
う
し
て
、
こ
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

⃝
�

こ
の
形
（
重
さ
・
長
さ
・
色
な
ど
）
の
理

由
は
何
か
。

⃝
�

他
の
道
具
と
比
べ
て
ど
う
か
。

⃝
�

も
し
こ
の
部
分
が
な
か
っ
た
ら
、
ど
う
か
。

⃝
�

手
に
取
っ
て
み
た
ら
／
使
っ
て
み
た
ら
／

近
く
で
見
て
み
た
ら
、
ど
う
か
。

⃝
�

こ
の
機
能
は
、
ど
ん
な
場
面
で
役
立
つ
か
。

D 

名
前

C 

構
造
や
仕
組
み

E 

主
な
機
能

B 

発
見
し
た
こ
と
②

　（重
さ
と
す
べ
り
止
め
の
役
割
）

A 

発
見
し
た
こ
と
①

　（テ
ー
プ
が
は
り
付
く
部
分
の
役
割
）

　同じ種類の事
こと

柄
がら

を、まとまり
ごとに囲む。

ポイント❶

ポイント❷

　構造と機能など、
関係する事柄を矢
印でつなぐ。

■ 

問
い
を
立
て
て
考
え
る

■ 

気
づ
い
た
こ
と
を
書
き
出
す

■  

情
報
を
選
び
、

構
成
を
考
え
る

表紙のQRコードから、
小学校で学んだ言葉や、
前学年の「語彙ブック」も
確認できる！

224

⃝日常 描写を工夫して日記を書く。
⃝将来 自分の思いが伝わる手紙を書く。

目
標

生
か
す

書く　自
分
の
体
験
を
基
に
、「
心
が
動
い
た
瞬
間
」
を
物
語
に
し
て
み
よ
う
。
こ
れ
ま
で
に
読
ん
だ
物

語
や
小
説
の
表
現
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
場
面
の
様
子
や
人
物
の
心
情
が
生
き
生
き
と
伝
わ
る
よ
う

に
、
描
写
を
工
夫
し
て
書
こ
う
。

心
の
動
き
が
伝
わ
る
よ
う
に
物
語
を
書
く

描
写
を
工
夫
し
て
書
こ
う

⃝�語感を磨き、語彙を豊かにする。（知る）

⃝�表現の効果を考えて描写を工夫したり、読み

手からの助言を踏まえて自分の作品のよい点

や改善点を見いだしたりする。（書く）

集
め
る
・
整
理
す
る

題材を決める
・�日常生活を振り返って、「心が動いた

瞬間」を書き出し、整理する。

1

組
み
立
て
る

設定や構成を考える
・�設定（時、場所、登場人物）を考える。

・�自分の心情や考えが変化した場面を中

心に、あらすじを考える。

・�状況設定・発
ほっ

端
たん

、展開、山場、結末の

流れで構成を考える。

2

表
現
す
る

物語を書く
・�描写を工夫して物語を書く。

・書きあがったら、推
すい

敲
こう

する。

3

共
有
す
る

作品を読み合う
・�作品を読み合い、表現の工夫とその効

果について、感想や助言を伝え合う。

・�友達の感想や助言などを踏まえ、自分

の作品のよい点や改善点を見いだす。

4

振り返る 227
ページ

書
く
こ
と
の

ミ
ニ
レ
ッ
ス
ン

ICT

発
想
を
広
げ
る

282
ページ

268

聴
覚

　場
面
や
状
況
な
ど
を
伝
え
る
と
き
、
感
覚
で
捉
え
た
様
子
を
表
し
て
み
よ
う
。

表
現
の
幅
が
広
が
り
、
生
き
生
き
と
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

感
覚
で
捉
え
た
言
葉

・
や
か
ま
し
い

　・
騒
が
し
い

　・
騒
々
し
い

・
わ
い
わ
い

　
　・
わ
あ
わ
あ

　・
が
や
が
や

・
ひ
そ
や
か

　
　・
静せ
い

粛し
ゅ
く

　
　
　・
し
じ
ま

・
ひ
っ
そ
り

　
　・
し
ん
と

　
　・
し
め
や
か

・
さ
え
る

　
　・
鮮
明

　
　
　・
カ
ラ
フ
ル

・
色
あ
せ
る

　・
く
す
む

　
　・
モ
ノ
ト
ー
ン

・
角
ば
る

　
　
　・
楕だ

円え
ん

　
　・
ぺ
ら
ぺ
ら

・
平
ら

　
　
　
　・
凹お
う

凸と
つ

　
　・
鋭す

る
ど

い

・
一
直
線

　
　
　・
湾わ
ん

曲き
ょ
く

　
　・
放
射
状

・
き
ら
め
く

　・
照
る

　
　
　
　・
燦さ

ん

然ぜ
ん

・
薄
明
か
り

　・
ぴ
か
ぴ
か

　
　・
ぎ
ら
ぎ
ら

・
か
げ
る

　
　・
ほ
の
暗
い

　
　・
お
ぼ
ろ
げ

・
暗
闇

　
　
　・
漆し
っ

黒こ
く

　
　
　
　・
陰
影

● 

明
暗
・
光
と
影

● 

音
の
大
小

● 

形
状

● 

色
彩

・�

鮮
や
か
な
黄
色
が
特
徴
的

な
看
板
。�

・�

ぴ
り
り
と
辛
い
パ
ス
タ
の

ソ
ー
ス
。�

・�

か
ぐ
わ
し
い
花
の
香
り
。�

・�

ぽ
か
ぽ
か
し
た
陽
気
。

・�

猫
の
毛
並
み
は
、
つ
や
つ

や
だ
。�

視
視

嗅
触

触 味

・�

朝
日
が
さ
ん
さ
ん
と
降
り

注
ぐ
。

・�

青
い
空
が
広
が
る
。

・�

鳥
の
さ
え
ず
り
が
、
静せ

い

寂じ
ゃ
く

を
破
る
。

・�

香
ば
し
い
コ
ー
ヒ
ー
の
匂

い
を
嗅か

ぐ
。

・�

甘
い
パ
ン
を
食
べ
る
。

・�

ひ
ん
や
り
と
し
た
朝
。

視

視

聴
嗅

味触

視
覚

描写

昼昼 朝朝

語彙力を伸ばし、言葉の感性を磨く

言
葉
を
味
わ
う

　
言
葉
の
感
性
を
磨
け
る
よ
う
、
季
節
の
言
葉
や

美
し
い
日
本
語
を
折
々
に
紹
介
し
ま
し
た
。

「
言
の
葉
ポ
ケ
ッ
ト
」

　
各
領
域
に
、
場
面
に
応
じ
た
話
型
・
文
型
や
「
言

葉
」
を
切
り
口
に
し
た
設
問
を
豊
富
に
示
し
ま
し
た
。

「
語
彙
を
豊
か
に
」

　
語
彙
を
広
げ
、
語
感
を
磨
く
た
め
の
教
材
を
各

学
年
に
用
意
し
ま
し
た
。

254語彙ブック

　各
界
で
活
躍
す
る
人
は
、
言
葉
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
彼
ら
の
考
え
を
参
考
に
、

自
分
に
と
っ
て
の
「
言
葉
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

言
葉
と
私

コラム谷た
に

川か
わ

俊し
ゅ
ん

太た

郎ろ
う

（
詩
人
）
一
九
三
一

ー
　東
京
都
出
身
。

　知
っ
て
い
る
言
葉
の
量
を
増
や
す
の
も
大
事
だ
け

ど
、一
つ
の
言
葉
の
質
を
深
め
る
の
も
大
切
。遠
く
か

ら
見
て
い
た
山
に
自
分
の
足
で
登
っ
て
み
る
と
、山

と
い
う
言
葉
の
意
味
が
広
が
っ
て
濃
く
な
る
。言
葉

は
知
識
だ
け
で
な
く
経
験
を
通
し
て
深
ま
っ
て
ゆ
く
。

米よ
ね

津づ

玄け
ん

師し

（
音
楽
家
・
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
）
一
九
九
一

ー
　徳
島
県
出
身
。

　僕
ら
は
い
つ
も
言
葉
に
よ
っ
て
何
か
を
考
え
て
お

り
、
言
葉
が
な
け
れ
ば
自
分
が
今
ど
こ
に
い
る
の
か

も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
知
ら
な
い
言
葉
を
知
る
の
は
ま

だ
知
ら
な
い
自
分
自
身
を
知
っ
て
い
く
こ
と
と
ほ
と

ん
ど
同
じ
で
し
ょ
う
。

池い
け

江え

璃り

花か

子こ

（
ア
ス
リ
ー
ト
）

　た
っ
た
一
つ
の
言
葉
が
誰
か
の
支
え
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
私
は
つ
ら
く
な
っ
た
と
き
、
主
治
医

の
先
生
に
言
わ
れ
た
「
今
は
ト
ン
ネ
ル
の
途
中
で
す
。

必
ず
出
口
が
あ
る
の
で
、
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。」

と
い
う
言
葉
を
思
い
出
し
ま
す
。 二

〇
〇
〇

ー
　東
京
都
出
身
。

三さ
ん
の

宮み
や

麻ま

由ゆ

子こ

（
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
）

一
九
六
六

ー
　東
京
都
出
身
。
幼
い
頃
に
視
力
を
失
う
。

　鳥
の
囀さ
え
ず

り
も
音
楽
も
人
間
の
言
語
も
、
全
て
の
表

現
が
「
言
葉
」
だ
と
思
う
。
私
は
人
の
言
葉
を
使
う
。

ニ
ュ
ー
ス
か
ら
俳
句
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
、
物
事

や
心
情
の
深し
ん

奥お
う

を
書
く
。
言
葉
を
使
う
と
は
、「
本

質
を
翻
訳
す
る
」
と
い
う
楽
し
い
作
業
な
の
だ
。

　分
断
が
進
む
世
界
だ
か
ら
こ
そ
、
希
望
を
言
葉
に

し
て
語
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
対
話
を
信
じ
、

言
葉
を
尽
く
す
こ
と
が
、
人
間
ど
う
し
を
つ
な
げ
、

連
帯
に
導
く
も
の
に
な
る
か
ら
で
す
。

中な
か

満み
つ 

泉い
ず
み

（
国
際
連
合
事
務
次
長
）
一
九
六
三

ー
　東
京
都
出
身
。

［
考
え
た
日
］

　
　年

　月

　日

言
葉
と
あ
な
た
（
中
学
三
年
生
）

254語彙ブック

　各
界
で
活
躍
す
る
人
は
、
言
葉
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
彼
ら
の
考
え
を
参
考
に
、

自
分
に
と
っ
て
の
「
言
葉
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

言
葉
と
私

コラム谷た
に

川か
わ

俊し
ゅ
ん

太た

郎ろ
う

（
詩
人
）
一
九
三
一

ー
　東
京
都
出
身
。

　知
っ
て
い
る
言
葉
の
量
を
増
や
す
の
も
大
事
だ
け

ど
、一
つ
の
言
葉
の
質
を
深
め
る
の
も
大
切
。遠
く
か

ら
見
て
い
た
山
に
自
分
の
足
で
登
っ
て
み
る
と
、山

と
い
う
言
葉
の
意
味
が
広
が
っ
て
濃
く
な
る
。言
葉

は
知
識
だ
け
で
な
く
経
験
を
通
し
て
深
ま
っ
て
ゆ
く
。

米よ
ね

津づ

玄け
ん

師し

（
音
楽
家
・
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
）
一
九
九
一

ー
　徳
島
県
出
身
。

　僕
ら
は
い
つ
も
言
葉
に
よ
っ
て
何
か
を
考
え
て
お

り
、
言
葉
が
な
け
れ
ば
自
分
が
今
ど
こ
に
い
る
の
か

も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
知
ら
な
い
言
葉
を
知
る
の
は
ま

だ
知
ら
な
い
自
分
自
身
を
知
っ
て
い
く
こ
と
と
ほ
と

ん
ど
同
じ
で
し
ょ
う
。

池い
け

江え

璃り

花か

子こ

（
ア
ス
リ
ー
ト
）

　た
っ
た
一
つ
の
言
葉
が
誰
か
の
支
え
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
私
は
つ
ら
く
な
っ
た
と
き
、
主
治
医

の
先
生
に
言
わ
れ
た
「
今
は
ト
ン
ネ
ル
の
途
中
で
す
。

必
ず
出
口
が
あ
る
の
で
、
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。」

と
い
う
言
葉
を
思
い
出
し
ま
す
。 二

〇
〇
〇

ー
　東
京
都
出
身
。

三さ
ん
の

宮み
や

麻ま

由ゆ

子こ

（
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
）

一
九
六
六

ー
　東
京
都
出
身
。
幼
い
頃
に
視
力
を
失
う
。

　鳥
の
囀さ
え
ず

り
も
音
楽
も
人
間
の
言
語
も
、
全
て
の
表

現
が
「
言
葉
」
だ
と
思
う
。
私
は
人
の
言
葉
を
使
う
。

ニ
ュ
ー
ス
か
ら
俳
句
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
、
物
事

や
心
情
の
深し
ん

奥お
う

を
書
く
。
言
葉
を
使
う
と
は
、「
本

質
を
翻
訳
す
る
」
と
い
う
楽
し
い
作
業
な
の
だ
。

　分
断
が
進
む
世
界
だ
か
ら
こ
そ
、
希
望
を
言
葉
に

し
て
語
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
対
話
を
信
じ
、

言
葉
を
尽
く
す
こ
と
が
、
人
間
ど
う
し
を
つ
な
げ
、

連
帯
に
導
く
も
の
に
な
る
か
ら
で
す
。

中な
か

満み
つ 

泉い
ず
み

（
国
際
連
合
事
務
次
長
）
一
九
六
三

ー
　東
京
都
出
身
。

［
考
え
た
日
］

　
　年

　月

　日

言
葉
と
あ
な
た
（
中
学
三
年
生
）

3年 P254  コラム「言葉と私」

268

聴
覚

　場
面
や
状
況
な
ど
を
伝
え
る
と
き
、
感
覚
で
捉
え
た
様
子
を
表
し
て
み
よ
う
。

表
現
の
幅
が
広
が
り
、
生
き
生
き
と
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

感
覚
で
捉
え
た
言
葉

・
や
か
ま
し
い

　・
騒
が
し
い

　・
騒
々
し
い

・
わ
い
わ
い

　
　・
わ
あ
わ
あ

　・
が
や
が
や

・
ひ
そ
や
か

　
　・
静せ
い

粛し
ゅ
く

　
　
　・
し
じ
ま

・
ひ
っ
そ
り

　
　・
し
ん
と

　
　・
し
め
や
か

・
さ
え
る

　
　・
鮮
明

　
　
　・
カ
ラ
フ
ル

・
色
あ
せ
る

　・
く
す
む

　
　・
モ
ノ
ト
ー
ン

・
角
ば
る

　
　
　・
楕だ

円え
ん

　
　・
ぺ
ら
ぺ
ら

・
平
ら

　
　
　
　・
凹お
う

凸と
つ

　
　・
鋭す

る
ど

い

・
一
直
線

　
　
　・
湾わ
ん

曲き
ょ
く

　
　・
放
射
状

・
き
ら
め
く

　・
照
る

　
　
　
　・
燦さ

ん

然ぜ
ん

・
薄
明
か
り

　・
ぴ
か
ぴ
か

　
　・
ぎ
ら
ぎ
ら

・
か
げ
る

　
　・
ほ
の
暗
い

　
　・
お
ぼ
ろ
げ

・
暗
闇

　
　
　・
漆し
っ

黒こ
く

　
　
　
　・
陰
影

● 

明
暗
・
光
と
影

● 

音
の
大
小

● 

形
状

● 

色
彩

・�

鮮
や
か
な
黄
色
が
特
徴
的

な
看
板
。�

・�

ぴ
り
り
と
辛
い
パ
ス
タ
の

ソ
ー
ス
。�

・�

か
ぐ
わ
し
い
花
の
香
り
。�

・�

ぽ
か
ぽ
か
し
た
陽
気
。

・�

猫
の
毛
並
み
は
、
つ
や
つ

や
だ
。�

視
視

嗅
触

触 味

・�

朝
日
が
さ
ん
さ
ん
と
降
り

注
ぐ
。

・�

青
い
空
が
広
が
る
。

・�

鳥
の
さ
え
ず
り
が
、
静せ

い

寂じ
ゃ
く

を
破
る
。

・�

香
ば
し
い
コ
ー
ヒ
ー
の
匂

い
を
嗅か

ぐ
。

・�

甘
い
パ
ン
を
食
べ
る
。

・�

ひ
ん
や
り
と
し
た
朝
。

視

視

聴
嗅

味触

視
覚

描写

昼昼 朝朝

2年 P268「感覚で捉えた言葉」

1年 P273「思考するときの言葉」

2年 P268 2年 P224

言
葉
と
向
き
合
う
と
き
に

他
教
科
や
日
常
生
活
で

学
習
の
振
り
返
り
や
他
教
科
の
レ
ポ
ー
ト
に

授
業
の
中
で

創
作
や
意
見
文
、ス
ピ
ー
チ
原
稿
に

273 語彙ブック

・
そ
の
根
拠
と
し
て

・
そ
の
よ
う
に
考
え
た
の
は

・
○
○
に
基も
と

づ
い
て

・「
○
○
」
に
よ
る
と

・
な
ぜ
な
ら

・
○
○
に
よ
っ
て

・
○
○
が
原
因
で

・�

こ
の
結
果
か
ら
考
え
ら
れ
る

原
因
は

・
○
○
の
結
果

・�

○
○
が
□
□
を
も
た
ら
す

・
○
○
は
□
□
だ
か
ら
だ

・�

こ
こ
ま
で
、
○
○
と
□
□
の

観
点
か
ら
意
見
が
出
た
が

・�

今
の
話
題
は
○
○
な
の
で
、

○
○
に
つ
い
て
の
意
見
を

・
こ
の
よ
う
に

・
し
た
が
っ
て

・
以
上
の
こ
と
か
ら

・
総
合
す
る
と

・
こ
こ
ま
で
を
ま
と
め
る
と

・
今
日
決
ま
っ
た
こ
と
は

・
課
題
と
し
て
残
っ
た
の
は

・�

○
○
は
結
論
が
出
な
か
っ
た

が
、
□
□
に
つ
い
て
は

● 

話
題
を
整
理
す
る

● 

原
因
・
結
果
を
示
す

・
話
し
合
い
の
目
的
／
ゴ
ー
ル
は

・
私
の
意
見
／
立
場
は

・�

こ
こ
で
い
う
「
○
○
」
と
は
、

□
□
と
い
う
こ
と
か

・
つ
ま
り
○
○
と
い
う
こ
と
か

・
さ
ら
に
○
○
し
て
は
ど
う
か

・�

○
○
の
点
で
は
同
じ
考
え
だ
が
、

□
□
の
点
で
は

・
反
対
の
立
場
か
ら
見
る
と

● 

伝
え
合
う

● 

根こ
ん

拠き
ょ

を
挙
げ
る

● 

話
を
ま
と
め
る

・�

○
○
を
通
し
て
□
□
を
学
ん
だ

・
○
○
を
□
□
に
生
か
し
た
い

・�

○
○
と
い
う
視
点
に
気
づ
い
た

・
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は

・�

工
夫
／
試
行
錯さ

く

誤ご

し
た
点
は

・
改
善
点
は

・
○
○
さ
ん
の
意
見
を
受
け
て

・�

最
初
は
○
○
だ
っ
た
が
、
□
□

を
き
っ
か
け
に

・
新
た
に
○
○
と
い
う
課
題
が

● 

振
り
返
る

伝え合う
表現する

振
ふ

り返る
共有する

　○
○
に
つ
い
て
、
別
の
視

点
か
ら
意
見
は
あ
り
ま
す
か
。

　○
○
さ
ん
の
意
見
に
賛
成
で
す
。

た
だ
、
□
□
の
点
で
は
…
…

　学
ん
だ
こ
と
を
意
味

づ
け
る
と
…
…
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・
例
え
ば

・
具
体
的
に
は

●
具
体
化
す
る

・�

○
○
に
注
目
す
る
と

・
○
○
と
い
う
点
で
は

・
○
○
に
関
し
て
は

・
○
○
に
絞
る
と

・
要
点
は

●
焦し

ょ
う

点て
ん

化
す
る

　こ
の
町
は
、環
境
保
全
に
積
極
的
だ
。

　太
陽
光
発
電
や
植
林
に
取
り
組
み
、

ご
み
を
減
ら
す
努
力
も
し
て
い
る
。

具
体
的

に
は
…
…

つ
ま
り
…
…

も
の
の
見
方
を
表
す
言
葉

・
つ
ま
り

・
ま
と
め
る
と

・
こ
の
よ
う
に

●
抽
象
化
す
る

・
俯ふ

瞰か
ん

し
て
み
る
と

・
全
体
を
見
渡
す
と

・
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
は

・
長
い
目
で
見
る
と

・
長
期
的
に
は

●
視
野
を
広
げ
る

・
正
確
に
は

・
隅
々
ま
で
見
る
と

・
論
理
的
に
は

・
厳
密
に
は

●
緻
密
に
考
え
る

・
そ
も
そ
も

・
本も
と

を
正
せ
ば

・
そ
の
背
景
／
根
底
に
は

●
本
質
に
迫
る

・
言
い
換
え
る
と

・
見
方
を
変
え
る
と

・
○
○
の
視
点
に
立
つ
と

●
視
点
を
変
え
る

情
報
を
読
み
取
っ
て
伝
え
る
言
葉

　市
立
図
書
館
を
利
用
し

て
い
る
生
徒
は
、
全
体
の 

六
割
近
く
に
上
る
。

　市
立
図
書
館
を
利
用
し

て
い
る
生
徒
は
、
全
体
の 

六
割
に
満
た
な
い
。

多
い
な
…
…

少
な
い
な
…
…

　全
校
生
徒
の
五
十
八

パ
ー
セ
ン
ト
が
市
立
図

書
館
を
利
用
し
て
い
る
。

・
全
体
の
傾
向
と
し
て

・
最
も
大
き
な
変
化
は

・
○
○
を
境
に

●
情
報
を
読
み
取
る

・
○
○
は
□
□
に
比
べ
て

　

・
○
○
に
□
□
を
加
味
す
る
と�

・
○
○
と
□
□
を
満
た
す
に
は

●
情
報
を
組
み
合
わ
せ
る

・
○
○
年
の
調
査
に
よ
る
と

・
○
○
が
対
象
の
調
査
か
ら

　

・
○
○
が
発
表
し
た
情
報
で
は

・
広
義
（
狭
義
）
に
は

●
情
報
の
条
件
を
示
す

・
○
○
に
満
た
な
い

・
○
○
に
上
る

・
○
○
に
達
す
る

●�

グ
ラ
フ
や
表
の
数
字
を�

基
に
伝
え
る

・
○
○
と
記
さ
れ
て
い
る

・
○
○
は
□
□
と
述
べ
て
い
る

・
○
○
の
考
え
で
は
□
□
だ

●�

本
な
ど
の
記
述
を
基
に�

伝
え
る

・
○
○
が
写
っ
て
い
る

・
○
○
が
描
か
れ
て
い
る

・
○
○
が
□
□
を
表
し
て
い
る

・
○
○
か
ら
□
□
が
伝
わ
る

●
写
真
や
絵
を
基
に
伝
え
る

3年 P253「批評するときの言葉」

1年 P76

思考 270

人
物
を
表
す
言
葉

　人
の
性
質
や
様
子
、
態
度
な
ど
を
表
す
言
葉
は
さ
ま
ざ
ま
に
あ
る
。

ど
の
表
現
が
ぴ
っ
た
り
く
る
か
を
考
え
て
、
使
っ
て
み
よ
う
。

　似
た
よ
う
な
意
味
を
も
つ
言
葉
で
も
、
与
え
る
印
象
が
異
な
る
場
合
が
あ
る
。

●  

生き

真
面
目
な
の
で
、
冗じ
ょ
う

談だ
ん

が
通

じ
な
い
。

● �

課
題
に
対
し
て
、
真し

ん

剣け
ん

に
取

り
組
む
。

・
熱
心

・
い
ち
ず

・
真し
ん

摯し

・
頭
が
固
い

・
四
角
四
面

・
融ゆ
う

通ず
う

が
き
か
な
い

真
面
目

こ
だ
わ
る

賢か
し
こ

い

無む

邪じ
ゃ

気き

●  

失
敗
に
、
い
つ
ま
で
も
固こ

執し
つ 

 

す
る
。

● �

細
か
な
と
こ
ろ
ま
で
粘ね

ば

り
強

く
取
り
組
む
。

・
根
気
強
い

・
ひ
た
む
き

・
意
志
を
貫
く

・
と
ら
わ
れ
る

・
執し
ゅ
う

着ち
ゃ
く

す
る

・
凝こ

り
固
ま
る

●  

彼
は
、
利
己
的
で
抜
け
目
が 

 

な
い
。

● �

彼
は
、
理
解
が
早
く
、
聡そ

う

明め
い

な
人
だ
。

・
理
知
的

・
頭
脳
明め
い

晰せ
き

・
利
発

・
ず
る
賢
い

・
こ
ざ
か
し
い

・
計
算
高
い

●  

あ
さ
は
か
な
振
る
舞
い
で
周
り

を
困
ら
せ
る
。

● �

あ
ど
け
な
い
笑え
が
お顔

に
癒い

や
さ

れ
る
。

・
素す

直な
お

・
純じ
ゅ
ん

粋す
い

・
天
真
爛ら
ん

漫ま
ん

・
思
慮
に
欠
け
る

・
単
純

・
短
絡
的

�
似
た
よ
う
な
言
葉
で
も
…
…

言動

2年 P270「人物を表す言葉」

言動 描写

コラム

　
子
供
た
ち
が
た
く
さ
ん
の
言
葉
に
出
会
い
、

自
分
の
思
考
や
感
情
を
的
確
に
言
語
化
す
る
た

め
の
新
教
材
が
誕
生
し
ま
し
た
。

「語彙ブック」使い方ガイド

　
用
例
や
イ
ラ
ス
ト
と
と
も
に
、
文
脈
の
中

で
言
葉
を
学
ぶ
形
に
。

1
「
知
っ
て
い
る
言
葉
」を「
使
え
る
言
葉
」に

　「
描
写
」「
言
動
」「
思
考
」
の
三
系
統
に

整
理
し
、
各
学
年
の
発
達
段
階
や
教
材
内
容

に
応
じ
て
語
句
を
選
定
。

2

系
統
的
に
積
み
上
げ
る

3

す
ぐ
開
く
・
い
つ
で
も
使
え
る

　
こ
の
言
葉
、

使
っ
て
み
た
い
！

「
語
彙
ブ
ッ
ク
」

新
登
場
！

本編の教材と行き来しながら
いつでも活用できる！

詳しくは

語
彙
ブ
ッ
ク

〈
光
村
の
国
語
〉

完
全
活
用
ガ
イ
ド

使
え
る
言
葉
を
増
や
す
、
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ

語
彙
力
を
高
め
る
工
夫
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　思っていることをうまく表現できない……。

　そんなときには、語彙ブックを開いてみよう。

自分の思いや考えにぴったりの表現を見つけて、

言葉の世界を広げよう。

　頭
の
中
に
浮う

か
ん
で
い
る
情
景
に
、

ぴ
っ
た
り
の
言
葉
が
見
つ
か
ら
な
い
。

　こ
の
言
葉
、

使
っ
て
み
た
い
！

ぴったりの表現を見つけるために

系統 2年 3年

描
びょう

写
しゃ

情景を表す言葉 感覚で捉
とら

えた言葉
心の動きを
表す言葉

言動 心情・行
こう

為
い

を表す言葉 人物を表す言葉
慣用句・ことわざ・
四字熟語・故事成語

思考 思考するときの言葉 抽
ちゅう

象
しょう

的な概
がい

念
ねん

を
表す言葉

批評するときの言葉

コラム
辞典を活用して
言葉を広げよう

結び付きに着目して
言葉を広げよう

言葉と私

1年

語
ご

彙
い

ブック

言
葉
の
宝
箱

（
小
学
校
）

ブックイン
ブック形式

すぐに開ける
他のページより
1cm短い

空
の
詩 

三
編�  

詩
・
解
説�

文
法
へ
の
扉
１

　言
葉
の
ま
と
ま
り
を
考
え
よ
う

豊
か
な
表
現
に
ふ
れ
、
言
葉
の
も
つ
力
を
考
え
る

3
言
葉
に
立
ち
止
ま
る

比
喩
で
広
が
る
言
葉
の
世
界�  

解
説�  

 

　
　
　
　
　
　

 

森
山
卓
郎

詩
の
創
作
教
室

言
葉
３

　さ
ま
ざ
ま
な
表
現
技
法

動きを表す言葉 ③　見はるかす ｜ 遠くの景色や将来をはるかに見わたすこと。見はらす。

語
彙
を
豊
か
に
　
心
情
を
表
す
言
葉

77 76言葉に立ち止まる ● 語彙を豊かに

　�

　皆
の
前
で
先
生
に
ほ
め
ら
れ
て
、
恥
ず
か
し

か
っ
た
。

例
　�

　皆
の
前
で
先
生
に
ほ
め
ら
れ
た
の
で
、
照
れ

く
さ
く
て
も
じ
も
じ
し
て
し
ま
っ
た
。

例

①�

気
持
ち
を
ひ
と
言
で
表
そ
う

　

�

　

�

　印
象
に
残
っ
た
出
来
事
に
つ
い
て
、
そ
の
と
き
の
気

持
ち
を
ひ
と
言
で
表
そ
う
。

③�

気
持
ち
に
ぴ
っ
た
り
の
言
葉
を
選
ぼ
う

　
　

�

　似
て
い
る
言
葉
に
も
、
そ
の
意
味
や
使
い
方
に
は
、

微
妙
な
違
い
が
あ
る
。

　
　

�

　集
め
た
言
葉
の
中
か
ら
、
そ
の
と
き
の
気
持
ち
を
的

確
に
表
現
で
き
る
言
葉
を
選
ぼ
う
。
そ
の
言
葉
を
使
っ

て
、
①
で
書
い
た
文
を
書
き
換
え
て
み
よ
う
。

②�

気
持
ち
を
表
す
言
葉
を
集
め
よ
う

　
　

�

　① 

と
似
た
意
味
の
言
葉
を
集
め
よ
う
。
そ
の
言
葉
か

ら
連
想
し
た
り
、
言
い
換
え
た
り
し
て
、
で
き
る
だ
け

多
く
の
言
葉
を
集
め
て
み
よ
う
。
国
語
辞
典
や
類
語
辞

典
を
活
用
す
る
と
よ
い
。

76

鵝
イ

76

皆
カ
イ

み
な

76

恥
チは

じ
る

は
じ

は
じ
ら
う

は
ず
か
し
い

76

肩
（
ケ
ン
）

か
た

77

微
ビ

77

妙
ミ
ョ
ウ

77

磨
マみ

が
く

76

面
目（
メ
ン
ボ
ク
）

76

面
は
ゆ
い（
お
も
は
ゆ
い
）

新
出
漢
字

新
出
音
訓

漢
字
の

練
習

語
彙
を
豊
か
に
　

心
情
を
表
す
言
葉

　伝
え
た
い
思
い
を
、
う
ま
く
言
葉
に
で
き
な
い
。
そ
ん
な
経
験
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

心
情
を
的
確
に
表
現
す
る
に
は
、
普
段
か
ら
言
葉
を
蓄
え
て
お
く
こ
と
が
必
要
だ
。

言
葉
を
集
め
、
自
分
の
気
持
ち
に
ぴ
っ
た
り
の
表
現
を
探
す
練
習
を
し
よ
う
。

語
彙
ブ
ッ
ク

270
ページ

語
彙
を
広
げ
る

　言
葉
を
集
め
て
比
べ
て

み
る
と
、
感
じ
た
こ
と
や

伝
え
た
か
っ
た
こ
と
が
、

は
っ
き
り
し
て
く
る
ね
。

似
た
意
味
の
言
葉
を

集
め
る

くすぐったい
こそばゆい

気恥ずかしい

面目ない
小っ恥ずかしい

面はゆい

照れくさいやましい
後ろめたい

身の置き

どころがない

顔から

火が出る

きまりが悪い

肩身がせまい

穴があったら

入りたい

ぽっと

どぎまぎ

もじもじ

どきどき

まごまご

擬音語・擬態語 慣用句

　意
味
や
使
う
場
面
の
違
い
で
比
べ
る

語
感
を
磨
く【申し訳ない気持ち】

やましい
後ろめたい
面目ない

肩身がせまい

【照れる気持ち】

照れくさい
くすぐったい
こそばゆい
面はゆい
もじもじ

恥ずかしい

恥ずかしい

照
れ
く
さ
い

く
す
ぐ
っ
た
い

小
っ
恥
ず
か
し
い

気
恥
ず
か
し
い

面
は
ゆ
い

【
改
ま
っ
た
表
現
】

【
く
だ
け
た
表
現
】

恥ずかしい

�［言葉を集めるヒント］
・慣用句・ことわざで言い換える　

・漢語→和語や外来語に　和語→漢語や外来語に

・擬音語・擬態語（音や様子を表す言葉）で表す

�［
意
味
の
違
い
で
整
理
し
た
例
］

�［
使
う
場
面
の
違
い
で
整
理
し
た
例
］

　語
彙
ブ
ッ
ク
を
参
考
に

し
て
、
言
葉
を
集
め
よ
う
。

�様子を表す言葉
（「い」で終わる言葉）

94

•

麦ば
く

秋し
ゅ
う	

麦
が
実
り
熟
す
る
時
期
の
こ
と
。
五
月
ご
ろ
。「
む
ぎ
あ
き
」「
麦
の
秋
」
な
ど
と
も
い
う
。

•

山
滴し

た
た

る	

青
々
と
し
た
草
木
に
お
お
わ
れ
る
こ
ろ
の
、
み
ず
み
ず
し
い
生
命
力
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
山
の
様
子
。

•

蟬せ
み

時し
ぐ
れ雨	

せ
み
が
一
斉
に
鳴
く
声
を
、
時
雨
（
晩
秋
か
ら
初
冬
に
か
け
て
降
る
通
り
雨
）
の
音
に
た
と
え
た
表
現
。

　あ
な
た
が
夏
を
感
じ
る
の
は
、
ど
ん
な
と
き
だ
ろ
う
か
。
入
道
雲
を
見
た
と
き
、
せ

み
の
声
を
聞
い
た
と
き
、
暑
い
日
に
木こ

陰か
げ

で
す
ず
ん
で
い
る
と
き
…
…
。

　作
品
に
描
か
れ
た
情
景
の
中
に
、
夏
を
感
じ
て
み
よ
う
。

山
に
の
ぼ
る
と

海
は
天
ま
で
あ
が
っ
て
く
る
。

な
だ
れ	

お
ち
る
よ
う
な

　
　
　
若
葉
み
ど
り
の
な
か
。

下
の
方
で
　
し
ず
か
に

か
っ
こ
う
が
な
い
て
い
る
。

風
に
吹	

か
れ
て	

	

高
い
と
こ
ろ
に
た
つ
と

だ
れ
で
も
し
ぜ
ん
に

世
界
の
ひ
ろ
さ
を
か
ん
が
え
る
。

	

小お

野の

十と
お

三ざ
ぶ

郎ろ
う

「
山
頂
か
ら
」
よ
り

目
に
は
青
葉

　
　
　
山
ほ
と
と
ぎ
す
は
つ
松が
つ
を魚

	

山や
ま

口ぐ
ち

素そ

堂ど
う

（
オ
）

六
月
を
奇き

麗れ
い

な
風
の
吹
く
こ
と
よ

	

正ま
さ

岡お
か

子し

規き

夏
の
植
物
や
動
物
に
ま
つ
わ
る
言
葉

94

•

麦ば
く

秋し
ゅ
う	

麦
が
実
り
熟
す
る
時
期
の
こ
と
。
五
月
ご
ろ
。「
む
ぎ
あ
き
」「
麦
の
秋
」
な
ど
と
も
い
う
。

•

山
滴し

た
た

る	

青
々
と
し
た
草
木
に
お
お
わ
れ
る
こ
ろ
の
、
み
ず
み
ず
し
い
生
命
力
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
山
の
様
子
。

•

蟬せ
み

時し
ぐ
れ雨	

せ
み
が
一
斉
に
鳴
く
声
を
、
時
雨
（
晩
秋
か
ら
初
冬
に
か
け
て
降
る
通
り
雨
）
の
音
に
た
と
え
た
表
現
。

　あ
な
た
が
夏
を
感
じ
る
の
は
、
ど
ん
な
と
き
だ
ろ
う
か
。
入
道
雲
を
見
た
と
き
、
せ

み
の
声
を
聞
い
た
と
き
、
暑
い
日
に
木こ

陰か
げ

で
す
ず
ん
で
い
る
と
き
…
…
。

　作
品
に
描
か
れ
た
情
景
の
中
に
、
夏
を
感
じ
て
み
よ
う
。

山
に
の
ぼ
る
と

海
は
天
ま
で
あ
が
っ
て
く
る
。

な
だ
れ	

お
ち
る
よ
う
な

　
　
　
若
葉
み
ど
り
の
な
か
。

下
の
方
で
　
し
ず
か
に

か
っ
こ
う
が
な
い
て
い
る
。

風
に
吹	

か
れ
て	

	

高
い
と
こ
ろ
に
た
つ
と

だ
れ
で
も
し
ぜ
ん
に

世
界
の
ひ
ろ
さ
を
か
ん
が
え
る
。

	

小お

野の

十と
お

三ざ
ぶ

郎ろ
う

「
山
頂
か
ら
」
よ
り

目
に
は
青
葉

　
　
　
山
ほ
と
と
ぎ
す
は
つ
松が
つ
を魚

	

山や
ま

口ぐ
ち

素そ

堂ど
う

（
オ
）

六
月
を
奇き

麗れ
い

な
風
の
吹
く
こ
と
よ

	

正ま
さ

岡お
か

子し

規き

夏
の
植
物
や
動
物
に
ま
つ
わ
る
言
葉

「書くこと」

「読むこと」

「話すこと・聞くこと」

1年 P61 1年 P94「季節のしおり」

語
彙
力

国
語
力

新
Q
R
×
個
別
最
適

教
材
の
力
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教
材
の
力 

｜

心
が
動
く
、対
話
が
生
ま
れ
る

言葉がまるで
うぶ毛をなくしたかのように、

むき出しで
人にぶつかるようになった。 タ

ク
ジ
、

聞
い
て
い
た
話
と

違
う

じ
ゃ
な
い
か
。

レンの心にも、

ざわざわと風が吹き始めた。

教
材
の
力

令
和
７
年
度
版
中
学
校
「
国
語
」

［
作
者
の
言
葉
］

蜂
飼 

耳

［
特
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
］

伊
坂
幸
太
郎

［
論
説
］

真
鍋
淑
郎
／
伊
勢
武
史
／
堅
達
京
子

鷲
田
清
一

［
特
集
］

さ
く
ら 

も
も
こ
／
温 

又
柔
／
吉
藤
オ
リ
ィ
／

い
し
い 

し
ん
じ
／
角
田
光
代

内
容
解
説
資
料

本
資
料
は
、一
般
社
団
法
人
教
科
書
協
会
が
定
め
た

「
教
科
書
発
行
者
行
動
規
範
」に
則
っ
て
作
成
し
た
も
の
で
す
。

新
版
教
科
書
を

     

読
み
味
わ
う

詳しくは

教
材
の
力

　

三
つ
の
文
章
を
読
み
比
べ
る
教
材
が
登
場
。

紙
上
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
よ
う
な

新
し
い
教
材
を
通
し
て
、
多
様
な
意
見
を
吟

味
し
、
自
分
の
意
見
を
確
立
す
る
力
を
育
み

ま
す
。

　

言
葉
の
現
状
を
憂
い
つ
つ
、
そ
れ
で
も
言
葉
の
可
能
性

を
信
じ
続
け
る
筆
者
。
言
葉
と
の
向
き
合
い
方
を
改
め
て

考
え
さ
せ
る
教
材
で
す
。

　

春
。
出
会
い
の
季
節
に
ふ
さ
わ
し
い
、
新
し
い
文
学
作
品
の
登
場
で
す
。

誰
も
が
主
人
公
に
自
分
を
重
ね
、
自
分
の
物
語
と
し
て
読
み
味
わ
え
ま
す
。

「
は
じ
ま
り
の
風
」（
一
年
）
蜂
飼 

耳

　

互
い
の
違
い
を
認
め
合
い
、
誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
は
。

共
に
生
き
る
未
来
を
築
く
生
徒
た
ち
に
問
い
か
け
る
読
書
教
材
で
す
。

「
六
千
回
の
ト
ラ
イ
の
先
に
」吉

藤
オ
リ
ィ

（
二
年
）

「
そ
れ
で
も
、言
葉
を
」鷲

田
清
一

（
三
年
）

「
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
」

伊
坂
幸
太
郎

（
二
年
）

人
に
出
会
う
、
私
と
出
会
う

文
学
的
な
文
章

論
理
を
捉
え
、
課
題
に
向
き
合
う

説
明
的
な
文
章

　

文
学
を
教
室
で
学
ぶ
意
義
。
そ
れ
は
、
一
人
一
人
異
な
る
、
多
様
な
解
釈
を
交

わ
し
合
う
こ
と
で
、
他
者
に
出
会
い
、
自
分
を
見
つ
け
る
こ
と
だ
と
考
え
ま
し
た
。

　

不
確
か
な
情
報
が
氾
濫
す
る
現
代
社
会
。
生
徒
に
は
、
情
報
や
他
者
の
考
え
を

正
確
に
把
握
し
た
う
え
で
、
自
分
の
意
見
を
も
ち
、
課
題
を
解
決
す
る
力
を
身
に

つ
け
て
ほ
し
い
。
そ
ん
な
思
い
で
説
明
文
教
材
を
作
り
ま
し
た
。

「
複
数
の
意
見
を
読
ん
で
、

真
鍋
淑
郎
（
気
象
学
者
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
）

伊
勢
武
史
（
生
態
学
者
、
環
境
科
学
者
）

堅
達
京
子
（
テ
レ
ビ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

考
え
よ
う
」（
三
年
）

　

中
高
生
に
も
人
気
の
高
い
作
家
の
書
き
お
ろ
し
小
説
。
伏
線
や
主
人
公

の
心
理
を
読
み
解
く
お
も
し
ろ
さ
で
、
自
然
と
対
話
が
生
ま
れ
ま
す
。

国
語
力

新
Q
R
×
個
別
最
適

語
彙
力

教
材
の
力

19 18



144 | 143 142 | 141いにしえの心を訪ねる ● 「平家物語」の世界

「
平
家
物
語
」の
世
界

　保ほ
う

元げ
ん

の
乱
・
平へ

い

治じ

の
乱
で
勢
力
を
広
げ
た
平た

い
ら 

清き
よ

盛も
り

は
、
武
士
と
し
て
初
め
て
太だ

い

政じ
ょ
う

大
臣
に
ま
で

昇
り
つ
め
、
一
族
は
全
盛
期
を
迎
え
る
。
お
ご
り
高
ぶ
る
平
家
に
反
感
を
も
つ
人
が
増
え
て
い
く
。

の

平家の栄華を象徴する厳
いつく

島
しま

神社（広島）

　天
皇
家
が
出
し
た
平
家
追
討
の
令
旨
が
、
全
国
各
地
の
源
氏
に
届
き
、

平
家
打
倒
の
動
き
が
始
ま
る
。

［右上］ 平家の兵に引っ掛けられ、義経は弓を海に落としてしまう。   

　二
位
の
尼あ
ま
（
清
盛
の
妻
時と
き

子こ

）

は
、
八
歳
に
な
る
孫
の
安
徳
天

皇
を
抱
き
か
か
え
、
舟ふ
な

端ば
た

に
歩

み
出
た
。
幼
い
天
皇
に
、「
私

を
ど
こ
へ
連
れ
て
い
こ
う
と
す

る
の
か
。」
と
き
か
れ
た
尼
は
、

は
ら
は
ら
と
涙
を
流
し
、「
波

の
下
に
も
都
は
ご
ざ
い
ま
す
。」

と
答
え
て
、
共
に
海
底
深
く
し

ず
ん
で
い
っ
た
。

　安
徳
天
皇
の
母
で
あ
る
建け
ん

礼れ
い

門も
ん

院い
ん

も
後
を
追
っ
て
入
水
す
る

が
、
源
氏
の
武
士
に
引
き
上
げ

ら
れ
る
。

　建
礼
門
院
は
、
後
に
出
家
し

て
、
京
都
大お
お

原は
ら

で
平
家
一
門
を

弔
う
。

❼壇の浦の戦い　二位の尼が安徳天皇を抱きかかえ、入
じゅ

水
すい

する。

❻屋島の戦い　
「源平合戦図屏

びょう

風
ぶ

」（部分）

「源平合戦図屏風」（部分）

保
元
の
乱

平
治
の
乱

平
清
盛
が
太
政
大
臣
に
な
る
。

平
家
追
討
の
令り
ょ
う

旨じ

。

 熊
くま

谷
がえ

 直
なお

実
ざね

（右）の招きに応じて振り返る平敦
あつ

盛
もり

（左）。  
304
ページ

「一の谷合戦図屏風」（部分）

の

　両
船
団
が
海
上
で
向
か
い
合
う
。

潮
の
流
れ
が
変
わ
り
、
源
氏
が
優

勢
に
。
安
徳
天
皇
ら
が
入
水
し
、

仕
え
て
い
た
女
性
た
ち
も
海
に
身

を
投
げ
る
。
武
将
た
ち
も
壮そ
う

絶ぜ
つ

な

最
期
を
遂
げ
、
平
家
は
滅
亡
す
る
。

建
礼
門
院
、
死
去
。

義
仲
の
軍
が
迫
る
と
平
家
は
都
を

離
れ
、
六
歳
の
安あ
ん

徳と
く

天
皇
を
連
れ

て
西さ
い

国ご
く

に
逃
亡
。

　壇
の
浦
の
戦
い
で
、
つ
い
に
平
家
は
滅
亡
す
る
。

「 

見
る
べ
き
ほ
ど
の
こ
と
は
見
つ
。

今
は
自
害
せ
ん
。」（
平
知と
も

盛も
り

）

　伊い

豆ず

で
挙
兵
し
た
源
頼
朝
は
、

石
橋
山
（
神
奈
川
県
小お

田だ

原わ
ら

市
）

で
戦
い
に
挑
む
が
、
自
軍
の
十
倍

の
敵
に
敗
れ
、
撤て
っ

退た
い

す
る
。

　頼
朝
の
い
と
こ
に
当
た
る
木
曾

義
仲
は
、
倶
利
伽
羅
峠
（
石
川
県

と
富
山
県
の
国
境
）
で
平
家
と
ぶ

つ
か
る
。
夜
の
奇
襲
で
峠
の
断
崖

に
追
い
込
ま
れ
た
平
家
は
、
次
々

と
谷
底
に
転
落
し
て
い
く
。

❸
　倶
利
伽
羅
峠
の
戦
い�

勝�

源
氏

　義
仲
の
奇
襲
で
平
家
は
谷
底
へ

［左下］ 平家軍の挑発を受け、与
よ

一
いち

は船上の扇
おうぎ

を射ることになるが……。
146
ページ

　義
仲
の
横
暴
な
振
る
舞
い
で
都

の
治
安
が
悪
化
。
頼
朝
の
命
令
を

受
け
た
義
経
ら
が
義
仲
軍
を
追
討
。

❹
　宇
治
川
の
戦
い�

勝�

源
義
経

　源
氏
ど
う
し
が
激
突
す
る

　険
し
い
山
道
を
馬
で
駆
け
下
り

る
奇
襲
に
よ
り
、
平
家
は
大
混
乱
。

一
門
の
多
く
が
な
く
な
る
。

❺
　一
の
谷
の
戦
い�

勝�

源
氏

　「
鵯
ひ
よ
ど
り

越ご
え

の
逆さ
か

落
と
し
」で
源
氏
勝
利

　わ
ず
か
な
舟ふ

ね

で
四し

国こ
く

へ
渡
っ
た

義
経
は
平
家
を
背
後
か
ら
急
襲
。

慌
て
た
平
家
は
舟
で
海
へ
逃
れ
る
。

※「
扇
の
的
」「
弓
流
し
」
は
こ
の
戦
い
。

❻
　屋
島
の
戦
い�

勝�

源
氏

　嵐あ
ら
し

の
海
を
渡
り
、
平
家
を
奇
襲

❼
　壇
の
浦
の
戦
い�

勝�

源
氏

　最
終
決
戦
！  

平
家
滅
亡

❼ 壇
だん

の浦
うら

の戦い  

1185年3月

源
みなもとの

 義
よし

経
つね

の進路

木
き

曾
そ

 義
よし

仲
なか

の進路

主な合戦地

の

壇の浦

屋島

福
ふく

原
はら

京都
一
の
谷

倶
利
伽
羅
峠 石

橋
山

宇治
国
こく

府
ふ

木曾

平
ひら

泉
いずみ

鎌
かま

倉
くら富士川

「平家物語」の
主な戦い

❺ 一
いち

の谷
たに

の戦い

1184年2月

❸ 倶
く

利
り

伽
か

羅
ら

峠の戦い 

1183年5月

❶ 石
いし

橋
ばし

山の戦い

1180年8月

❷ 富
ふ

士
じ

川の戦い

1180年10月❹ 宇
う

治
じ

川の戦い

1184年1月

❻ 屋
や

島
しま

の戦い

1185年2月

平
家
の

栄
華

源
氏
の

挙
兵

平
家
の

滅
亡

　石
橋
山
の
戦
い�
勝�

平
家

　挙
兵
直
後
の
頼よ
り

朝と
も

、
大
敗
！

❶

平
清
盛
が
熱
病
で
死
去
。

　富
士
川
（
静
岡
県
富
士
市
）
の

両
岸
に
陣じ
ん

を
構
え
た
両
軍
。
平
家

は
水
鳥
の
飛
び
立
つ
羽
音
を
源
氏

の
襲
来
と
勘
違
い
し
、
逃
げ
惑
う
。

「 

頼
朝
が
首
を
は
ね
て
、
我
が
墓

の
前
に
掛
く
べ
し
。」（
平
清
盛
）

❷
　富
士
川
の
戦
い�

勝�

源
氏

　水
鳥
の
羽
音
に
、
平
家
総
崩
れ
？敦盛の最

さい

期
ご

扇の的 弓流し151
ページ

２年 P141「『平家物語』の世界」

1年 P78「情報収集の達人になろう」
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183 価値を生み出す ● 話し合いを効果的に進めよう

話す
聞く

［ 

話
し
合
い
（
進
行
） ］

話
し
合
い
を
効
果
的
に
進
め
よ
う

　卒
業
式
の
日
に
、
ク
ラ
ス

で
黒
板
ア
ー
ト
を
制
作
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
学
級
会
で

出
た
案
を
基
に
、
実
行
委
員

が
何
を
描
く
か
を
決
め
よ
う

と
し
て
い
る
。
進
行
役
に

な
っ
た
つ
も
り
で
、
話
し
合

い
の
様
子
を
視
聴
し
、
下
の

問
題
に
取
り
組
も
う
。

　話
し
合
い
で
合
意
を
形
成
す
る
た
め
に
は
、
多
様
な
考
え
を
認
め
合

い
な
が
ら
、
目
的
に
沿
っ
て
、
話
し
合
い
を
進
行
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

効
果
的
な
話
し
合
い
の
進
め
方
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。

や
っ
て
み
よ
う

①		

進
行
役
の
最
後
の
発
言
に
続
く
形
で
、
参
加
者
か
ら
出
た

意
見
を
整
理
し
よ
う
。

　で
は
一
度
、
こ
れ
ま
で
に
出
た
意
見
を
整
理
し
ま
す
。

⃝

幾
つ
か
案
を
組
み
合
わ
せ
る
の
は
、
い
い
で
す
ね
。

⃝
�

こ
の
（「
ク
ラ
ス
で
の
最
後
の
思
い
出
作
り
に
」
と
い
う
）

観
点
か
ら
考
え
る
と
、
ど
う
で
す
か
。

②		

進
行
役
の
次
の
発
言
は
、
目
的
に
即
し
た
話
し
合
い
を
す

る
う
え
で
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
っ
た
か
、
考
え
よ
う
。

▼ 

二
次
元
コ
ー
ド
の 

 

動
画
を
視
聴
し
よ
う台本は１84ページ

３年 P183
「話し合いを効果的に進めよう」

各学年のビジュアル資料を大幅に
拡充。迫力のある紙面が、生徒
を古典の世界にいざないます。

「話すこと・聞くこと」教材に、聴解力を鍛
える新系列が登場。動画や音声の視聴から
始まる、新しい学びの形を提案します。

 

大
迫
力
の
古
典
資
料

Q
R
で
鍛
え
る

聴
解
力

大判資料を
味わえる

両観音開き構造

魅
力
あ
ふ
れ
る
教
材

見
て
、
聞
い
て
、
組
み
合
わ
せ
て

味
わ
う
、
親
し
む
、

広
が
る
「
古
典
」

30ページ

実
生
活
に
生
き
る

情
報
活
用
能
力
を

29ページ
「
話
す
・
聞
く
」「
書
く
」

た
め
の
確
か
な
力
を

26ページ

79 78情報 × SDGs ● 情報収集の達人になろう
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海洋汚染

　世
界
に
は
、
よ
り
よ
い
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
解
決
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
が
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
十
七
の
目
標
か
ら
興
味
を
も
っ
た
も
の
を
選
び
、
今
、
自

分
に
で
き
る
こ
と
を
調
べ
て
、「
行
動
宣
言
」
に
ま
と
め
よ
う
。

情
報
収
集
の
達
人
に
な
ろ
う

　
　 

私
の「
Ｓエ

ス

Ｄデ
ィ
ー

Ｇジ
ー

ｓズ

行
動
宣
言
」

情報

生物
多様性

21% 14% 26%

▶ �国連が定めた S�D�G�s（持続可能な開発目標）は、私たちの

社会が直面する、さまざまな課題の解決を目ざしている。

「J
ジャイカ

ICA�M
マ ガ ジ ン

agazine」（2022 年 6月号、p.4-5）

気候変動

東京都福
ふく

祉
し

保健局ポスター

「世界がぐっと近くなる
SDGs とボクらをつなぐ本」

環
かん

境
きょう

省「環境省レッドリスト 2020 掲
けい

載
さい

種数表」を基に作成
■�絶滅危惧種の割合

哺
ほ

乳
にゅう

類 鳥類 植物
（一
いっ

般
ぱん

的な草木）

日本の絶
ぜつ

滅
めつ

危
き

惧
ぐ

種：3716種 2020 年現在
※海洋生物を除く

調
べ
る
テ
ー
マ
を
決
め
る

　Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
十
七
の
目
標
を
手
が
か
り
に
、

日
常
生
活
の
中
で
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
や
、
テ

レ
ビ
や
新
聞
で
見
て
、
も
っ
と
詳
し
く
知
り
た

い
と
感
じ
た
問
題
を
書
き
出
そ
う
。

［
日
常
生
活
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
結
び
付
け
た
例
］

　町
で
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
身
に

付
け
て
い
る
人
を
見
か
け
た
。

ど
ん
な
意
味
な
ん
だ
ろ
う
。
何

か
手
伝
え
る
こ
と
は
な
い
か
な
。

　い
つ
も
マ
イ
バ
ッ
グ
を
使
っ

て
い
る
け
ど
、
そ
も
そ
も
、
な

ぜ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
減
ら

す
必
要
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

⬇ ⬇

国際協力

⬇ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
る

1

発
想
を
広
げ
る

282
ページ

世界の平均気温の変化

気象庁「世界の年平均気温偏
へん

差
さ

」を基
もと

に作成
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身
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持続可能な社会の創り手を育むために、
全学年に「情報×SDGs」を設置。情報
活用能力を養いながら、現代的な諸課題
について、主体的に考えられます。

国
語
力

新
Q
R
×
個
別
最
適

語
彙
力

教
材
の
力

21 20



資
料
編

幻
の
魚
は
生
き
て
い
た  

中
坊
徹
次

価
値
を
見
い
だ
す

「
不
便
」の
価
値
を
見
つ
め
直
す 

意
見  

川
上
浩
司

筋
道
を
立
て
て

「
言
葉
」を
も
つ
鳥
、シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ 
記
録  

鈴
木
俊
貴

情
報
×
S
D
G
s

新
情
報
収
集
の
達
人
に
な
ろ
う

言
葉
に
立
ち
止
ま
る

比
喩
で
広
が
る
言
葉
の
世
界 

解
説 

森
山
卓
郎

新
し
い
視
点
で

ダ
イ
コ
ン
は
大
き
な
根
？ 

説
明 

稲
垣
栄
洋

ち
ょ
っ
と
立
ち
止
ま
っ
て 

説
明 

桑
原
茂
夫

価
値
を
語
る

君
は「
最
後
の
晩
餐
」を
知
っ
て
い
る
か 

評
論 

布
施
英
利

「
最
後
の
晩
餐
」の
新
し
さ 

解
説 

藤
原
え
り
み

論
理
を
捉
え
て

モ
ア
イ
は
語
る 

― 

地
球
の
未
来 

論
説 

安
田
喜
憲

情
報
×
S
D
G
s

新
デ
ジ
タ
ル
市
民
と
し
て
生
き
る 

解
説 

坂
本
旬

多
様
な
視
点
か
ら

ク
マ
ゼ
ミ
増
加
の
原
因
を
探
る 

報
告  

沼
田
英
治

資
料
編

二
つ
の
悲
し
み  

杉
山
龍
丸

未
来
へ
向
か
っ
て

ア
ラ
ス
カ
と
の
出
会
い 

随
筆 

星
野
道
夫

価
値
を
生
み
出
す

新

そ
れ
で
も
、言
葉
を 

評
論 

鷲
田
清
一

自
ら
の
考
え
を

新

複
数
の
意
見
を
読
ん
で
、考
え
よ
う 

― 

正
解
が
一
つ
に
決
ま
ら
な
い
課
題
と
向
き
合
う 

論
説 

真
鍋
淑
郎
・
伊
勢
武
史
・
堅
達
京
子

情
報
×
S
D
G
s

新
実
用
的
な
文
章
を
読
も
う

新
報
道
文
を
比
較
し
て
読
も
う

言
葉
と
と
も
に

新

言
葉
の
釣
り
糸
を
垂
ら
す 

随
筆
い
し
い
し
ん
じ

視
野
を
広
げ
て

作
ら
れ
た「
物
語
」を
超
え
て 

論
説 

山
極
寿
一

　

報
告
文
や
実
用
文
、
報
道
文
な
ど
、
多
様
な
図
表
を

用
い
た
文
章
を
掲
載
。
文
章
と
図
表
を
結
び
付
け
、
確

か
な
情
報
を
読
み
取
る
力
を
育
み
ま
す
。

　

社
会
、
科
学
、
芸
術
、
言
葉
、
情
報
な
ど
、
幅
広
い
題

材
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
の
見
方
や

考
え
方
に
触
れ
、論
理
的
に
思
考
す
る
力
を
養
い
ま
す
。

　

文
章
の
内
容
や
論

理
の
展
開
を
正
確
に

捉
え
る
系
列

　

筆
者
の
論
理
展
開

を
客
観
的
・
批
判
的

に
読
み
解
く
系
列

　

筆
者
の
考
え
を
基

に
対
象
を
評
価
し
、

新
た
な
価
値
を
見
い

だ
す
系
列

3年 P76「実用的な文章を読もう」

1年 P128「『言葉』をもつ鳥、シジュウカラ」

3年 P172「それでも、言葉を」

・・・・5・・・・10・・・・15・・・・20 ・・・・5・・・・10・・・

173 172価値を生み出す ● それでも、言葉を

　新
聞
で
毎
日
、
誰
か
の
言
葉
の
一
節
を
紹
介
す
る
コ
ラ
ム
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
ず
い

ぶ
ん
た
つ
。
引
用
す
る
一
節
を
探
し
て
、
日
々
、
言
葉
の
森
を
う
ろ
つ
い
て
い
る
と
、
た
ま
に
言

葉
の
貯
金
が
増
え
て
う
れ
し
く
な
る
こ
と
も
あ
る
が
、
た
い
て
い
は
乏
し
く
な
っ
た
米
び
つ
の
底

を
さ
ら
う
と
き
の
よ
う
な
心
細
い
気
持
ち
で
い
る
。

　そ
う
い
う
思
い
と
は
別
に
、
こ
の
と
こ
ろ
言
葉
を
選
ぶ
こ
と
そ
れ
自
体
が
し
ん
ど
く
な
る
日
が

あ
る
。
戦
争
、
感
染
症
、
災
害
、
貧
困
、
権
勢
の
不
正
と
、
気
の
塞
ぐ
よ
う
な
記
事
と
同
じ
紙
面

に
並
ん
で
掲
載
さ
れ
る
こ
と
も
増
え
、
ふ
と
頰
が
緩
む
よ
う
な
言
葉
、
気
を
取
り
直
せ
る
よ
う
な

言
葉
を
取
り
上
げ
に
く
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
以
上
に
、
言
葉
そ
の
も
の
の
惨
状

に
め
げ
そ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　言
葉
が
ま
る
で
う
ぶ
毛
を
な
く
し
た
か
の
よ
う
に
、
む
き
出
し
で
人
に
ぶ
つ
か
る
よ
う
に
な
っ

た
。
言
葉
が
、
露
骨
な
差
別
や
捨
て
ぜ
り
ふ
、
居
直
り
と
し
て
礫つ
ぶ
て

の
よ
う
に
投
げ
つ
け
ら
れ
た
り
、

ア
リ
バ
イ
や
言
い
逃
れ
、
時
に
隠
れ
み
の
と
し
て
巧
み
に
操
ら
れ
た
り
す
る
場
面
に
、
路
上
で
、

報
道
で
、
頻
繁
に
触
れ
る
。

　同
じ
こ
と
の
裏
返
し
と
も
い
え
よ
う
が
、
言
葉
が
現
実
の
前
で
う
な
だ
れ
る
逆
の
光
景
も
よ
く

目
に
す
る
。
声
を
上
げ
た
と
こ
ろ
で
何
も
変
わ
ら
な
い
、
聞
い
て
も
も
ら
え
な
い
と
、
言
葉
の
無

力
に
打
ち
ひ
し
が
れ
、
口
を
つ
ぐ
ん
で
し
ま
う
人
。
言
葉
に
何
か
を
託
す
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
断

念
し
た
人
た
ち
。

　言
葉
の
暴
力
と
無
力
。
言
葉
の
横
暴
と
言
葉
の
喪
失
。
一
方
に
言
葉
で
あ
お
る
人
た
ち
が
い
て
、

も
う
一
方
に
言
葉
の
前
で
身
を
ひ
く
人
た
ち
が
い
る
。
言
葉
が
両
端
に
裂
か
れ
、
イ
エ
ス
か
ノ
ー

か
、
オ
ー
ル
・
オ
ア
・
ナ
ッ
シ
ン
グ
と
い
っ
た
、
両
極
端
な
形
で
し
か
出
て
こ
な
い
。

　私
た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
言
葉
に
取
り
囲
ま
れ
て
い
る
。
本
気
で
何
か
を
訴
え
る
、
ど
う
し
て
も

相
手
に
届
い
て
ほ
し
い
と
い
う
切
実
な
思
い
か
ら
発
せ
ら
れ
る
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
。
漠
然
と

し
た
不
安
の
た
め
か
、
絶
え
ず
し
ゃ
べ
り
ま
く
る
、
書
き
込
み
を
し
ま
く
る
、
時
に
は
た
め
息
す

ら
送
っ
て
し
ま
う
、
そ
ん
な
言
葉
も
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
あ
る
。
そ
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
に
よ
っ
て
、

そ
う
し
た
傾
向
は
い
よ
い
よ
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
き
て
い
る
。
受
け
取
る
側
も
、
自
分
に
向
け
ら

れ
た
言
葉
に
反
射
的
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
返
し
て
し
ま
う
。
言
葉
を
い
っ
た
ん
の
み
込
ん
で
、
口
ご

も
り
、
自
分
な
り
に
そ
の
言
葉
と
折
り
合
い
を
つ
け
よ
う
と
す
る
、
そ
ん
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
言

葉
を
返
す
と
い
う
こ
と
が
な
い
。

　私
た
ち
は
、
言
葉
が
音
と
し
て
届
け
ば
、
あ
る
い
は
文
字
と
し
て
送
ら
れ
れ
ば
、
言
葉
が
伝

わ
っ
た
か
の
よ
う
な
錯
覚
に
陥
り
や
す
い
。「
わ
か
り
合
う
」「
通
じ
合
う
」「
触
れ
合
う
」、
そ
ん

な
安
易
な
言
葉
の
洪
水
が
、
わ
か
っ
て
く
れ
て
当
然
と
い
う
甘
え
を
生
み
、
さ
ら
に
言
葉
を
通
じ

に
く
く
さ
せ
て
い
る
。
理
解
し
て
ほ
し
い
と
い
う
気
持
ち
が
高
じ
て
く
る
と
、
理
解
し
て
も
ら
え

な
い
と
き
に
は
そ
の
反
動
で
、「
キ
レ
る
」「
ム
カ
つ
く
」
と
い
っ
た
荒
々
し
い
言
葉
が
投
げ
つ
け

そ
れ
で
も
、
言
葉
を

鷲わ
し

田だ

　清き
よ

一か
ず

　文
章
を
読
み
、
言
葉
と
の
向
き
合
い
方
に
つ

い
て
自
分
の
意
見
を
も
と
う
。�

［
学
習
活
動
］

⃝

具
体
的
な
事
例
を
挙
げ
る
な
ど
し
て
、
抽
象

的
な
概
念
へ
の
理
解
を
深
め
る
。

⃝

筆
者
の
見
方
・
考
え
方
を
踏
ま
え
、
言
葉
に

つ
い
て
自
分
の
意
見
を
も
つ
。

目標 読 む

1 

新
聞

　筆
者
は
、
二
〇
一
五
年
か
ら
、

全
国
紙
で
言
葉
に
関
す
る
コ
ラ
ム
を

担
当
し
て
い
る
。

 

3 

米
び
つ

　米
を
入
れ
て
お
く
容
器
。

 

11 

礫

　小
さ
い
石
。

 

12 

ア
リ
バ
イ

　こ
こ
で
は
、
都
合
の
悪

い
事
実
な
ど
を
打
ち
消
す
た
め
に
示

す
、
も
う
一
つ
別
の
事
実
や
理
由
。

7 

頰
が
緩
む�

文

8 

惨
状�

意

11 

露
骨�

類

7 

オ
ー
ル
・
オ
ア
・
ナ
ッ
シ
ン
グ

　全

て
か
無
か
。
中
間
が
な
い
こ
と
。

 

12 

エ
ス
カ
レ
ー
ト

　物
事
が
し
だ
い
に

大
き
く
な
り
、
激
し
さ
を
増
す
こ
と
。

1 

う
な
だ
れ
る�

文

5 

あ
お
る�

意

14 

折
り
合
い
を
つ
け
る�

文

167168 価値を語る ● 君は「最後の晩餐」を知っているか

ルネサンス期に活躍した芸術家たちの代表作修復前後の「最後の晩餐」
　14 世紀頃にイタリアから始まった、古典文化を理想として文化の革新を目ざした運動

をルネサンスという。人間や自然をありのままに表現した芸術作品が数多く生み出された。

　レオナルドの「最後の晩餐」には、1977 年から 1999 年にわたって、大規模

な修復が施された。かびやほこりなどの汚れや、後世の画家による加筆部分が取

り除かれた結果、描かれた当初の状態にかなり近づいたとされている。

修復前

修復後

「春（ラ・プリマヴェーラ）」サンドロ・ボッティチェリ
207×319cm ／ 1480年頃作　ウフィツィ美術館蔵（イタリア）

「最後の晩餐」レオナルド・ダ・ヴィンチ
420×910cm ／ 1495-98年作
サンタ・マリア・デッレ・グラツィエ修道院蔵（イタリア）

「モナ・リザ」レオナルド・ダ・ヴィンチ
79.4×53.4cm ／ 1503-19年頃作
ルーヴル美術館蔵（フランス）

「最後の審判」ミケランジェロ・ブオナローティ
13.7×12.2m ／ 1535-41年作
システィーナ礼拝堂蔵（ヴァチカン）

2年 P166「君は『最後の晩餐』を知っているか」

2年 P42「クマゼミ増加の原因を探る」

言葉

美術

説
明
的
な
文
章
の
系
統
と
編
集
の
趣
旨

各
領
域
の
特
色

読
む（
説
明
文
）

視
野
を
広
げ
る

論
理
の
吟
味

価
値
の
創
造

文
章
と
図
表
を
結
び
付
け
る

1

比
較
し
て
読
む・
批
判
的
に
読
む

2

知
的
好
奇
心
を
か
き
立
て
る

多
彩
な
題
材

3

▼ 

編
集
の
趣
旨

　

複
数
の
立
場
か
ら
の
意
見
を
読
む
教
材
を
掲
載
し
ま

し
た
。
文
章
を
批
判
的
に
読
み
、自
ら
考
え
る
こ
と
で
、

困
難
な
課
題
を
解
決
す
る
力
を
身
に
つ
け
ら
れ
ま
す
。

真鍋淑郎

気象学者
2021年
ノーベル
物理学賞受賞

伊勢武史

生態学者
環境科学者

堅達京子

テレビ
プロデューサー

3年 P130「複数の意見を
読んで、考えよう」

131 自らの考えを ● 複数の意見を読んで、考えよう
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　私
は
、
気
候
の
変
化
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で

再
現
す
る
「
気
候
モ
デ
ル
」
を
使
っ
て
、
地

球
温
暖
化
に
つ
い
て
研
究
し
て
き
た
。

　私
が
研
究
を
始
め
た
一
九
五
〇
年
頃
に
は
、

「
気
候
は
安
定
し
た
も
の
で
、
一
時
的
・
局

地
的
な
変
化
は
あ
っ
て
も
、
人
間
の
活
動
に

よ
っ
て
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
は
な
い
」
と

い
う
考
え
が
主
流
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
世

界
各
地
の
観
測
デ
ー
タ
の
収
集
や
気
候
モ
デ

ル
の
開
発
な
ど
、
地
道
な
研
究
の
積
み
重
ね

に
よ
り
、
気
候
は
、
大
気
や
海
洋
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
要
素
が
複
雑
に
か
ら
み
合
っ
た
も

の
で
、
さ
さ
い
な
変
化
が
急
激
な
変
化
を
引

き
起
こ
し
う
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
今

や
、
人
間
の
排
出
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
が
原

因
で
、
地
球
の
気
候
が
大
き
く
変
化
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
は
、
疑
う
余
地
が
な
い
。

　産
業
革
命
前
の
千
年
間
で
は
あ
ま
り
変
動

し
な
か
っ
た
地
球
の
平
均
気
温
は
、
そ
の
後
、

二
〇
二
〇
年
ま
で
の
間
に
、
既
に
一
度
ほ
ど

上
昇
し
て
い
る
。
気
候
モ
デ
ル
の
計
算
に
よ

る
と
、
こ
の
ま
ま
で
は
今
世
紀
中
に
さ
ら
に

二
、三
度
上
が
り
、
温
暖
化
は
海
上
よ
り
も

陸
上
で
、
熱
帯
よ
り
も
北
極
域
で
著
し
く
進

む
と
考
え
ら
れ
る
。

　ま
た
、
温
暖
化
は
世
界
の
水
の
循
環
に
も

大
き
な
影
響
を
与
え
る
。
洪
水
や
干
ば
つ
が

増
え
、
水
資
源
の
豊
か
な
地
域
と
乏
し
い
地

域
の
格
差
は
、
さ
ら
に
広
が
る
だ
ろ
う
。
こ

れ
ら
の
予
測
は
、
実
際
の
観
測
デ
ー
タ
に
も

表
れ
始
め
て
い
る
。
近
年
、
世
界
各
地
で
洪

水
や
干
ば
つ
を
は
じ
め
、
酷
暑
や
豪
雨
な
ど
、

異
常
気
象
に
よ
る
災
害
が
相
次
い
で
い
る
。

　温
暖
化
が
も
た
ら
す
被
害
の
大
き
さ
は
、

地
域
や
世
代
に
よ
っ
て
異
な
る
。
そ
の
た
め
、

問
題
へ
の
向
き
合
い
方
に
も
温
度
差
が
あ
り
、

今
な
お
、「
地
球
温
暖
化
は
起
き
て
い
な
い
」

と
主
張
す
る
人
も
い
る
。
し
か
し
、
問
題
の

認
識
そ
の
も
の
が
ず
れ
て
い
る
と
、
解
決
は

難
し
い
。
ま
ず
は
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ
き
、

現
状
や
原
因
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
。
そ

の
う
え
で
有
効
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
、

問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
第
一
歩
で
あ
る
。

ま
ず
は
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ
き
、

　現
状
や
原
因
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と

真
鍋 

淑
郎

地球上の気温変化のシミュレート結果

　産業革命前と比べた気温上昇の予測。上
は大気中 CO2 濃度が２倍に（2050年頃ま
でになる見込み）、下は４倍になった場合。
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　私
は
研
究
者
と
し
て
環
境
問
題
に
携
わ
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
仕
事
帰
り
に
立
ち
寄
る

ス
ー
パ
ー
で
豆
腐
が
十
円
引
き
だ
と
ち
ょ
っ

と
う
れ
し
く
な
る
よ
う
な
、
ご
く
普
通
の
市

民
で
も
あ
る
。
そ
ん
な
私
た
ち
が
、
無
理
な

く
納
得
し
て
環
境
問
題
に
取
り
組
む
た
め
に
、

今
、
何
が
必
要
だ
ろ
う
か
。

　環
境
保
全
と
い
う
と
、
ご
み
拾
い
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
こ
ま
め
な
節
電
、
募
金
な
ど
を

思
い
浮
か
べ
る
人
も
い
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら

の
取
り
組
み
は
、
確
か
に
す
ば
ら
し
い
。
し

か
し
、
こ
の
よ
う
に
個
人
の
良
心
や
自
己
犠

牲
に
依
存
す
る
社
会
で
は
、
地
球
環
境
は
守

れ
な
い
と
私
は
考
え
て
い
る
。

　で
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。
個
人
に
負

担
を
強
い
る
の
で
は
な
く
、
社
会
全
体
で
解

決
す
る
工
夫
が
必
要
だ
。
例
え
ば
ス
ー
パ
ー

で
食
材
を
選
ぶ
際
、
私
た
ち
は
な
る
べ
く
安

く
て
お
い
し
い
も
の
を
選
ぶ
。
あ
た
り
ま
え
だ
。

こ
の
よ
う
な
人
間
の
「
あ
た
り
ま
え
」
を
利

用
し
て
、
環
境
を
守
る
仕
組
み
を
作
る
の
だ
。

つ
ま
り
、
安
く
て
お
い
し
い
も
の
を
選
ん
だ

ら
、
最
も
環
境
に
よ
い
商
品
だ
っ
た
、
と
い

う
状
況
を
作
り
出
せ
ば
よ
い
。
こ
ん
な
都
合

の
よ
い
状
況
の
実
現
の
た
め
に
「
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
」
と
い
う
考
え
方
が
使
え
る
。
こ
れ

は
経
済
学
の
用
語
で
あ
り
、
人
々
の
意
思
決

定
や
行
動
を
変
化
さ
せ
る
要
因
の
こ
と
だ
。

例
え
ば
、
政
府
が
環
境
に
よ
い
製
品
に
補
助

金
を
出
す
こ
と
で
、
そ
の
製
品
の
価
格
は
安

く
な
り
、
消
費
者
に
人
気
が
出
る
。
逆
に
、

環
境
に
悪
い
製
品
に
は
補
助
金
が
出
な
い
の

で
、
価
格
が
高
く
な
り
、
あ
ま
り
売
れ
な
く

な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
政
策
決
定
者
が
し
っ

か
り
と
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
実
施
す
れ
ば
、

「
お
買
い
得
」
み
た
い
な
言
葉
に
弱
い
我
々

で
も
環
境
保
全
に
貢
献
で
き
る
。

　と
は
い
え
、「
環
境
に
配
慮
さ
れ
て
い
な

く
て
も
、
私
は
こ
の
製
品
を
選
び
た
い
。」

と
い
う
人
も
い
る
だ
ろ
う
。
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
は
、
そ
う
い
っ
た
意
見
や
行
動
も
否
定
し

な
い
。
選
択
の
自
由
と
多
様
性
を
維
持
し
た

う
え
で
、
社
会
全
体
を
エ
コ
な
方
向
に
も
っ

て
い
こ
う
と
い
う
考
え
方
な
の
だ
。

　環
境
保
全
の
こ
と
を
考
え
る
と
き
に
は
、

熱
意
を
も
っ
て
活
動
に
取
り
組
む
人
々
に
注

目
が
集
ま
る
こ
と
が
多
い
。
だ
が
、
世
の
中

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
を
も
っ
た
人
た
ち
が

い
る
。
そ
の
よ
う
な
人
に
も
通
用
す
る
よ
う

な
現
実
的
な
仕
組
み
が
、
環
境
問
題
の
解
決

に
は
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

社
会
全
体
で
解
決
で
き
る
仕
組
み
を
作
る

伊
勢 

武
史
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　私
は
長
年
、
テ
レ
ビ
局
の
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
と
し
て
環
境
問
題
を
テ
ー
マ
に
し
た
番

組
を
制
作
し
、
専
門
家
や
企
業
の
担
当
者
に

取
材
を
重
ね
て
き
た
。

　今
、
私
た
ち
は
地
球
温
暖
化
を
は
じ
め
と

す
る
深
刻
な
気
候
危
機
の
た
だ
中
に
い
る
。

科
学
者
た
ち
は
、
目
前
に
迫
る
二
〇
三
〇
年

ま
で
に
二
酸
化
炭
素
の
量
を
半
減
さ
せ
な
け

れ
ば
、
温
暖
化
の
進
行
は
よ
り
早
ま
り
、
被

害
が
深
刻
化
す
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。

　で
は
、
温
暖
化
を
止
め
、
地
球
環
境
を
守

る
た
め
に
、
私
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
だ
ろ

う
か
。
世
界
各
地
で
取
材
を
続
け
る
中
で
、

私
が
た
ど
り
着
い
た
答
え
は
、「
市
民
一
人

一
人
が
行
動
を
起
こ
す
こ
と
」
だ
。

　気
温
の
上
昇
を
止
め
る
た
め
に
、
す
ぐ
に

で
も
取
り
組
め
る
こ
と
は
、
た
く
さ
ん
あ
る
。

電
気
を
こ
ま
め
に
消
す
こ
と
。
自
転
車
や
公

共
交
通
機
関
を
使
う
こ
と
。
木
を
植
え
る
こ

と
。
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
ち
歩
き
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
な
ど
石
油
製
品
の
使
用
を
控
え
る
こ
と
。

　だ
が
、
そ
ん
な
小
さ
な
こ
と
の
積
み
重
ね

で
、
本
当
に
こ
の
状
況
が
変
わ
る
の
か
と
感

じ
る
人
も
い
る
だ
ろ
う
。

　確
か
に
、
個
人
が
こ
う
し
た
こ
と
に
取
り

組
む
だ
け
で
は
、
温
暖
化
は
止
ま
ら
な
い
。

一
人
一
人
の
直
接
的
な
力
は
と
て
も
小
さ
い
。

し
か
し
、
も
し
膨
大
な
数
の
個
人
が
一
度
に

行
動
を
起
こ
せ
ば
、
ど
う
だ
ろ
う
か
。
国
や

企
業
も
活
動
の
方
針
を
変
え
ざ
る
を
え
な
く

な
る
。
多
く
の
人
が
行
動
を
起
こ
せ
ば
、
間

接
的
に
世
の
中
を
動
か
す
効
果
が
あ
る
の
だ
。

　身
の
回
り
で
も
既
に
変
化
は
現
れ
始
め
て

い
る
。
例
え
ば
、
店
舗
の
電
力
を
一
部
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
切
り
替
え
た
り
、
商

品
の
包
装
を
削
減
し
た
り
す
る
企
業
が
増
え

て
い
る
。
私
た
ち
消
費
者
が
、
持
続
可
能
性

に
配
慮
し
た
商
品
を
選
ぶ
よ
う
に
な
れ
ば
、

企
業
の
態
度
は
変
化
す
る
。
一
人
が
踏
み
出

す
一
歩
は
、
実
は
大
き
な
一
歩
な
の
だ
。

　ど
ん
な
に
難
し
い
問
題
の
解
決
も
、
最
初

は
た
っ
た
一
人
が
動
き
だ
す
こ
と
か
ら
始
ま

る
。
何
よ
り
大
事
な
の
は
、
そ
の
と
き
、「
声

を
上
げ
る
こ
と
」
だ
。
気
候
危
機
を
食
い
止

め
た
い
と
い
う
熱
意
を
「
声
」
に
し
て
働
き

か
け
れ
ば
、
周
囲
の
人
々
の
行
動
が
変
わ
る
。

そ
れ
は
い
つ
し
か
大
き
な
流
れ
と
な
り
、
企

業
を
変
え
、
社
会
を
変
え
る
。
一
人
で
も
多
く

の
人
が
、
環
境
問
題
を
自
分
の
こ
と
と
し
て

捉
え
、
今
す
ぐ
行
動
を
起
こ
す
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。

一
人
が
踏
み
出
す
一
歩
は
、

　
　
　
　
　実
は
大
き
な
一
歩

堅
達 

京
子

環
境
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
今
、
何
が
必
要
か
。

テ
ー
マ

実社会

実社会

実社会

図表

比較

比較・
批判

比較・
批判

1年

2年

3年

資源とごみの分け方・出し方 　○○年 4月1日現在　（青田市）

可燃ごみ 不燃ごみ

回収日：毎週水曜日・土曜日

小型家電

（30cm未満）

粗大ごみ

・�家具などの大きなごみ（おおむね 30cm以上）

が粗大ごみです。

・�エアコン、テレビ、冷蔵庫、洗濯機、乾燥機は、

法律でリサイクルするよう定められています。

詳しくは、製品を購入した店舗や、買い替えた

店舗にお問い合わせください。

・粗大ごみの収集は申し込み制で有料です。

　�希望される方は、受付センターのウェブサイト

から申し込んでください。

　URL:�https://www.city.aota.lg.jp/kurashi/...

・�生ごみ

・�古紙に分別できない紙ごみ

　（紙くず、ティッシュなど）

・�草木、生花

・革製品

・ゴム製品

・汚れが落とせないプラスチック製品　など

出し方の基本ルール
・品目ごとの収集日を守り、朝 8時までに地域の収集所に出してください。

・�中身の見える袋に入れてください。串などのとがった物や、割れ物、刃物を捨てるときは、新聞

紙や購入したときのケースに包み、「キケン」と書いて、袋には入れずに出してください。

回収日：第1・第3木曜日
例

陶磁器・

ガラス類

例

金属製品

資源

ペットボトル

瓶・缶

例

資源プラスチック

古紙

回収日：毎週火曜日
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夏

7年ほど

夏

越
冬

産卵

孵化幼虫

羽化

成虫

卵

［
前
提
］
ク
マ
ゼ
ミ
の
一
生
と
、環
境
の
影
響
を
受
け
る
時
期

　気
温
や
湿
度
が
ク
マ
ゼ
ミ
に
与
え
る
影
響
を
考
え
る
た
め

に
、
ま
ず
は
、
そ
の
一
生
を
確
認
し
て
お
こ
う
（
図
２
）。

①�

卵
の
段
階

　ク
マ
ゼ
ミ
は
、
夏
に
枯
れ
枝
に
産
卵
す
る
。

卵
は
や
が
て
休
眠
に
入
り
、
そ
の
ま
ま
地
上
で
冬
を
越
す
。

②�

孵ふ

化か

し
て
土
に
潜
る
段
階

　休
眠
を
終
え
た
卵
は
、
春
、

気
温
が
上
が
る
と
体
を
作
り
始
め
、
梅つ

ゆ雨
か
ら
夏
に
か
け

て
孵
化
す
る
。
雨
の
日
に
孵
化
し
、
幼
虫
は
す
ぐ
土
に
潜
る
。

③�

幼
虫
と
し
て
地
中
で
過
ご
す
段
階

　植
物
の
根
か
ら
栄
養

を
取
り
、
七
年
ほ
ど
か
け
て
成
長
す
る
。

④�

地
上
に
出
て
成
虫
に
な
る
段
階

　幼
虫
は
夏
に
地
上
に
出

て
羽
化
し
、
産
卵
し
て
一
生
を
終
え
る
。

　こ
の
中
で
、
気
温
や
湿
度
の
影
響
を
受
け
や
す
い
の
は
、

地
上
で
外
気
に
さ
ら
さ
れ
る
①
②
④
の
段
階
で
あ
る
と
推
定

で
き
る
。
特
に
、
小
さ
く
未
熟
な
状
態
で
あ
る
①
と
②
は
危

険
だ
。
①
の
卵
は
野
外
で
冬
を
越
す
た
め
、
厳
し
い
寒
さ
に

耐
え
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
②
の
孵
化
し
た
ば
か
り
の
幼

虫
は
弱
く
、
一
時
間
以
内
に
地
中
に
潜
ら
な
い
と
、
ア
リ
に

襲
わ
れ
た
り
乾
燥
し
た
り
し
て
死
ん
で
し
ま
う
。
そ
の
と
き

の
環
境
に
、
生
存
が
左
右
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
だ
。

図２　�クマゼミの一生 産卵するクマゼミ

5 

休
眠

　生
物
の
成
長
や
活
動
が
、
一

時
的
に
停
止
す
る
現
象
。
休
眠
し
て

い
る
生
物
は
、
暑
さ
、
寒
さ
、
乾
燥

な
ど
に
強
い
。

 

6 

孵
化

　生
物
の
卵
が
か
え
る
こ
と
。

14 

さ
ら
す�

意

14 

推
定�

文

20 

左
右
す
る�

意

4

漢

枯
コか

れ
る

か
ら
す

枯か

れ
枝

4

音
産
卵（
サ
ン
ラ
ン
）

5

漢

眠
ミ
ン

ね
む
る

ね
む
い

休
眠ミ
ン

6

漢

潜
セ
ン

ひ
そ
む

も
ぐ
る

潜も
ぐ

る

17

漢

耐
タ
イ

た
え
る

耐た

え
る

●①

●②●③

●④

図表

23 22



「「
困
難
困
難
はは
分
割
分
割
せ
よ
。」

せ
よ
。」

3
年
Ｐ
16
「
握
手
」

資
料
編

坊
っ
ち
ゃ
ん 

夏
目
漱
石
／
夏
目
漱
石
の
生
涯

自
分
を
見
つ
め
る

少
年
の
日
の
思
い
出 

小
説 

ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ
／
高
橋
健
二
訳

新

二
十
歳
に
な
っ
た
日 

随
筆 

さ
く
ら
も
も
こ

新

ぼ
く
が 

こ
こ
に 

詩 

ま
ど
・
み
ち
お

聴
き
ひ
た
る

大
阿
蘇 

詩

三
好
達
治

心
の
動
き

大
人
に
な
れ
な
か
っ
た

弟
た
ち
に
…
… 

物
語 

米
倉
斉
加
年

星
の
花
が
降
る
こ
ろ
に 

小
説 

安
東
み
き
え

言
葉
に
立
ち
止
ま
る

空
の
詩 

三
編 

詩
・
解
説

 （
序
文
・
谷
川
俊
太
郎
）

新

雲 

山
村
暮
鳥

朝 

吉
田
加
南
子

新

魚
と
空 

木
坂
涼

学
び
を
ひ
ら
く

新

は
じ
ま
り
の
風 

物
語 

蜂
飼
耳

言
葉
に
出
会
う
た
め
に

野
原
は
う
た
う 

詩

 

工
藤
直
子

朝
の
リ
レ
ー 
詩

 
谷
川
俊
太
郎

資
料
編

盆
土
産
　
三
浦
哲
郎

形
　
菊
池
寛
／
菊
池
寛
の
生
涯

表
現
を
見
つ
め
る

走
れ
メ
ロ
ス 

小
説 

太
宰
治

新

鍵 

詩

 

茨
木
の
り
子

聴
き
ひ
た
る

月
夜
の
浜
辺 

詩

 

中
原
中
也

人
間
の
き
ず
な

新

ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド 
小
説 

伊
坂
幸
太
郎

字
の
な
い
葉
書 

随
筆 
向
田
邦
子

言
葉
と
向
き
合
う

短
歌
に
親
し
む 

短
歌
・
解
説 

栗
木
京
子

短
歌
を
味
わ
う（
６
首
）

言
葉
の
力 
随
筆 

大
岡
信

広
が
る
学
び
へ

ア
イ
ス
プ
ラ
ネ
ッ
ト 

小
説 

椎
名
誠

見
え
な
い
だ
け 

詩

 

牟
礼
慶
子

資
料
編

高
瀬
舟
　
森
鷗
外
／
森
鷗
外
の
生
涯

未
来
へ
向
か
っ
て

温
か
い
ス
ー
プ 

随
筆 

今
道
友
信

新

律
儀
な
桜 

随
筆 

角
田
光
代

わ
た
し
を
束
ね
な
い
で 

詩

 

新
川
和
江

新

初
日 

詩

 
池
田
瑛
子

聴
き
ひ
た
る

初
恋 

詩

 

島
崎
藤
村

状
況
の
中
で

挨
拶 

　

 

原
爆
の
写
真
に
よ
せ
て

詩

 

石
垣
り
ん

故
郷 

小
説 

魯
迅
／
竹
内
好
訳

言
葉
と
と
も
に

俳
句
の
可
能
性 

俳
句
・
解
説  

宇
多
喜
代
子

俳
句
を
味
わ
う（
９
句
）

深
ま
る
学
び
へ

握
手 

小
説 

井
上
ひ
さ
し

世
界
は
う
つ
く
し
い
と 

詩

 

長
田
弘

「
レ
ン
の
心
に
も
、

「
レ
ン
の
心
に
も
、ざ
わ
ざ
わ

ざ
わ
ざ
わ
とと

風
が
風
が
吹
き
始
め
た
。」

吹
き
始
め
た
。」

1
年
Ｐ
22
「
は
じ
ま
り
の
風
」

新

「「
大
事
大
事
な
の
は
、

な
の
は
、

起
き
上
が
る

起
き
上
が
る
こ
と
で
す
。

こ
と
で
す
。」」

2
年
Ｐ
92
「
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
」

新

　
長
く
愛
さ
れ
て
き
た
定
番
教
材
に
加

え
、「
は
じ
ま
り
の
風
」（
蜂
飼
耳
）
や

「
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
」（
伊
坂
幸
太
郎
）

な
ど
、
生
徒
か
ら
人
気
の
高
い
現
代
作

家
の
書
き
お
ろ
し
を
実
現
し
ま
し
た
。

　
普
遍
的
価
値
を
も
つ
教
材
が
、
生
徒

の
心
を
揺
さ
ぶ
り
、
文
学
を
読
む
楽
し

さ
や
語
り
合
う
喜
び
を
伝
え
ま
す
。

受
け
継
が
れ
る
名
作
と

新
鮮
な
書
き
お
ろ
し

1年

2年

3年

▼ 

編
集
の
趣
旨

文
学
的
な
文
章
の
系
統
と
編
集
の
趣
旨

各
領
域
の
特
色

読
む（
文
学
）

24

研
究
の
現
場
に
よ
う
こ
そ

新

四
百
年
の
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ 

　  

渡
辺
佑
基

新 

は
や
ぶ
さ
２ 

最
強
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の

真
実 

津
田
雄
一

本
の
中
の
中
学
生

あ
と
少
し
、も
う
少
し 

瀬
尾
ま
い
こ

西
の
魔
女
が
死
ん
だ 

梨
木
香
歩

「
自
分
ら
し
さ
」を
認
め
合
う
社
会
へ

新

父
と
話
せ
ば 

温 

又
柔

新

六
千
回
の
ト
ラ
イ
の
先
に

　  

吉
藤
オ
リ
ィ

翻
訳
作
品
を
読
み
比
べ
よ
う

星
の
王
子
さ
ま

サ
ン
＝
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ

内
藤 

濯
・
池
澤
夏
樹 

訳

本
は
世
界
へ
の
扉

新

天
、共
に
在
り 

中
村 

哲

新

極
夜
行 

角
幡
唯
介

「
私
の
一
冊
」を
探
し
に
い
こ
う

羊
と
鋼
の
森 

宮
下
奈
都

　
教
材
末
の
「
広
が
る
読
書
」、
読
書
教
材
内

の
「
本
の
世
界
を
広
げ
よ
う
」
で
は
、
四
十
七

都
道
府
県
の
推
薦
図
書
リ
ス
ト
な
ど
を
参
考

に
、
価
値
あ
る
図
書
を
選
定
し
ま
し
た
。

中
学
生
に
贈
る
珠
玉
の
　  

冊
3年 P198「本の世界を広げよう」

199 198いつも本はそばに ● 本の世界を広げよう

　役
人
の
平へ

い

四し

郎ろ
う

と
頭
脳

明め
い

晰せ
き

な
弓ゆ

み

之の

助す
け

が
活
躍
す

る
時
代
劇
ミ
ス
テ
リ
ー
。

日
暮
ら
し

　
上
・
下
巻

�

宮み
や

部べ

み
ゆ
き

　舞
台
は
平
安
時
代
。
妹

が
落
ち
た
古
井
戸
に
吸
い

込
ま
れ
、
少
年
は
冥
界
へ
。

鬼
の
橋�

伊い

藤と
う 

遊ゆ
う

　社
会
学
と
い
う
学
問
を
、

日
常
生
活
と
関
わ
る
出
来

事
に
結
び
付
け
て
解
説
。

14
歳
か
ら
の
社
会
学�

宮み
や

台だ
い

真し
ん

司じ

　砂
糖
の
歴
史
か
ら
、
近

代
史
の
流
れ
や
、
古
今
東

西
の
問
題
が
見
え
て
く
る
。

砂
糖
の
世
界
史�

川か
わ

北き
た 

稔み
の
る

　無
自
覚
・
無
意
識
の
う

ち
に
「
フ
ェ
イ
ク
」
を
作

り
出
す
の
は
あ
な
た
か
も
。

二
番
目
の
悪
者

�

林は
や
し 

木き

林り
ん�

作

　
庄し

ょ
う

野の

ナ
ホ
コ�

絵

　平
安
時
代
末
期
。
化
身
術
と
言
葉
を
身

に
つ
け
た
き
つ
ね
の
白し
ら

狐こ

魔ま

丸ま
る

は
、
人
の

営
み
を
観
察
し
、
戦
の
謎
を
考
え
続
け
る
。

　高
校
を
退
学
に
な
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
街
を
さ
す
ら
う
少
年
は
、
大
人
社
会
を

拒
否
し
、
孤
独
に
陥
っ
て
い
く
。

　日
本
に
高
僧
を
招
く
た

め
、
遣
唐
使
と
し
て
海
を

渡
っ
た
若
き
僧
ら
の
物
語
。

天て
ん

平ぴ
ょ
う

の
甍い

ら
か

�

井い
の

上う
え 

靖や
す
し

　「こ
れ
か
ら
」
を
考
え

る
た
め
に
、
日
本
近
代
史

を
振
り
返
る
。

日
本
と
い
う
国�

小お

熊ぐ
ま

英え
い

二じ

源
平
の
風
（
白し

ら

狐こ

魔ま

記 

全
七
巻
）

�

斉さ
い

藤と
う 

洋ひ
ろ
し

ラ
イ
麦
畑
で
つ
か
ま
え
て

�

Ｊ
・
Ｄ
・
サ
リ
ン
ジ
ャ
ー

　
野の

崎ざ
き 

孝た
か
し�

訳

　泣
き
虫
だ
っ
た
竜
馬
が
、

倒
幕
の
志
士
と
し
て
活
躍

し
、
凶き
ょ
う

刃じ
ん

に
倒
れ
る
ま
で
。

竜り
ょ
う

馬ま

が
ゆ
く

　
全
八
巻

�

司し

馬ば

遼り
ょ
う

太た

郎ろ
う

　転
換
期
に
生
き
る
中
高

生
に
「
こ
れ
だ
け
は
伝
え

た
い
」
知
見
を
集
結
。

転
換
期
を
生
き
る
き
み
た
ち
へ

�

内う
ち

田だ 

樹た
つ
る�

編

歴
史
・
時
代

　
歴
史
の
息
遣
い
を
感
じ
る

世
界
へ

　
世
界
と
共
に
生
き
る

社
会

　
世
の
中
の
仕
組
み
と
は

本
の
世
界
を
広
げ
よ
う

読書
案内

　図
書
館
は
、
時
空
を
超

え
て
人
類
の
知
恵
を
保
存

し
、
共
有
し
て
き
た
。

本
と
図
書
館
の
歴
史

モ
ー
リ
ー
ン
・
サ
ワ

　
宮み

や

木ぎ

陽よ
う

子こ

・
小お

谷た
に

正ま
さ

子こ�

訳

　チ
ョ
コ
レ
ー
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違
法
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し
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府
か
ら
、
お
菓
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自
由
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取
り
戻
せ
！

チ
ョ
コ
レ
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・
ア
ン
ダ
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ラ
ウ
ン
ド

�

ア
レ
ッ
ク
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シ
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ラ
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ね
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ら
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ず
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と�
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　レ
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子
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取
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、
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ぶ
。

レ
モ
ン
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お
金
に
か
え
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法

ル
イ
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ア
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ト
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佐さ
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か

光み
つ�

訳
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界
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。
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。

フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト�

�

長な
が

倉く
ら

洋ひ
ろ

海み

の
眼め�

長
倉
洋
海

　国
際
連
合
人
道
支
援
機

関
ト
ッ
プ
と
し
て
難
民
支

援
を
導
い
た
緒
方
氏
の
姿
。

緒お

方が
た

貞さ
だ

子こ�
�

―
難
民
支
援
の
現
場
か
ら�

東ひ
が
し

野の 

真ま
こ
と

　優
美
な
ホ
ー
ル
か
ら
仮

設
住
宅
ま
で
。「
紙
の
建

築
」
へ
の
挑
戦
は
続
く
。

紙
の
建
築

　行動
す
る�

坂ば
ん 

茂し
げ
る

　め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す

る
国
際
社
会
。
私
た
ち
に

で
き
る
こ
と
は
何
か
。

未
来
を
つ
く
る
あ
な
た
へ�

中な
か

満み
つ 

泉い
ず
み

　単
身
武
者
修
行
で
得
た

も
の
と
は
。
世
界
的
指
揮
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ク
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小お
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筆
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世
界
を
巡
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会
っ
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子
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語
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ト
ッ
ト
ち
ゃ
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ト
ッ
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�
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子こ
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み
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高
瀬
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パキスタン

アフガニスタン

カブール

ペシャワール

多
数
、
そ
れ
で
も
皆
は
作
業
の
手
を
休
め
な
い
。
こ
の
状
態
で
中
断
す

れ
ば
、
予
定
は
確
実
に
一
年
延
期
さ
れ
る
。
最
終
地
点
が
あ
と
十
数

メ
ー
ト
ル
に
迫
り
、
作
業
員
の
間
に
気
迫
が
み
な
ぎ
っ
て
い
た
。

　
午
前
十
一
時
五
十
分
、
最
終
地
点
の
護
岸
造
成
を
指
揮
し
て
い
た
古

参
職
員
が
伝
え
て
き
た
。

「
ま
も
な
く
で
す
。
数
分
で
し
ょ
う
。
皆
疲
れ
て
い
ま
す
が
、
午
前
中

ま
で
は
も
ち
こ
た
え
ま
す
。」

「
よ
し
、
水
を
流
せ
。」 

　
開
通
が
近
い
と
み
て
、
前
夜
の
う
ち
に
最
終
点
か
ら
五
百
メ
ー
ト
ル

手
前
ま
で
満
水
に
し
て
お
い
た
の
だ
。
土ど

嚢の
う

を
外
す
と
、
た
ち
ま
ち
せ

き
を
切
っ
た
よ
う
に
水
が
あ
ふ
れ
出
し
、
勢
い
よ
く
終
点
へ
と
向
か
っ

た
。
流
水
は
し
だ
い
に
速
く
な
り
、
歩
く
速
さ
で
ゆ
っ
く
り
と
、
し
か

し
確
実
に
水
路
底
を
湿
ら
せ
な
が
ら
進
ん
で
い
っ
た
。

　
水
を
先
導
す
る
よ
う
に
幅
六
メ
ー
ト
ル
の
水
路
を
歩
い
て
い
く
と
、

既
に
施せ

工こ
う

を
終
え
た
作
業
員
た
ち
四
百
名
が
両
岸
に
並
び
、
固か
た
ず唾
を
の

ん
で
見
守
っ
て
い
る
。
沙
漠
横
断
水
路
二
・
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
取
水

口
か
ら
約
二
十
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
最
後
の
水
門
が
あ
り
、
こ

こ
か
ら
自
然
洪
水
路
に
水
が
落
と
さ
れ
る
手
は
ず
に
な
っ
て
い
た
。

か
っ
き
り
と
正
午
、
水
は
水
門
を
通
過
、
予
定
地
点
へ
と
勢
い
よ
く
流

れ
た
。
全
線
開
通
だ
。

④

⑤

　医
師
と
し
て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
赴

い
た
筆
者
が
、
荒
れ
果
て
た
土
地
に
緑

を
取
り
戻
す
た
め
に
奔
走
し
た
の
は
な

ぜ
だ
っ
た
の
か
。

　現
地
の
人
々
に
寄
り
添
い
、
共
に
歩

ん
で
き
た
三
十
年
間
を
振
り
返
る
。

天
、
共
に
在
り

�

中
村 

哲

続
き
は
こ
ち
ら

注①
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
＝
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
・
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
。
首
都
カ

ブ
ー
ル
。
公
用
語
は
ダ
リ
ー
語
、
パ

シ
ュ
ト
ー
語
。
四
十
年
以
上
に
わ
た

る
紛
争
や
、
干
ば
つ
な
ど
の
自
然
災

害
の
影
響
に
よ
り
、
社
会
的
な
混
乱

が
続
い
て
い
る
。

②
沙
漠
＝
砂
漠
の
こ
と
。
砂
漠
に
は
、

細
か
い
砂
か
ら
成
る
砂す

な

砂
漠
だ
け
で

は
な
く
、
岩
石
砂
漠
や
礫れ

き

砂
漠
と

い
っ
た
、
大
小
の
石
や
そ
の
破
片
か

ら
成
る
も
の
も
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、

「
砂
」
と
い
う
字
を
使
わ
ず
に
、「
沙
漠
」
と
表
記
す
る
場
合
が
あ
る
。
本
文
中
の
表

記
は
原
典
に
よ
っ
た
。

③
摂
氏
＝
温
度
を
測
る
単
位
。
水
が
氷
に
な
る
温
度
を
零
度
、
沸
点
を
百
度
と
す
る
。

④
土
囊
＝
土
を
詰
め
た
袋
。
積
み
上
げ
て
、
土
木
工
事
や
水
害
対
策
に
使
わ
れ
る
。

⑤
自
然
洪
水
路
＝
洪
水
に
よ
っ
て
自
然
に
形
成
さ
れ
た
流
路
。
現
地
で
は
、
近
隣
の
山

岳
部
に
降
る
雨
や
雪
解
け
水
に
よ
り
、
洪
水
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

開通した水路。護岸のために柳が植樹された。（2009年） 筆者　中村 哲　1946（昭和21）―2019（令和元）　福岡県出身。医師。
著書　「天、共に在り」「アフガニスタンの診療所から」「希望の一滴」など。
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に
最
後
の
水
門
が
あ
り
、
こ

こ
か
ら
自
然
洪
水
路
に
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に
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た
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に
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た
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の
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地
の
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に
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に
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間
を
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ダ
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ー
語
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パ

シ
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ー
語
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十
年
以
上
に
わ
た

る
紛
争
や
、
干
ば
つ
な
ど
の
自
然
災

害
の
影
響
に
よ
り
、
社
会
的
な
混
乱

が
続
い
て
い
る
。

②
沙
漠
＝
砂
漠
の
こ
と
。
砂
漠
に
は
、
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か
い
砂
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成
る
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な

砂
漠
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け
で
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な
く
、
岩
石
砂
漠
や
礫れ
き

砂
漠
と

い
っ
た
、
大
小
の
石
や
そ
の
破
片
か

ら
成
る
も
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も
存
在
す
る
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と
か
ら
、

「
砂
」
と
い
う
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使
わ
ず
に
、「
沙
漠
」
と
表
記
す
る
場
合
が
あ
る
。
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中
の
表

記
は
原
典
に
よ
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摂
氏
＝
温
度
を
測
る
単
位
。
水
が
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に
な
る
温
度
を
零
度
、
沸
点
を
百
度
と
す
る
。

④
土
囊
＝
土
を
詰
め
た
袋
。
積
み
上
げ
て
、
土
木
工
事
や
水
害
対
策
に
使
わ
れ
る
。

⑤
自
然
洪
水
路
＝
洪
水
に
よ
っ
て
自
然
に
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成
さ
れ
た
流
路
。
現
地
で
は
、
近
隣
の
山

岳
部
に
降
る
雨
や
雪
解
け
水
に
よ
り
、
洪
水
が
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起
こ
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る
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が
あ
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著書　「天、共に在り」「アフガニスタンの診療所から」「希望の一滴」など。
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振
り
返
る

5101520 5

言
の
葉
ポ
ケ
ッ
ト

引
用
す
る
と
き
の
表
現

⃝

○
○
に
よ
る
と
、「
…
…
」
で
あ
る
。

⃝
○
○
に
は
、「
…
…
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

事
実
を
伝
え
る
文
末
表
現

⃝

…
…
だ
／
で
あ
る
／
し
て
い
る
。

⃝

…
…
が
わ
か
る
。

考
え
を
伝
え
る
文
末
表
現

⃝

…
…
だ
ろ
う
／
と
い
え
る
。

⃝

…
…
と
考
え
ら
れ
る
／
推
測
さ
れ
る
。

⃝

…
…
で
は
な
い
か
／
な
い
だ
ろ
う
か
。

知る	 �どのようなことに注意して、自分の意見を支える根拠を選んだか。

書く	 �自分の意見を明確に伝えるために、どのような基準で根拠を選び、
どのように構成を工夫したか。

つなぐ	 �意見をわかりやすく伝える工夫の中で、次に使ってみたいものを一
つ挙げてみよう。

　
第
一
に
、
模
擬
選
挙
を
通
し
て
、
投
票
の
意
義
を
深
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
若

者
が
投
票
し
な
い
主
な
理
由
と
し
て
、「
選
挙
に
あ
ま
り
関
心
が
な
か
っ
た
か
ら
」

「
投
票
に
行
く
の
が
面
倒
だ
っ
た
か
ら
」
な
ど
が
あ
り
（
総
務
省
「
十
八
歳
選
挙
権

に
関
す
る
意
識
調
査
」
二
〇
一
六
）、
投
票
の
意
義
を
学
ぶ
点
に
課
題
が
あ
る
こ
と

が
読
み
取
れ
る
。
模
擬
選
挙
で
実
際
に
一
票
を
投
じ
る
こ
と
で
、
一
票
の
重
み
や
投

票
の
意
義
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
第
二
に
、
模
擬
選
挙
を
繰
り
返
し
体
験
す
る
こ
と
で
、
投
票
の
具
体
的
な
方
法
や

流
れ
が
わ
か
る
。
私
自
身
、
あ
と
四
年
で
投
票
で
き
る
年
齢
に
な
る
が
、
投
票
し
て

い
る
自
分
を
想
像
で
き
ず
、
不
安
が
あ
る
。
模
擬
選
挙
を
通
し
て
具
体
的
な
方
法
が

わ
か
れ
ば
、
不
安
は
軽
減
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
選
挙
権
を
得
る
直
前
の
高
校

か
ら
で
は
な
く
、
義
務
教
育
の
中
学
校
か
ら
行
う
こ
と
で
、
よ
り
し
っ
か
り
と
準
備

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
実
際
に
、
若
者
の
投
票
率
の
高
い
こ
と
で
知
ら
れ
る
山
形
県

遊
佐
町
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
中
学
生
が
投
票
す
る
機
会
を
設
け
て
い
る
と
い
う

（
○
○
新
聞
、
二
〇
二
二
年
六
月
二
十
四
日
朝
刊
）。

　
い
っ
ぽ
う
、
授
業
で
模
擬
選
挙
を
行
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
実
際
に
選
挙
に
行
く

よ
う
に
な
る
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
反
論
も
あ
る
だ
ろ
う
。
確
か
に
、
模
擬
選
挙
を

行
う
こ
と
で
投
票
率
が
上
が
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
有
力
な
資
料
を
見
つ
け
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
高
校
の
授
業
で
模
擬
選
挙
を
体
験
し
た
姉
に
よ
る
と
、

実
際
に
、
選
挙
へ
の
意
欲
は
高
ま
っ
た
と
い
う
。
毎
年
模
擬
選
挙
を
行
っ
て
い
る
姉

の
高
校
で
は
、
三
年
生
の
二
〇
二
二
年
参
議
院
議
員
選
挙
の
投
票
率
が
六
割
を
超
え

て
い
た
そ
う
だ
（
青
空
市
立
北
高
校
「
学
校
便
り 

九
月
号
」
二
〇
二
二
）。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
私
は
、
投
票
の
意
義
と
方
法
を
学
ぶ
た
め
に
、
中
学
校
の
授

業
で
模
擬
選
挙
を
行
う
こ
と
を
提
案
す
る
。

　
若
者
の
投
票
率
を
上
げ
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か

二
年
二
組

　
岸
さ
や
か

　
若
者
の
投
票
率
の
低
さ
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
総
務
省
に
よ
る
と
、
二
〇
二
二

年
参
議
院
議
員
選
挙
の
十
代
の
投
票
率
は
約
三
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
全
年
代
の
平

均
値
、
約
五
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
を
大
き
く
下
回
っ
た
。
若
者
の
投
票
率
を
上
げ
る
に

は
、
何
が
必
要
だ
ろ
う
か
。

　
私
は
、
中
学
校
の
授
業
で
模
擬
選
挙
を
行
い
、
投
票
の
意
義
や
方
法
を
実
践
的
に

学
ぶ
場
を
設
け
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
る
。
そ
う
考
え
る
理
由
は
二
つ
あ
る
。

［
構
成
の
し
か
た
］

［
調
べ
た
内
容
］

意見 根拠・理由づけ 意見

▼	

書
き
だ
し

・�

話
題
提
起
と
し
て
、
現
状
や
課
題

を
書
く
。

▼
反
論
に
対
す
る
意
見

・�

反
論
と
、
反
論
を
想
定
し
て
考
え

た
こ
と
や
調
べ
た
こ
と
を
書
く
。

▼
ま
と
め

・�

根
拠
や
反
論
を
踏
ま
え
て
、
改
め

て
自
分
の
意
見
を
ま
と
め
る
。

・
書
き
だ
し
と
対
応
さ
せ
る
。

▼	

根
拠
・
理
由
づ
け

・�

意
見
を
支
え
る
根
拠
（

　
　
）
や
、

理
由
づ
け
（

）
を
具
体
的
に

示
す
。

・�

事
実
や
調
べ
た
こ
と
を
表
す
文
末

表
現
と
、
考
え
を
表
す
文
末
表
現

と
を
使
い
分
け
る
。

［
意
見
文
の
例
］

⃝ 2022年参議院議員選挙の結果
　�総務省「第 26 回参議院議員通常選挙年齢別投票者数

調」2022 年
　・10 代の投票率　34.49％
　・全年代の投票率 52.05％
⃝若者が投票しない主な理由
　総務省「18 歳選挙権に関する意識調査」2016 年�
　・「選挙にあまり関心がなかったから」19.4％
　・「投票に行くのが面倒だったから」16.1％
⃝新聞記事「投票率高さの秘密」
　（○○新聞、2022 年 6 月 24 日朝刊）
　・山形県遊

ゆ

佐
ざ

町「少年議会」
　・スウェーデン「学校選挙」
　　→どちらも中学生が投票する機会がある。
⃝青空市立北高校の事例
　・３年生の投票率�６割超（「学校便り�9 月号」2022 年）。
　・「模擬選挙で選挙への意識が高まった」（姉の話）

・�

自
分
の
意
見
（

　
　
）
を
簡
潔
に

示
す
。

ICT

構成を
検討する

341ページ

　
意
見
や
根
拠
の
順
序
を
入

れ
替
え
て
、
ど
の
順
序
が
わ

か
り
や
す
い
か
考
え
よ
う
。

頭
括
型

意
見�

→�

根
拠�

理
由
づ
け

　
初
め
に
自
分
の
意
見
を
述
べ
、
そ
の

後
に
根
拠
や
理
由
づ
け
を
示
す
方
法
。

尾
括
型

根
拠�

理
由
づ
け�

→�

意
見

　
初
め
に
根
拠
や
理
由
づ
け
を
示
し
た

う
え
で
、
最
後
に
自
分
の
意
見
を
述
べ

る
方
法
。

双
括
型

意
見�

→�

根
拠�

理
由
づ
け�

→�

意
見

　
自
分
の
意
見
を
示
し
て
か
ら
根
拠
・

理
由
づ
け
を
述
べ
、
最
後
に
も
う
一
度
、

意
見
を
ま
と
め
て
述
べ
る
方
法
。

引
用
・
出
典

286
ページ

27 26

129 論理を捉えて ● モアイは語る

言の
葉ポケット

　環境問題を論じるときに使われる漢語を本文中から探し、短文を
作ってみよう。（例「資源」「破壊」「消滅」など）

【論理の展開を吟味する観点】

そ
の
根
拠
に
、
疑
う
余
地
は
な
い
か
。

⃝
�

論
理
の
展
開
と
は
、
意
見
や
主
張
を
導
く
た

め
の
、
筋
道
の
通
っ
た
考
え
の
進
め
方
の
こ

と
で
あ
る
。

⃝
�

論
説
を
読
む
と
き
に
は
、
筆
者
の
意
見
と
そ

れ
を
支
え
る
根
拠
を
捉
え
る
こ
と
が
必
要
だ
。

⃝
�

そ
の
う
え
で
、
示
さ
れ
た
根
拠
の
正
確
性
や

客
観
性
、
根
拠
と
意
見
の
結
び
付
き
（「
理
由

づ
け
」）�

な
ど
を
吟
味
し
、
信
頼
性
を
判
断

す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

【
学
習
で
用
い
る
言
葉
】

論
理

　
考
え
を
進
め
て
い
く
筋
道
や
、
思
考
の
組

み
立
て
の
こ
と
。

129ページ

論理の展開の吟味
51ページ
文章と図表

179ページ
文章の比較

論
理
の
展
開
を
吟
味
す
る

学びの
カギ

ポリネシア人

化石人骨の分析
栽培植物の分析

筆者の意見を
裏づける根拠
として適切か。

根拠を意見と結び付ける 
「理由づけ」に無理はないか。

問い① モアイを作ったのは誰か

イースター島の（このような）運命は、
私たちにも無縁なことではない。

問い②�モアイをどうやって……

答え①

イースター島で起きた出来事

地球の未来

思
考
の
レ
ッ
ス
ン
１

　
根
拠
の
吟
味

130
ページ

意見

理由づけ

根拠

意見（結論）

根拠（本論）

吟味

吟味

「
学
び
の
カ
ギ
」一
覧

278
ページ

学
び
の

地
図

183 価値を生み出す ● 話し合いを効果的に進めよう

話す
聞く

［ 

話
し
合
い
（
進
行
） ］

話
し
合
い
を
効
果
的
に
進
め
よ
う

　
卒
業
式
の
日
に
、
ク
ラ
ス

で
黒
板
ア
ー
ト
を
制
作
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
学
級
会
で

出
た
案
を
基
に
、
実
行
委
員

が
何
を
描
く
か
を
決
め
よ
う

と
し
て
い
る
。
進
行
役
に

な
っ
た
つ
も
り
で
、
話
し
合

い
の
様
子
を
視
聴
し
、
下
の

問
題
に
取
り
組
も
う
。

　
話
し
合
い
で
合
意
を
形
成
す
る
た
め
に
は
、
多
様
な
考
え
を
認
め
合

い
な
が
ら
、
目
的
に
沿
っ
て
、
話
し
合
い
を
進
行
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

効
果
的
な
話
し
合
い
の
進
め
方
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。

や
っ
て
み
よ
う

①		

進
行
役
の
最
後
の
発
言
に
続
く
形
で
、
参
加
者
か
ら
出
た

意
見
を
整
理
し
よ
う
。

　
で
は
一
度
、
こ
れ
ま
で
に
出
た
意
見
を
整
理
し
ま
す
。

⃝

幾
つ
か
案
を
組
み
合
わ
せ
る
の
は
、
い
い
で
す
ね
。

⃝
�

こ
の
（「
ク
ラ
ス
で
の
最
後
の
思
い
出
作
り
に
」
と
い
う
）

観
点
か
ら
考
え
る
と
、
ど
う
で
す
か
。

②		

進
行
役
の
次
の
発
言
は
、
目
的
に
即
し
た
話
し
合
い
を
す

る
う
え
で
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
っ
た
か
、
考
え
よ
う
。

▼ 

二
次
元
コ
ー
ド
の 

 

動
画
を
視
聴
し
よ
う台本は１84ページ

2年 P132「適切な根拠を選んで書こう」

133 132論理を捉えて ● 適切な根拠を選んで書こう

133ページ

根拠・構成
55ページ
情報整理

225ページ
表現の効果

110ページ
表現の工夫

233ページ
学びの価値づけ

⃝日常 �話し合いのときに、根拠を示して説得
力のある発言をする。

⃝将来 地域の課題の解決策を提案する。

目
標

生
か
す

学びの
カギ

書く

適
切
な
根
拠
を
選
び
、
構
成
を
工
夫
す
る

　説得
力
の
あ
る
意
見
を
述
べ
る
た
め
に
は
、
適
切
な
根
拠
を
示
す
こ
と
が
必
要
だ
。
こ
こ
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
考
え
方
の
で
き
る
課
題
に
つ
い
て
、
自
分
の
立
場
や
提
案
を
決
め
て
意
見
文
を
書
く
。

適
切
な
根
拠
を
選
び
、
構
成
を
工
夫
し
て
、
自
分
の
意
見
が
明
確
に
伝
わ
る
文
章
を
書
こ
う
。

意
見
文
を
書
く

適
切
な
根
拠
を
選
ん
で
書
こ
う

⃝
�

適
切
な
根
拠
を
選
び
、「
理
由
づ
け
」
を
合
わ
せ
て
示

す
こ
と
で
、
意
見
の
説
得
力
が
高
ま
る
。

　
・�

正
確
で
客
観
的
な
事
実
を
根
拠
と
し
て
い
る
か
。

　
・�

根
拠
と
意
見
を
無
理
な
く
結
び
付
け
る
「
理
由
づ

け
」 

が
示
せ
る
か
。

　
・
根
拠
と
理
由
づ
け
を
複
数
示
せ
る
か
。

⃝
�

意
見
が
明
確
に
伝
わ
る
よ
う
に
、
構
成
を
工
夫
す
る
。

　
・�

ま
ず
、
文
章
の
構
成
（
序
論
ー
本
論
ー
結
論
、「
頭

括
型
」「
尾
括
型
」「
双
括
型
」
な
ど
）
を
決
め
る
。

　
・�

意
見
、
根
拠
、
理
由
づ
け
、
想
定
さ
れ
る
反
論
と

そ
れ
に
対
す
る
意
見
な
ど
の
要
素
を
、
ど
の
順
序

で
述
べ
る
と
わ
か
り
や
す
い
か
を
考
え
る
。

　
・�

段
落
相
互
の
関
係
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
接
続

詞
や
順
序
を
表
す
言
葉
な
ど
を
活
用
す
る
。

⃝�意見を支える適切な根拠の選び方を知る。（知る）

⃝�適切な根拠を選び、構成や記述を工夫して、

自分の考えが伝わる意見文を書く。（書く）

集
め
る
・
整
理
す
る

課題を決め、調べる
・�地域や社会で話題や問題になっている

ことなどの中から課題を決める。

・�課題に関する情報を集めて、自分の意

見を決め、それを支える根拠を探す。

1

組
み
立
て
る

構成を考える
・�適切な根拠を選び、「理由づけ」を考える。

・�全体の構成を決め、読み手にとってわ

かりやすい段落の構成を考える。

2

表
現
す
る

意見文を書く
・�600 〜 800 字程度でまとめる。

・�根拠の適切さ、「理由づけ」の説得力

などの観点で推
すい

敲
こう

する。

3

共
有
す
る

交流する
・�意見文を友達と読み合い、納得できた

点や疑問点、改善点などを伝え合う。

4

振り返る 135
ページ

思
考
の
レ
ッ
ス
ン
１

　
根
拠
の
吟
味

130
ページ

学
び
の

地
図

「
学
び
の
カ
ギ
」一
覧

280
ページ

　
ど
う
し
た
ら
説
得
力
の
あ
る

意
見
文
に
な
る
だ
ろ
う
。
ど
ん

な
根
拠
が
あ
る
と
よ
い
か
な
。

ICT

課題 若者の投票率を上げるには、どうすればよいか。

【
構
成
の
例（
双
括
型
）】

意見
中学校の授業で、模擬選挙を行うべきだ。

根拠１

理由づけ

若者の意識調査（総務省）の結果
・関心の低さ
・選挙の意義への理解不足

根拠２

理由づけ

　
○
○
に
つ
い
て
、
私
は
…
…
と

考
え
る
。

意
見

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
私
は
、

…
…
と
考
え
る
。

意
見

　
第
一
に
、
…
…
（
だ
か
ら
）
だ
。

理
由
づ
け

根
拠
１

　
第
二
に
、
…
…
（
だ
か
ら
）
だ
。

理
由
づ
け

根
拠
２

　
こ
れ
に
対
し
て
、
…
…
と
い
う

考
え
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

…
…
。

反
論

………………………
………………………

…………………………………
…………………………………

 模擬選挙を行うことで、
選挙の意義を知り、関心
を高めることができる。

発
想
を
広
げ
る

282
ページ

書
く
こ
と
の

ミ
ニ
レ
ッ
ス
ン

QR

QR

3年 P183「 話し合いを効果的に進めよう」

 書
く
こ
と
の

ミ
ニ
レ
ッ
ス
ン

　「
書
く
こ
と
」に
苦
手
意
識
を
も
つ

生
徒
に
、
文
章
上
達
の
コ
ツ
を
つ
か

む
レ
ッ
ス
ン
を
用
意
し
ま
し
た
。

 表
現
テ
ー
マ
例
集

　
話
題
・
題
材
が
決
ま
ら
な
い
生
徒

に
、話
し
た
く
な
る
、書
き
た
く
な
る
、

幅
広
い
テ
ー
マ
例
を
そ
ろ
え
ま
し
た
。

「
聞
く
」

「
話
し
合
い（
進
行
）」

　
動
画
や
音
声
を
視
聴
し
、
必
要
な
情

報
を
聞
き
取
っ
た
り
、
議
論
の
進
め
方

を
評
価
し
た
り
す
る
活
動
を
新
設
。
実

生
活
に
即
し
た
形
で
、
対
話
の
基
礎
と

な
る
「
聴
解
力
」
を
育
成
し
ま
す
。

 

Q
R
か
ら
始
ま
る

新
し
い
学
び
の
形

読 む 2年 P129「モアイは語る」

用語や図解を
統一し、

スムーズに連携！

　
全
領
域
に
「
学
び
の
カ
ギ
」
を
設
置
し
、
領
域
を
超
え
た
学

び
の
つ
な
が
り
を
「
見
え
る
化
」
し
ま
し
た
。

　「
読
む
こ
と
」で
習
得
し
た
資
質
・
能
力
を
、「
話
す
こ
と
・

聞
く
こ
と
」「
書
く
こ
と
」で
活
用
す
る
こ
と
で
理
解
が
深
ま

り
、
実
生
活
に
役
立
つ
力
と
し
て
定
着
し
ま
す
。

領
域
を
超
え
て
つ
な
が
る
学
び

「学びへの扉」と
構成を統一

聴解力を
身につける

「
話
す
こ
と・聞
く
こ
と
」「
書
く
こ
と
」の
新
し
い
紙
面

焦
点
化
と
活
用
で

資
質
・
能
力
が
身
に
つ
く

▼  「
話
す
こ
と・聞
く
こ
と
」「
書
く
こ
と
」の
資
質・能
力
と
、 

そ
れ
を
学
ぶ
学
習
過
程
を
、
焦
点
化
し
て
示
し
ま
し
た
。

▼  「
学
び
の
カ
ギ
」や
、そ
の
一
覧
を
活
用
し
て
活
動
に
取
り

組
む
こ
と
で
、資
質
・
能
力
の
確
実
な
定
着
を
図
り
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
で
授
業
を
活
性
化

ICT

学
習
活
動
の
中
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
使
う
と
効
果
的

な
場
面
を
示
し
ま
し
た
。

表
現
に
役
立
つ
言
葉
を
増
や
す

POINT 3 POINT 2 POINT 1

「
話
す
・
聞
く
」「
書
く
」た
め
の
確
か
な
力
を

17ページ 6ページ

12ページ

※タブレット・PC限定

各
領
域
の
特
色

話
す・聞
く

書
く

POINT 3

POINT 1

POINT 2

POINT 2

お試しは
こちら

27 26



創
作

意
見

批
評

推
敲

案
内

手
紙

創
作

情
報

整
理

　
　
　
　  

一
年
間
の
学
び
を
振
り
返
ろ
う 

要
点
を
資
料
に
ま
と
め
、発
表
す
る

随
筆

  

構
成
や
描
写
を
工
夫
し
て
書
こ
う 

体
験
を
基
に
随
筆
を
書
く

説
明

  

根
拠
を
明
確
に
し
て
書
こ
う 

資
料
を
引
用
し
て
報
告
す
る

推
敲

 

読
み
手
の
立
場
に
立
つ

案
内

  

項
目
を
立
て
て
書
こ
う�

案
内
文
を
書
く

詩

 

詩
の
創
作
教
室

説
明

  

情
報
を
整
理
し
て
説
明
し
よ
う 

発
見
し
た
こ
と
を
わ
か
り
や
す
く
書
く

　
　
　
　  

国
語
の
学
び
を
振
り
返
ろ
う 

「
国
語
を
学
ぶ
意
義
」を
考
え
、コ
ピ
ー
を
作
る

物
語

  

描
写
を
工
夫
し
て
書
こ
う 

心
の
動
き
が
伝
わ
る
よ
う
に
物
語
を
書
く

意
見

  

適
切
な
根
拠
を
選
ん
で
書
こ
う 

意
見
文
を
書
く

推
敲

 

表
現
の
効
果
を
考
え
る

手
紙

  
表
現
を
工
夫
し
て
書
こ
う�

手
紙
や
電
子
メ
ー
ル
を
書
く

短
歌

 

短
歌
の
創
作
教
室

紹
介

  

情
報
を
整
理
し
て
伝
え
よ
う 

職
業
ガ
イ
ド
を
作
る

　
　
　
　  

三
年
間
の
歩
み
を
振
り
返
ろ
う 

冊
子
に
ま
と
め
て
、発
表
会
を
す
る

批
評

  

考
え
を
効
果
的
に
伝
え
よ
う 

多
角
的
に
分
析
し
て
批
評
文
を
書
く

推
敲

 

論
理
の
展
開
を
整
え
る

俳
句

 

俳
句
の
創
作
教
室

小
論
文

  

論
理
の
展
開
を
意
識
し
て
書
こ
う 

グ
ラ
フ
を
基
に
小
論
文
を
書
く

話
し

合
い

対
話

質
問

話
す

聞
く

進
行

 

進
め
方
に
つ
い
て
考
え
よ
う

話
し
合
い  

話
題
や
展
開
を
捉
え
て
話
し
合
お
う 

グ
ル
ー
プ
で
語
り
合
い
、も
の
の
見
方
を
広
げ
る

質
問

 �

聞
き
上
手
に
な
ろ
う�

質
問
で
話
を
引
き
出
す

紹
介

  
話
の
構
成
を
工
夫
し
よ
う 

一
枚
の
写
真
を
も
と
に
ス
ピ
ー
チ
を
す
る

聞
く

 

情
報
を
聞
き
取
り
、要
点
を
伝
え
る

進
行

 

話
し
合
い
の
流
れ
を
整
理
し
よ
う

討
論

  

立
場
を
尊
重
し
て
話
し
合
お
う 

討
論
で
視
野
を
広
げ
る

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー  

聞
き
上
手
に
な
ろ
う�

質
問
で
思
い
や
考
え
を
引
き
出
す

説
明・提
案  

魅
力
的
な
提
案
を
し
よ
う 

資
料
を
示
し
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る

聞
く

 

意
見
を
聞
き
、整
理
し
て
検
討
す
る

進
行

 

話
し
合
い
を
効
果
的
に
進
め
よ
う

議
論

  

合
意
形
成
に
向
け
て
話
し
合
お
う 

課
題
解
決
の
た
め
に
会
議
を
開
く

対
談

  

聞
き
上
手
に
な
ろ
う�

質
問
で
相
手
の
思
い
に
迫
る

主
張・提
案  

説
得
力
の
あ
る
構
成
を
考
え
よ
う 

ス
ピ
ー
チ
で
心
を
動
か
す

聞
く

 

意
見
を
聞
き
、適
切
さ
を
判
断
す
る

説
明
発
表

報
告
対
話

編
集
発
表

話すこと・聞くこと書くこと総合

「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」「
書
く
こ
と
」の
系
統

各
領
域
の
特
色

話
す・聞
く

書
く

1年

2年

3年

28

79 78情報 × SDGs ● 報道文を比較して読もう

日本

鹿
児
島

沖
縄那

覇
石
垣
島

宮
古
島

屋
久
島

東
シ
ナ
海

太平洋

100km

西
表
島

イ
リ
オ
モ
テ
ヤ
マ
ネ
コ

４島の主な固有種

沖
縄
島
北
部

ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ

奄
美
大
島

ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ

徳
之
島

ト
ク
ノ
シ
マ
ト
ゲ
ネ
ズ
ミ

陸
の
豊
か
さ
も

守
ろ
う

報
道
文
を
比
較
し
て
読
も
う

記事A（2022年7月27日）

　
次
の
■A
・
■B
は
、
奄あ
ま

美み

・
沖
縄
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
か
ら
一
年
後
の
状
況
に
つ
い
て

報
じ
た
新
聞
記
事
で
あ
る
。
二
つ
の
記
事
を
比
べ
て
読
み
、
内
容
を
整
理
し
て
、
気
づ
い
た

こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
文
章
に
ま
と
め
て
み
よ
う
。

意
識
を
⾼
め
、
観
光
と
の
両
⽴
を
模
索
す
る
。

　遺
産
登
録
を
追
い
⾵
と
⾒
込
み
、
奄
美
群
島

の
振
興
計
画
で
、
年
間
延
べ
100
万
⼈
の
宿
泊
客

を
⽬
標
に
掲
げ
て
い
た
⿅
児
島
県
。
２
０
１
９

年
に
は
91
万
⼈
に
達
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
受

け
20
年
は
60
万
⼈
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。
医
療
体

　マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
や
常
緑
樹
林
の
中
に
、
絶

滅
の
危
機
に
ひ
ん
す
る
95
種
の
動
植
物
が
息
づ

く
唯
⼀
無
⼆
の
⽣
態
系
。
豊
か
な
⾃
然
が
評
価

さ
れ
、
４
島
の
約
４
万
３
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
世

界
⾃
然
遺
産
と
な
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
経
済
効

果
は
⾜
踏
み
状
態
だ
が
、
地
元
は
環
境
保
全
の

　⿅
児
島
県
と
沖
縄
県
の
「
奄
美
⼤お
お

島し
ま

、
徳と
く

之の

島し
ま

、
沖
縄
島
北
部
、
⻄い
り
お
も
て表

島じ
ま

」
の
４
島
が
国
内
５
件

⽬
の
世
界
⾃
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
26
⽇
で
１
年
が
た
っ
た
。
観
光
客
増
に
よ
る
経
済
効
果
が
⾒
込

ま
れ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
伸
び
悩
む
。
多
様
な
⾃
然
の
魅
⼒
を
多
く
の
⼈
に
発
信

し
、
ど
う
次
世
代
に
継
承
す
る
か
も
課
題
だ
。

世
界
⾃
然
遺
産
１
年

　経
済
効
果 

コ
ロ
ナ
禍
が
逆
風

奄美・沖縄　保全と観光

新緑に覆われた沖縄本島北部の森

道路脇に張られた動物侵⼊防⽌ネットと、
絶滅危惧種アマミノクロウサギ＝５月、鹿
児島・奄美大島

制
が
脆ぜ
い

弱じ
ゃ
く

な
離
島
で
は
感
染
へ
の
警
戒
感
が

強
く
、
Ｐ
Ｒ
が
難
し
か
っ
た
こ
と
も
逆
⾵
に

な
っ
た
。

希
少
種
の
事
故
死

　「結
果
的
に
ツ
ア
ー
客
が
殺
到
し
な
か
っ
た

の
は
よ
か
っ
た
⾯
も
あ
る
」。
奄
美
⼤
島
で
エ

コ
ツ
ア
ー
を
⾏
う
奄
美
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

の
代
表
は
打
ち
明
け
る
。
観
光
客
が
⾃
然
遺
産

地
域
に
⽴
ち
⼊
り
、
動
植
物
に
影
響
が
出
る
の

を
⼼
配
し
て
い
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
来
島
者
が
激

減
し
た
２
年
間
を
準
備
期
間
と
捉
え
、「
客
が

増
え
て
も
分
散
し
て
⾃
然
観
察
が
で
き
る
よ

う
、
ガ
イ
ド
先
の
候
補
を
探
し
て
い
る
」。

　観
光
需
要
増
に
伴
う
⽣
態
系
へ
の
ダ
メ
ー
ジ

は
登
録
前
か
ら
懸け

念ね
ん

材
料
だ
っ
た
。
国
連
教
育

科
学
⽂
化
機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
）
の
世
界
遺
産
委

員
会
は
登
録
に
あ
た
り
、
希
少
種
の
交
通
事
故

死
の
対
策
や
、
沖
縄
県
・
⻄
表
島
に
お
け
る
観

光
客
の
上
限
設
定
な
ど
四
つ
の
課
題
を
指
摘
。

政
府
に
今
年
12
⽉
ま
で
の
報
告
を
求
め
た
。

　環
境
省
に
よ
る
と
、
21
年
に
死
ん
で
い
る
の

が
⾒
つ
か
っ
た
絶
滅
危
惧
種
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ

サ
ギ
は
計
174
匹
で
過
去
最
多
。
道
路
脇
に
動
物

侵
⼊
防
⽌
ネ
ッ
ト
を
張
る
な
ど
し
た
が
、
同
省

奄
美
野
⽣
⽣
物
保
護
セ
ン
タ
ー
は
「
事
故
は
な

か
な
か
減
ら
な
い
」
と
危
惧
。
21
年
秋
か
ら
、

夜
間
に
⼭
あ
い
の
道
を
⾛
る
⾞
の
数
を
制
限
す

る
ル
ー
ル
も
試
⾏
さ
れ
た
。

「
量
よ
り
質
」
⽬
標

　地
域
の
危
機
感
も
強
い
。
奄
美
で
は
官
⺠
連

携
で
、
⾃
然
遺
産
地
域
へ
の
⽴
ち
⼊
り
⼈
数
を

制
限
。
講
習
を
修
了
し
た
認
定
ガ
イ
ド
の
同
⾏

を
求
め
る
ル
ー
ル
を
整
備
し
た
。
⻄
表
島
で
も

昨
年
、
観
光
客
の
管
理
や
希
少
種
保
護
を
⽬
的

に
、
⽵た
け

富と
み

町ち
ょ
う

と
観
光
団
体
な
ど
が
「
⻄
表
財

団
」
を
設
⽴
し
た
。

　貴
重
な
⾃
然
を
守
り
、
い
か
に
「
持
続
可
能

な
観
光
」
を
実
現
す
る
か
。
⿅
児
島
県
Ｐ
Ｒ
観

光
課
は
「
⼀
過
性
の
盛
り
上
が
り
に
せ
ず
『
量

よ
り
質
』
の
観
光
を
⽬
ざ
す
。
⾃
然
や
⽂
化
を

じ
っ
く
り
味
わ
っ
て
も
ら
い
、
現
地
で
の
消
費

⾏
動
に
も
つ
な
げ
た
い
」
と
し
た
。

どう両立

４島の主な固有種（鹿児島・奄美大島、徳
之島、沖縄・沖縄島、西表島）

情報

× SDGs

や

く
し
ま

な

は

い
し
が
き
じ
ま

み
や
こ
じ
ま

79 78情報 × SDGs ● 情報収集の達人になろう

食品ロス

共生

INTRODUCTION

SHIRATO Keiichi MASUDA Junko

5419.7

2,965

9,780

13.4 24.9
17.2 25.5

04      JUNE 2022 JUNE 2022      05

⬇ 

図
書
館
で
調
べ
る

情
報
×
S
D
G
s

海洋汚染

　
世
界
に
は
、
よ
り
よ
い
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
解
決
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
が
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
十
七
の
目
標
か
ら
興
味
を
も
っ
た
も
の
を
選
び
、
今
、
自

分
に
で
き
る
こ
と
を
調
べ
て
、「
行
動
宣
言
」
に
ま
と
め
よ
う
。

情
報
収
集
の
達
人
に
な
ろ
う

　
　 私
の「
Ｓエ

ス

Ｄデ
ィ
ー

Ｇジ
ー

ｓズ

行
動
宣
言
」

情報

生物
多様性

21% 14% 26%

▶ �国連が定めた S�D�G�s（持続可能な開発目標）は、私たちの

社会が直面する、さまざまな課題の解決を目ざしている。

「J
ジャイカ

ICA�M
マ ガ ジ ン

agazine」（2022 年 6月号、p.4-5）

気候変動

東京都福
ふく

祉
し

保健局ポスター

「世界がぐっと近くなる
SDGs とボクらをつなぐ本」

環
かん

境
きょう

省「環境省レッドリスト 2020 掲
けい

載
さい

種数表」を基に作成
■�絶滅危惧種の割合

哺
ほ

乳
にゅう

類 鳥類 植物
（一
いっ

般
ぱん

的な草木）

日本の絶
ぜつ

滅
めつ

危
き

惧
ぐ

種：3716種 2020 年現在
※海洋生物を除く

調
べ
る
テ
ー
マ
を
決
め
る

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
十
七
の
目
標
を
手
が
か
り
に
、

日
常
生
活
の
中
で
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
や
、
テ

レ
ビ
や
新
聞
で
見
て
、
も
っ
と
詳
し
く
知
り
た

い
と
感
じ
た
問
題
を
書
き
出
そ
う
。

［
日
常
生
活
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
結
び
付
け
た
例
］

　
町
で
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
身
に

付
け
て
い
る
人
を
見
か
け
た
。

ど
ん
な
意
味
な
ん
だ
ろ
う
。
何

か
手
伝
え
る
こ
と
は
な
い
か
な
。

　
い
つ
も
マ
イ
バ
ッ
グ
を
使
っ

て
い
る
け
ど
、
そ
も
そ
も
、
な

ぜ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
減
ら

す
必
要
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

⬇ ⬇

国際協力

⬇ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
る

1

発
想
を
広
げ
る

282
ページ

世界の平均気温の変化

気象庁「世界の年平均気温偏
へん

差
さ

」を基
もと

に作成
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実
生
活
に
生
き
る
情
報
活
用
能
力
を

各
領
域
の
特
色

情
報

2年 P133
「適切な根拠を選んで書こう」

2年 P129
「モアイは語る」 思

考
の
レ
ッ
ス
ン
・
情
報
整
理
の
レ
ッ
ス
ン

情
報
×
S 

D 

G 

s

133 論理を捉えて ● 適切な根拠を選んで書こう

133ページ

根拠・構成
55ページ
情報整理

225ページ
表現の効果

110ページ
表現の工夫

233ページ
学びの価値づけ

学びの
カギ

適
切
な
根
拠
を
選
び
、
構
成
を
工
夫
す
る

⃝
�

適
切
な
根
拠
を
選
び
、「
理
由
づ
け
」
を
合
わ
せ
て
示

す
こ
と
で
、
意
見
の
説
得
力
が
高
ま
る
。

　
・�

正
確
で
客
観
的
な
事
実
を
根
拠
と
し
て
い
る
か
。

　
・�

根
拠
と
意
見
を
無
理
な
く
結
び
付
け
る
「
理
由
づ

け
」 

が
示
せ
る
か
。

　
・
根
拠
と
理
由
づ
け
を
複
数
示
せ
る
か
。

⃝
�

意
見
が
明
確
に
伝
わ
る
よ
う
に
、
構
成
を
工
夫
す
る
。

　
・�

ま
ず
、
文
章
の
構
成
（
序
論
ー
本
論
ー
結
論
、「
頭

括
型
」「
尾
括
型
」「
双
括
型
」
な
ど
）
を
決
め
る
。

　
・�

意
見
、
根
拠
、
理
由
づ
け
、
想
定
さ
れ
る
反
論
と

そ
れ
に
対
す
る
意
見
な
ど
の
要
素
を
、
ど
の
順
序

で
述
べ
る
と
わ
か
り
や
す
い
か
を
考
え
る
。

　
・�

段
落
相
互
の
関
係
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
接
続

詞
や
順
序
を
表
す
言
葉
な
ど
を
活
用
す
る
。

思
考
の
レ
ッ
ス
ン
１

　
根
拠
の
吟
味

130
ページ

学
び
の

地
図

「
学
び
の
カ
ギ
」一
覧

280
ページ

　
ど
う
し
た
ら
説
得
力
の
あ
る

意
見
文
に
な
る
だ
ろ
う
。
ど
ん

な
根
拠
が
あ
る
と
よ
い
か
な
。

課題 若者の投票率を上げるには、どうすればよいか。

【
構
成
の
例（
双
括
型
）】

意見
中学校の授業で、模擬選挙を行うべきだ。

根拠１

理由づけ

若者の意識調査（総務省）の結果
・関心の低さ
・選挙の意義への理解不足

根拠２

理由づけ

　
○
○
に
つ
い
て
、
私
は
…
…
と

考
え
る
。

意
見

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
私
は
、

…
…
と
考
え
る
。

意
見

　
第
一
に
、
…
…
（
だ
か
ら
）
だ
。

理
由
づ
け

根
拠
１

　
第
二
に
、
…
…
（
だ
か
ら
）
だ
。

理
由
づ
け

根
拠
２

　
こ
れ
に
対
し
て
、
…
…
と
い
う

考
え
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

…
…
。

反
論

………………………
………………………

…………………………………
…………………………………

　模擬選挙を行うことで、
選挙の意義を知り、関心
を高めることができる。

129 論理を捉えて ● モアイは語る

言の
葉ポケット

　環境問題を論じるときに使われる漢語を本文中から探し、短文を
作ってみよう。（例「資源」「破壊」「消滅」など）

【論理の展開を吟味する観点】

そ
の
根
拠
に
、
疑
う
余
地
は
な
い
か
。

⃝
�

論
理
の
展
開
と
は
、
意
見
や
主
張
を
導
く
た

め
の
、
筋
道
の
通
っ
た
考
え
の
進
め
方
の
こ

と
で
あ
る
。

⃝
�

論
説
を
読
む
と
き
に
は
、
筆
者
の
意
見
と
そ

れ
を
支
え
る
根
拠
を
捉
え
る
こ
と
が
必
要
だ
。

⃝
�

そ
の
う
え
で
、
示
さ
れ
た
根
拠
の
正
確
性
や

客
観
性
、
根
拠
と
意
見
の
結
び
付
き
（「
理
由

づ
け
」）�

な
ど
を
吟
味
し
、
信
頼
性
を
判
断

す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

【
学
習
で
用
い
る
言
葉
】

論
理

　
考
え
を
進
め
て
い
く
筋
道
や
、
思
考
の
組

み
立
て
の
こ
と
。

129ページ

論理の展開の吟味
51ページ
文章と図表

179ページ
文章の比較

論
理
の
展
開
を
吟
味
す
る

学びの
カギ

ポリネシア人

化石人骨の分析
栽培植物の分析

筆者の意見を
裏づける根拠
として適切か。

根拠を意見と結び付ける 
「理由づけ」に無理はないか。

問い① モアイを作ったのは誰か

イースター島の（このような）運命は、
私たちにも無縁なことではない。

問い②�モアイをどうやって……

答え①

イースター島で起きた出来事

地球の未来

思
考
の
レ
ッ
ス
ン
１

　
根
拠
の
吟
味

130
ページ

意見

理由づけ

根拠

意見（結論）

根拠（本論）

吟味

吟味

「
学
び
の
カ
ギ
」一
覧

278
ページ

学
び
の

地
図

131 130思考のレッスン 1 ● 根拠の吟味

思
考
の
視
覚
化

情
報
整
理
の
レ
ッ
ス
ン

具
体
と
抽
象

思
考
の
レ
ッ
ス
ン
2

180
ページ

52
ページ

　
意
見
を
読
ん
だ
り
、
聞
い
た
り
す
る

と
き
に
は
、
次
の
点
を
確
認
し
よ
う
。

�

客
観
的
で
信
頼
性
の
高
い
事
実
を

根
拠
と
し
て
い
る
か
。

�

適
切
な「
理
由
づ
け
」
を
明
確
に
示

し
て
い
る
か
。

�

適
切
な
根
拠
と
「
理
由
づ
け
」
を
、

複
数
提
示
し
て
い
る
か
。

チェックポイント 情報

130

吟
ギ
ン

130

把
ハ

131

致
チい

た
す

新
出
漢
字

問
題
１
▼
次
の
文
章
を
根
拠
と
「
理

由
づ
け
」
の
観
点
で
吟
味
し
、
問
題

点
や
、
不
足
し
て
い
る
情
報
を
指
摘

し
よ
う
。

①  

給
食
の
メ
ニ
ュ
ー
に
、
地
域
の
伝

統
食
を
取
り
入
れ
る
べ
き
だ
。
生

徒
総
会
で
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
過

半
数
の
支
持
を
得
た
か
ら
だ
。

②  

あ
な
た
は
こ
の
本
を
買
う
べ
き
だ
。

こ
の
本
を
買
っ
た
三
人
の
読
者
が

全
員
、「
役
に
立
っ
た
」
と
言
っ

て
い
る
か
ら
だ
。

③  

中
学
校
の
体
育
で
、
サ
ッ
カ
ー
を

す
る
時
間
を
増
や
す
べ
き
だ
。

サ
ッ
カ
ー
を
通
し
て
、
ク
ラ
ス
メ

イ
ト
と
の
き
ず
な
を
深
め
ら
れ
る

か
ら
だ
。

■
根
拠
の
適
切
さ
を
吟
味
す
る

　
文
章
を
読
ん
だ
り
、
話
を
聞
い
た
り
す
る
と
き
に
は
、

筆
者
や
話
し
手
の
意
見
が
、
ど
ん
な
根
拠
に
基
づ
き
、

意
見
と
ど
の
よ
う
に
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
か
（「
理
由

づ
け
」）
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
う
え
で
、

示
さ
れ
た
根
拠
や
「
理
由
づ
け
」
が
適
切
か
ど
う
か
を
、

次
の
よ
う
な
観
点
で
吟
味
し
て
み
よ
う
。

問
題
２
▼
次
の
①
〜
④
の
う
ち
、

幾
つ
か
の
事
柄
を
使
っ
て
、
Ａ
さ
ん

の
意
見
の
説
得
力
を
高
め
よ
う
。

①  

手
紙
に
は
、
封
筒
と
便
箋
を
選
ぶ

楽
し
み
が
あ
る
。

②  

手
紙
は
、
も
ら
っ
た
人
が
何
度
も

読
み
返
す
こ
と
が
で
き
る
。

③  

手
紙
は
、
時
間
を
か
け
て
言
葉
を

選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

④  

私
な
ら
、
電
話
よ
り
も
手
紙
を
も

ら
っ
た
ほ
う
が
う
れ
し
い
。

■�

意
見
の
説
得
力
を
高
め
る
に
は

　
適
切
な
根
拠
を
「
理
由
づ
け
」
と
と
も
に

示
す
こ
と
で
、
意
見
の
説
得
力
が
高
ま
る
。

⃝
 

客
観
的
で
信
頼
性
の
高
い
事
実
を
根
拠
と

す
る
。

　
→ 

主
観
や
解
釈
が
入
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

⃝
 

適
切
な
「
理
由
づ
け
」
を
示
す
。

　
→  

根
拠
と
し
た
事
実
が
、
ど
の
よ
う
に
意

見
を
支
え
て
い
る
か
を
明
確
に
す
る
。

⃝
 

根
拠
と
「
理
由
づ
け
」
を
複
数
用
意
す
る
。

　
→  

複
数
の
根
拠
と
「
理
由
づ
け
」
が
導
く

答
え
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
示
せ
ば
、

意
見
の
信
頼
性
が
高
ま
る
。

根
拠
の
吟
味

思
考
の
レ
ッ
ス
ン
1

①

客
観
的
な
事
実
を
根
拠
と
し
て
い
る
か

②

根
拠
と
す
る
事
実
に
信
頼
が
置
け
る
か

③

適
切
な
「
理
由
づ
け
」
が
示
さ
れ
て
い
る
か

　
私
た
ち
の
ク
ラ
ス
は
、
今
年
の
文
化
祭
で
、

ダ
ン
ス
に
取
り
組
む
べ
き
だ
。

意見

　
ダ
ン
ス
が
い
ち
ば
ん
盛
り
上
が
る

か
ら
。　

ど
う
し
て
、
そ
う
言
い
切
れ
る
の
。

　
同
じ
グ
ル
ー
プ
の
友
達
に
き
い
た

ら
、
み
ん
な
、
ダ
ン
ス
が
好
き
だ
と

言
っ
て
い
た
か
ら
。

　
他
の
グ
ル
ー
プ
の
人
は
ど
う
か
な
。

　
ク
ラ
ス
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、

ダ
ン
ス
に
取
り
組
み
た
い
と
い
う
回

答
が
三
割
を
超
え
た
か
ら
。

　
三
割
は
多
い
の
か
な
。
多
数
派
な

ら
根
拠
に
な
る
け
ど
、「
理
由
づ
け
」

が
な
い
と
判
断
で
き
な
い
…
…
。

A
さ
ん
の
意
見

　
私
は
、
友
達
に
謝
る
と
き
に

は
、
電
話
よ
り
手
紙
で
気
持
ち

を
伝
え
た
ほ
う
が
よ
い
と
考
え

る
。
手
紙
の
ほ
う
が
、
思
い
や

考
え
が
伝
わ
る
か
ら
だ
。

　クラスの演目で
は、クラスの皆が
やりたいことに取
り組むべきだから。

　文化祭では、在
校生に楽しんでも
らえる演目を選ん
だほうがよいから。

　私たちのクラスは、今年の文化祭で、ダンスに取り組むべきだ。

意見

理由づけ理由づけ

　昨年度の在校生全員へ
のアンケートでは、「ダン
スが楽しかった。」と答
えた人が最も多かった。

　クラスの約６割の人が、
体育の授業でダンスを選
択している。

　クラスでアンケートを�
取った結果、「文化祭では
ダンスに取り組みたい。」
という声が8割に達した。

根拠３根拠２根拠１

客観的で信頼性の高い事実を複数示すのが理想

「理由づけ」
（意見と根拠
の結び付き）
を明確にする。

「理由づけ」
（意見と根拠
の結び付き）
を明確にする。

漢
字
の

練
習

79 78情報× SDGs ● 情報収集の達人になろう
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⬅ 

図
書
館
で
調
べ
る

情
報
×
S
D
G
s

海洋汚染

　
世
界
に
は
︑
よ
り
よ
い
社
会
の
実
現
に
向
け
て
︑
解
決
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
︑
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
が
あ
る
︒
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
十
七
の
目
標
か
ら
興
味
を
も
�
た
も
の
を
選
び
︑
今
︑
自

分
に
で
き
る
こ
と
を
調
べ
て
︑﹁
行
動
宣
言
﹂
に
ま
と
め
よ
う
︒

情
報
収
集
の
達
人
に
な
ろ
う

　
　

 

私
の﹁
Ｓエ

ス

Ｄデ
ィ
ー

Ｇジ
ー

ｓズ

行
動
宣
言
﹂

情報

生物
多様性

21% 14% 26%

▶ �国連が定めた S�D�G�s（持続可能な開発目標）は、私たちの

社会が直面する、さまざまな課題の解決を目ざしている。

「J
ジャイカ

ICA�M
マ ガ ジ ン

agazine」（2022 年 6月号、p.4-5）

気候変動

東京都福
ふく

祉
し

保健局ポスター

「世界がぐっと近くなる
SDGs とボクらをつなぐ本」

環
かん

境
きょう

省「環境省レッドリスト 2020 掲
けい

載
さい

種数表」を基に作成
■�絶滅危惧種の割合

哺
ほ

乳
にゅう

類 鳥類 植物
（一
いっ

般
ぱん

的な草木）

日本の絶
ぜつ

滅
めつ

危
き

惧
ぐ

種：3716種 2020 年現在
※海洋生物を除く

調
べ
る
テ
�
マ
を
決
め
る

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
十
七
の
目
標
を
手
が
か
り
に
、

日
常
生
活
の
中
で
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
や
、
テ

レ
ビ
や
新
聞
で
見
て
、
も
っ
と
詳
し
く
知
り
た

い
と
感
じ
た
問
題
を
書
き
出
そ
う
。

﹇
日
常
生
活
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
結
び
付
け
た
例
﹈

　
町
で
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
身
に

付
け
て
い
る
人
を
見
か
け
た
。

ど
ん
な
意
味
な
ん
だ
ろ
う
。
何

か
手
伝
え
る
こ
と
は
な
い
か
な
。

　
い
つ
も
マ
イ
バ
ッ
グ
を
使
っ

て
い
る
け
ど
、
そ
も
そ
も
、
な

ぜ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
減
ら

す
必
要
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

⬇ ⬇

国際協力

⬅ 

イ
ン
タ
�
ネ
�
ト
で
調
べ
る

二次元コード

が入ります。

1

発
想
を
広
げ
る

282
ページ

世界の平均気温の変化

気象庁「世界の年平均気温偏
へん

差
さ

」を基
もと

に作成
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77 76情報 × SDGs ● メディアの特徴を生かして情報を集めよう

　
同
じ
S‌

N‌

S
で
も
、
信
頼
性
が

高
そ
う
な
投
稿
も
あ
れ
ば
、
そ
う

で
は
な
さ
そ
う
な
投
稿
も
あ
る
ね
。

　時や場合に応じて、必要な
情報が得られるメディアを選
べるようにしよう。

情
報
×
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

メ
デ
ィ
ア
の
特
徴
を
生
か
し
て
情
報
を
集
め
よ
う

　
災
害
時
に
お
け
る
情
報
収
集

情報

　
左
は
、
台
風
に
関
す
る
各
メ
デ
ィ
ア
の
情
報
発
信
の
例
で
あ
る
。

▼
各
メ
デ
ィ
ア
の
速
報
性
、
詳
細
さ
、
信
頼
性
を
、
★
の
数
で
評
価
し
よ
う
。

▼
本
、
雑
誌
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
、
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
、
S‌

N‌

S
、
ラ
ジ
オ
の
特
徴
を

踏
ま
え
て
、
次
の
場
合
に
は
ど
の
メ
デ
ィ
ア
を
選
ぶ
と
よ
い
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

　
❶ 

普
段
か
ら
の
備
え

　
❷ 

台
風
発
生
時

　
❸ 

台
風
上
陸
・
直
撃
時

例 ⃝

❶  

普
段
か
ら
の
備
え
の
場
合
…
…
情
報
の
詳
細
さ
、
信
頼
性
を
重
視
。 

→
防
災
に
関
す
る
本
や
雑
誌
、
自
治
体
発
行
の
広
報
誌
や
冊
子
な
ど
。

住
み
続
け
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り
を

気
候
変
動
に

具
体
的
な
対
策
を

× SDGs

SNS（自治体の公式アカウント）
2022 年 7 月 5日 10 時 56 分配信

⃝速報性 
⃝詳細さ 
⃝信頼性 

⃝速報性 
⃝詳細さ 
⃝信頼性 

気象庁ウェブサイト
2022 年 7 月 5日 8 時 00 分配信

⃝速報性 
⃝詳細さ 
⃝信頼性 

新聞
2022 年 7 月 5日朝刊

本
2021 年 2 月 28 日発行

テレビニュース
2022 年 7 月 5日 9 時 00 分放送

SNS（個人のアカウント）
2022 年 7 月 5日 15 時 53 分配信

⃝速報性 
⃝詳細さ 
⃝信頼性 

⃝速報性 
⃝詳細さ 
⃝信頼性 

2022 年 7月 5日 15:53

台風近づいているのかな、うちの近
所も風が強くなってきた！
みんなも今のうちに庭の鉢植えを回
収したほうがいいかも。

2022 年 7月 5日 10:56

2022 年 07 月 05 日 10 時 56 分
大阪管区気象台 発表
令和４年　台風第４号に関する大阪
府気象情報が発表されました。
台風第４号から変わった温帯低気圧
の影響で、大雨となるおそれがあり
ます。大阪府では６日明け方にかけ
て低い土地の浸

しん

水
すい

や土砂災害、河
か

川
せん

の増水に十分注意してください。

はるか
@xxxxx_xxx

おおさか防災ネット（大阪府）
@osaka_bousai

おおさか
防災ネット

気象庁「キキクル」を基に作成。

台風 4 号 九州へ上陸
大雨に厳重な警戒を

NEWS

⃝速報性 
⃝詳細さ 
⃝信頼性 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用

285
ページ

H

　クラスの演目で
は、クラスの皆が
やりたいことに取
り組むべきだから。

　文化祭では、在
校生に楽しんでも
らえる演目を選ん
だほうがよいから。

　私たちのクラスは、今年の文化祭で、ダンスに取り組むべきだ。

意見

理由づけ理由づけ

　昨年度の在校生全員へ
のアンケートでは、「ダン
スが楽しかった。」と答
えた人が最も多かった。

　クラスの約６割の人が、
体育の授業でダンスを選
択している。

　クラスでアンケートを 
取った結果、「文化祭では
ダンスに取り組みたい。」
という声が8割に達した。

根拠３根拠２根拠１

客観的で信頼性の高い事実を複数示すのが理想

「理由づけ」
（意見と根拠
の結び付き）
を明確にする。

「理由づけ」
（意見と根拠
の結び付き）
を明確にする。

習得
する

活用
する

　文
章
に
お
け
る
「
情
報
の
扱
い
方
」
を
具
体
例
や
図
解
で
示
し

ま
し
た
。
他
領
域
と
も
連
携
し
て
、
学
び
を
深
め
ら
れ
ま
す
。

　S 

D 

G 

s
を
題
材
に
、
三
学
年
を
通
し
て
情
報
活
用
能
力
を
養
う

教
材
を
新
設
し
ま
し
た
。
社
会
へ
と
視
野
を
広
げ
、
生
徒
の
実
生
活
や

将
来
に
生
き
る
情
報
活
用
の
方
法
を
学
び
ま
す
。

他の領域と
用語や色使い
を統一

2年 P130「思考のレッスン 1 根拠の吟味」

3年 P 78「報道文を比較して読もう」

1年 P 78
「情報収集の
達人になろう」

理解を
深める

2年 P 76
「メディアの特徴を
生かして情報を集めよう」

情報収集・
情報整理

1年

報道文を
比較する

3年

メディアの
特性を知る

2年

79 78情報 × SDGs ● 報道文を比較して読もう

日本

鹿
児
島

沖
縄那

覇
石
垣
島

宮
古
島

屋
久
島

東
シ
ナ
海

太平洋

100km

西
表
島

イ
リ
オ
モ
テ
ヤ
マ
ネ
コ

４島の主な固有種

沖
縄
島
北
部

ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ

奄
美
大
島

ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ

徳
之
島

ト
ク
ノ
シ
マ
ト
ゲ
ネ
ズ
ミ

陸
の
豊
か
さ
も

守
ろ
う

報
道
文
を
比
較
し
て
読
も
う

記事A（2022年7月27日）

　
次
の
■A
・
■B
は
、
奄あ
ま

美み

・
沖
縄
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
か
ら
一
年
後
の
状
況
に
つ
い
て

報
じ
た
新
聞
記
事
で
あ
る
。
二
つ
の
記
事
を
比
べ
て
読
み
、
内
容
を
整
理
し
て
、
気
づ
い
た

こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
文
章
に
ま
と
め
て
み
よ
う
。

意
識
を
⾼
め
、
観
光
と
の
両
⽴
を
模
索
す
る
。

　遺
産
登
録
を
追
い
⾵
と
⾒
込
み
、
奄
美
群
島

の
振
興
計
画
で
、
年
間
延
べ
100
万
⼈
の
宿
泊
客

を
⽬
標
に
掲
げ
て
い
た
⿅
児
島
県
。
２
０
１
９

年
に
は
91
万
⼈
に
達
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
受

け
20
年
は
60
万
⼈
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。
医
療
体

　マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
や
常
緑
樹
林
の
中
に
、
絶

滅
の
危
機
に
ひ
ん
す
る
95
種
の
動
植
物
が
息
づ

く
唯
⼀
無
⼆
の
⽣
態
系
。
豊
か
な
⾃
然
が
評
価

さ
れ
、
４
島
の
約
４
万
３
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
世

界
⾃
然
遺
産
と
な
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
経
済
効

果
は
⾜
踏
み
状
態
だ
が
、
地
元
は
環
境
保
全
の

　⿅
児
島
県
と
沖
縄
県
の
「
奄
美
⼤お
お

島し
ま

、
徳と
く

之の

島し
ま

、
沖
縄
島
北
部
、
⻄い
り
お
も
て表

島じ
ま

」
の
４
島
が
国
内
５
件

⽬
の
世
界
⾃
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
26
⽇
で
１
年
が
た
っ
た
。
観
光
客
増
に
よ
る
経
済
効
果
が
⾒
込

ま
れ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
伸
び
悩
む
。
多
様
な
⾃
然
の
魅
⼒
を
多
く
の
⼈
に
発
信

し
、
ど
う
次
世
代
に
継
承
す
る
か
も
課
題
だ
。

世
界
⾃
然
遺
産
１
年

　経
済
効
果 

コ
ロ
ナ
禍
が
逆
風

奄美・沖縄　保全と観光

新緑に覆われた沖縄本島北部の森

道路脇に張られた動物侵⼊防⽌ネットと、
絶滅危惧種アマミノクロウサギ＝５月、鹿
児島・奄美大島

制
が
脆ぜ
い

弱じ
ゃ
く

な
離
島
で
は
感
染
へ
の
警
戒
感
が

強
く
、
Ｐ
Ｒ
が
難
し
か
っ
た
こ
と
も
逆
⾵
に

な
っ
た
。

希
少
種
の
事
故
死

　「結
果
的
に
ツ
ア
ー
客
が
殺
到
し
な
か
っ
た

の
は
よ
か
っ
た
⾯
も
あ
る
」。
奄
美
⼤
島
で
エ

コ
ツ
ア
ー
を
⾏
う
奄
美
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

の
代
表
は
打
ち
明
け
る
。
観
光
客
が
⾃
然
遺
産

地
域
に
⽴
ち
⼊
り
、
動
植
物
に
影
響
が
出
る
の

を
⼼
配
し
て
い
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
来
島
者
が
激

減
し
た
２
年
間
を
準
備
期
間
と
捉
え
、「
客
が

増
え
て
も
分
散
し
て
⾃
然
観
察
が
で
き
る
よ

う
、
ガ
イ
ド
先
の
候
補
を
探
し
て
い
る
」。

　観
光
需
要
増
に
伴
う
⽣
態
系
へ
の
ダ
メ
ー
ジ

は
登
録
前
か
ら
懸け

念ね
ん

材
料
だ
っ
た
。
国
連
教
育

科
学
⽂
化
機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
）
の
世
界
遺
産
委

員
会
は
登
録
に
あ
た
り
、
希
少
種
の
交
通
事
故

死
の
対
策
や
、
沖
縄
県
・
⻄
表
島
に
お
け
る
観

光
客
の
上
限
設
定
な
ど
四
つ
の
課
題
を
指
摘
。

政
府
に
今
年
12
⽉
ま
で
の
報
告
を
求
め
た
。

　環
境
省
に
よ
る
と
、
21
年
に
死
ん
で
い
る
の

が
⾒
つ
か
っ
た
絶
滅
危
惧
種
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ

サ
ギ
は
計
174
匹
で
過
去
最
多
。
道
路
脇
に
動
物

侵
⼊
防
⽌
ネ
ッ
ト
を
張
る
な
ど
し
た
が
、
同
省

奄
美
野
⽣
⽣
物
保
護
セ
ン
タ
ー
は
「
事
故
は
な

か
な
か
減
ら
な
い
」
と
危
惧
。
21
年
秋
か
ら
、

夜
間
に
⼭
あ
い
の
道
を
⾛
る
⾞
の
数
を
制
限
す

る
ル
ー
ル
も
試
⾏
さ
れ
た
。

「
量
よ
り
質
」
⽬
標

　地
域
の
危
機
感
も
強
い
。
奄
美
で
は
官
⺠
連

携
で
、
⾃
然
遺
産
地
域
へ
の
⽴
ち
⼊
り
⼈
数
を

制
限
。
講
習
を
修
了
し
た
認
定
ガ
イ
ド
の
同
⾏

を
求
め
る
ル
ー
ル
を
整
備
し
た
。
⻄
表
島
で
も

昨
年
、
観
光
客
の
管
理
や
希
少
種
保
護
を
⽬
的

に
、
⽵た
け

富と
み

町ち
ょ
う

と
観
光
団
体
な
ど
が
「
⻄
表
財

団
」
を
設
⽴
し
た
。

　貴
重
な
⾃
然
を
守
り
、
い
か
に
「
持
続
可
能

な
観
光
」
を
実
現
す
る
か
。
⿅
児
島
県
Ｐ
Ｒ
観

光
課
は
「
⼀
過
性
の
盛
り
上
が
り
に
せ
ず
『
量

よ
り
質
』
の
観
光
を
⽬
ざ
す
。
⾃
然
や
⽂
化
を

じ
っ
く
り
味
わ
っ
て
も
ら
い
、
現
地
で
の
消
費

⾏
動
に
も
つ
な
げ
た
い
」
と
し
た
。

どう両立

４島の主な固有種（鹿児島・奄美大島、徳
之島、沖縄・沖縄島、西表島）

情報

× SDGs

や

く
し
ま

な

は

い
し
が
き
じ
ま

み
や
こ
じ
ま

関
連
す
る
S 

D 

G 

s
の
目
標
を

教
材
内
に
示
し
ま
し
た
。

読 む

書く

29



いにしえの心を受け継ぐ ● 夏草161 | 160 159 | 158
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芭蕉の旅

「
お
く
の
ほ
そ
道
」俳
句
地
図

夏
草
や
兵
つ
は
も
のど
も
が
夢
の
跡 

162
ページ

卯う

の
花
に
兼か
ね

房ふ
さ

見
ゆ
る
白し
ら
が毛
か
な 

曾そ

良ら 

163
ページ

五さ
み
だ
れ

月
雨
の
降
り
残
し
て
や
光ひ
か
り

堂だ
う 

163
ページ

平ひ
ら

泉い
ず
み

　 

5
／
13

平泉地図

　
馬
を
引
い
て
い
る
人
よ
、
私
を
乗
せ

て
那
須
野
を
進
ん
で
き
た
馬
を
横
に
向

け
て
く
れ
。
野
の
横
の
方
で
ほ
と
と
ぎ

す
が
鳴
い
た
か
ら
。

野
を
横
に
馬
牽ひ
き

む
け
よ
ほ
と
と
ぎ
す

那な

須す

　 

4
／
16
・
17

　
静
か
な
こ
と
だ
。
よ
う
や
く
登
っ
て

き
た
山
上
の
寺
に
た
だ
聞
こ
え
る
せ
み

の
声
が
、
岩
に
し
み
込
ん
で
い
く
よ
う

に
感
じ
ら
れ
る
。

閑し
づ

か
さ
や
岩
に
し
み
入
る
蟬せ
み

の
声

立り
っ

石し
ゃ
く

寺じ

　 

5
／
27

注

　

�

・
青
字
の
日
付
は
旅
程
。
深
川
と
大
垣
（
９
／
６
）
は
出
発
日
。

・�「
お
く
の
ほ
そ
道
」
の
旅
で
の
、
敦
賀
か
ら
大
垣
ま
で
の
経
路
に
は

諸
説
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
有
力
な
二
つ
の
説
を
記
す
こ
と
と
す
る
。

　
梅つ

ゆ雨
を
集
め
て
水
か
さ
を
増
し
た
川

の
水
が
、
急
流
と
な
っ
て
下
っ
て
い
く
。

こ
れ
こ
そ
が
話
に
聞
い
て
い
た
最
上
川

な
の
だ
な
あ
。

五
月
雨
を
あ
つ
め
て
早
し
最
上
川

最も

上が
み

川

　 

6
／
3

　
日
本
海
の
荒
波
は
激
し
い
。
故
郷
を

離
れ
て
暮
ら
す
人
が
多
い
佐さ

渡ど�

島し
ま

の

上
に
は
、
牽け
ん

牛ぎ
ゅ
う

と
織し

ょ
く

女じ
ょ

が
年
に
一
度
出

会
う
と
い
う
伝
説
の
あ
る
天
の
川
が
大

き
く
横
た
わ
っ
て
い
る
。

が

荒
海
や
佐さ

渡ど

に
よ
こ
た
ふ
天あ
ま 

河が
は

の

出い
ず
も雲
崎ざ

き

　 

7
／
4

　
い
た
わ
し
い
こ
と
だ
。
昔
、
年
老
い

た
武
将
が
白し
ら
が髪

を
黒
く
染
め
て
戦
い
、

う
た
れ
た
の
は
こ
の
地
で
あ
る
。
今
は
、

そ
の
兜か
ぶ
と

が
あ
っ
た
辺
り
に
、
き
り
ぎ
り

す
が
鳴
く
ば
か
り
だ
。

む
ざ
む
や
な
甲か
ぶ
と

の
下
の
き
り
ぎ
り
す

小こ

松ま
つ

　 

7
／
24
〜
26

　
は
ま
ぐ
り
の
貝
が
蓋
と
身
に
分
か
れ

る
よ
う
に
、
私
た
ち
も
二
手
に
別
れ
、

私
は
遠
く
伊い

勢せ

の
二ふ

た

見み�

浦う
ら

に
向
か
っ

て
い
く
。
行
く
秋
（
晩
秋
）
と
い
う
寂

し
い
季
節
の
中
で
。

が

蛤は
ま
ぐ
りの

ふ
た
み
に
わ
か
れ
行
く
秋
ぞ

大お
お

垣が
き

　 

8
月
下
旬
〜
9
／
6

高館から望んだ北上川

注　�「おくのほそ道」は、必ずしも事実を述べたものでは
なく、文学的脚色があるとされている。

▼現代の成人1日の平均歩行距離（参考）

約4.5km

▼ 1 日の平均歩行距離

約30km

▼ 1 日の最長歩行距離　（白
しろ

石
いし

〜仙
せん

台
だい

間）

約50km

▼総歩行距離

約2,400km
北海道稚

わっか

内
ない

〜沖縄県那
な

覇
は

間と

同じくらい

草
の
戸
も
住
み
替
は
る
代
ぞ
雛ひ
な

の
家 

157
ページ

深ふ
か

川が
わ（

江
戸
）

　  

3
／
27
（
旧
暦
）

経
きょう

蔵
ぞう

（経
きょう

堂
どう

）

北

高
たか

館
だち

金
きんきん

鶏
けいけい

山

平泉駅
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芭蕉の旅

「
お
く
の
ほ
そ
道
」俳
句
地
図

夏
草
や
兵
つ
は
も
のど

も
が
夢
の
跡 

162
ページ

卯う

の
花
に
兼か
ね

房ふ
さ

見
ゆ
る
白し
ら
が毛
か
な 

曾そ

良ら 

163
ページ

五さ
み
だ
れ
月
雨
の
降
り
残
し
て
や
光ひ
か
り

堂だ
う 

163
ページ

平ひ
ら

泉い
ず
み

　 

5
／
13

平泉地図

　
馬
を
引
い
て
い
る
人
よ
、
私
を
乗
せ

て
那
須
野
を
進
ん
で
き
た
馬
を
横
に
向

け
て
く
れ
。
野
の
横
の
方
で
ほ
と
と
ぎ

す
が
鳴
い
た
か
ら
。

野
を
横
に
馬
牽ひ
き

む
け
よ
ほ
と
と
ぎ
す

那な

須す

　 

4
／
16
・
17

　
静
か
な
こ
と
だ
。
よ
う
や
く
登
っ
て

き
た
山
上
の
寺
に
た
だ
聞
こ
え
る
せ
み

の
声
が
、
岩
に
し
み
込
ん
で
い
く
よ
う

に
感
じ
ら
れ
る
。

閑し
づ

か
さ
や
岩
に
し
み
入
る
蟬せ
み

の
声

立り
っ

石し
ゃ
く

寺じ

　 

5
／
27

注

　

�

・
青
字
の
日
付
は
旅
程
。
深
川
と
大
垣
（
９
／
６
）
は
出
発
日
。

・�「
お
く
の
ほ
そ
道
」
の
旅
で
の
、
敦
賀
か
ら
大
垣
ま
で
の
経
路
に
は

諸
説
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
有
力
な
二
つ
の
説
を
記
す
こ
と
と
す
る
。

　
梅つ

ゆ雨
を
集
め
て
水
か
さ
を
増
し
た
川

の
水
が
、
急
流
と
な
っ
て
下
っ
て
い
く
。

こ
れ
こ
そ
が
話
に
聞
い
て
い
た
最
上
川

な
の
だ
な
あ
。

五
月
雨
を
あ
つ
め
て
早
し
最
上
川

最も

上が
み

川

　 

6
／
3

　
日
本
海
の
荒
波
は
激
し
い
。
故
郷
を

離
れ
て
暮
ら
す
人
が
多
い
佐さ

渡ど�

島し
ま

の

上
に
は
、
牽け
ん

牛ぎ
ゅ
う

と
織し

ょ
く

女じ
ょ

が
年
に
一
度
出

会
う
と
い
う
伝
説
の
あ
る
天
の
川
が
大

き
く
横
た
わ
っ
て
い
る
。

が

荒
海
や
佐さ

渡ど

に
よ
こ
た
ふ
天あ
ま 

河が
は

の

出い
ず
も雲

崎ざ
き

　 

7
／
4

　
い
た
わ
し
い
こ
と
だ
。
昔
、
年
老
い

た
武
将
が
白し
ら
が髪
を
黒
く
染
め
て
戦
い
、

う
た
れ
た
の
は
こ
の
地
で
あ
る
。
今
は
、

そ
の
兜か
ぶ
と

が
あ
っ
た
辺
り
に
、
き
り
ぎ
り

す
が
鳴
く
ば
か
り
だ
。

む
ざ
む
や
な
甲か
ぶ
と

の
下
の
き
り
ぎ
り
す

小こ

松ま
つ

　 

7
／
24
〜
26

　
は
ま
ぐ
り
の
貝
が
蓋
と
身
に
分
か
れ

る
よ
う
に
、
私
た
ち
も
二
手
に
別
れ
、

私
は
遠
く
伊い

勢せ

の
二ふ

た

見み�

浦う
ら

に
向
か
っ

て
い
く
。
行
く
秋
（
晩
秋
）
と
い
う
寂

し
い
季
節
の
中
で
。

が

蛤は
ま
ぐ
りの
ふ
た
み
に
わ
か
れ
行
く
秋
ぞ

大お
お

垣が
き

　 

8
月
下
旬
〜
9
／
6

高館から望んだ北上川

注　�「おくのほそ道」は、必ずしも事実を述べたものでは
なく、文学的脚色があるとされている。

▼現代の成人1日の平均歩行距離（参考）

約4.5km

▼ 1 日の平均歩行距離

約30km

▼ 1 日の最長歩行距離　（白
しろ

石
いし

〜仙
せん

台
だい

間）

約50km

▼総歩行距離

約2,400km
北海道稚

わっか

内
ない

〜沖縄県那
な

覇
は

間と

同じくらい

草
の
戸
も
住
み
替
は
る
代
ぞ
雛ひ
な

の
家 

157
ページ
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か

川が
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江
戸
）
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貴
公
子
た
ち
の
失
敗
談

五人の貴公子帝
みかど

かぐや姫

３か月後

　
「
か
ぐ
や
姫
」
と
い
う
題
名
で
も
知
ら
れ
る
「
竹
取
物
語
」。
日
本
最
古
の

物
語
と
い
わ
れ
、
平
安
時
代
の
初
め
頃
に
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

古
典
の
世
界
を
想
像
し
な
が
ら
、「
竹
取
物
語
」
を
読
ん
で
み
よ
う
。

蓬ほ
う

萊ら
い

の
玉
の
枝 

―「
竹た

け

取と
り

物
語
」か
ら

　
作
品
を
音
読
し
、
古
典
の
世
界
を
想
像
し�

よ
う
。�

［
学
習
活
動
］

題 

蓬
萊
の
玉
の
枝

　
根
が
銀
、
茎
が
金
、

実
が
真し

ん

珠じ
ゅ

で
で
き
て
い
る
と
い
わ
れ

る
木
の
枝
。
蓬
萊
（
蓬
萊
山
）
は
、

古
代
中
国
の
伝
説
上
の
理
想
郷
で
、

中
国
か
ら
見
て
東
の
海
（
東
海
）
に

あ
る
と
い
わ
れ
る
。

 

図 

翁

　
お
じ
い
さ
ん
の
こ
と
。

 

図 

嫗

　
お
ば
あ
さ
ん
の
こ
と
。

⃝

仮
名
遣づ

か

い
に
注
意
し
な
が
ら
音
読
し
て
古
典

の
リ
ズ
ム
を
味
わ
い
、
そ
の
世
界
に
親
し
む
。

⃝

作
品
の
内
容
を
読
み
取
り
、
古
典
の
世
界
を

想
像
す
る
。

目標 読 む

1

漢

姫
ひ
め

か
ぐ
や
姫ひ

め

図

漢

婚
コ
ン

求
婚コ

ン

竹取の翁
おきな

嫗
おうな

「
竹
取
物
語
」

朗
読
音
声

育ての親 主
な
登
場
人
物

167 166いにしえの心にふれる ● 蓬萊の玉の枝

袋に入れたにせ物の「仏の御石

の鉢」を翁に渡す石作の皇子。

右大臣阿倍御主人からの贈り物、

「火鼠の皮衣」を見るかぐや姫たち。

籠をつり上げていたつなが切れ、

落ちてしまう中納言石上麿足。

竜の怒りを買ったのだと恐れ、

神にいのる大納言大伴御行。

貴
公
子
た
ち
の
失
敗
談

注

　
①
仏
の
御
石
の
鉢
＝
仏
教
を
開
い
た
釈し

ゃ

迦か

が
使
っ
た
と
い
わ
れ
る
、
珍
し
い
石
の
鉢
。

②
火
鼠
の
皮
衣
＝
古
代
中
国
の
伝
説
上
の
動
物
で
あ
る
火
鼠
の
毛
で
織
っ
た
衣
服
。

③
竜
の
首
に
あ
る
五
色
に
光
る
玉
＝
伝
説
上
の
動
物
で
あ
る
竜
の
首
に
あ
る
と
い
わ
れ
る
五
色
に
光
る
玉
。

④
燕
の
持
た
る
子
安
貝
＝
つ
ば
め
が
産さ
ん

卵ら
ん

す
る
際
に
生
じ
る
宝た

か
ら

貝が
い

。
安
産
の
お
守
り
。

● 

中
納
言
石い

そ 

上か
み 

麿ま
ろ

足た
り

（
下
段
）

の

の

［
失
敗
談
］
自
ら
籠
に
乗
り
、
屋
根
の
高
さ
に
つ

り
上
げ
さ
せ
て
巣
の
中
の
子
安
貝
を
取
ろ
う
と
し

た
。
何
か
を
手
に
し
て
下
り
よ
う
と
し
た
瞬
間
、

つ
な
が
切
れ
、
転
落
。
し
か
も
、
に
ぎ
っ
て
い
た

も
の
は
、
つ
ば
め
の
ふ
ん
で
あ
っ
た
。

［
言
葉
遊
び
］「
貝
」
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
期
待
に
反
す
る
こ
と
を
「
か
ひ
（
イ
）
（
甲
斐
）
な

し
」
と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
。

● 

大だ
い

納な

言ご
ん

大お
お

伴と
も 

御み

行ゆ
き

（
上
段
）

の

［
失
敗
談
］
自
ら
探
し
に
船
を
出
す
が
、
あ
ら
し

で
遭そ
う

難な
ん

。
竜
の
怒
り
を
買
っ
た
と
恐
れ
て
断
念
し

た
後
、
病
気
で
、
竜
の
玉
で
は
な
く
、
す
も
も
の

玉
の
よ
う
に
目
が
真
っ
赤
に
は
れ
て
し
ま
っ
た
。

［
言
葉
遊
び
］
そ
ん
な
す
も
も
は
「
食
べ
が
た
」

（
食
べ
ら
れ
な
い
）
と
周
囲
の
人
が
言
っ
た
こ
と
か

ら
、
道
理
に
合
わ
な
い
、
常
識
外
れ
な
こ
と
を
、

「
た
（
堪
）
へ
（
エ
）

が
た
」
と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
。

竜た
つ

の
首
に
あ
る
五ご

色し
き

に
光
る
玉

難題難題

燕つ
ば
く
ら
め

の
持も

ち

た
る
子こ

安や
す

貝が
い

④

● 

石い
し

作つ
く
り

の
皇
子
（
上
段
）

［
失
敗
談
］
天て

ん

竺じ
く

（
イ
ン
ド
）
に
探
し
に
行
く
と

う
そ
を
つ
き
、
大や
ま
と和 

国く
に

（
奈
良
県
）
の
山
寺
か
ら

鉢
を
持
ち
帰
っ
た
が
、
に
せ
物
と
見
破
ら
れ
た
。

［
言
葉
遊
び
］
石
作
の
皇
子
が
、
に
せ
の
鉢
を
捨

て
て
か
ら
も
姫
に
言
い
寄
っ
た
こ
と
か
ら
、
厚
か

ま
し
い
こ
と
を
、「
鉢
」
と
「
恥
」
を
か
け
て
、「
は

ぢ
（
ジ
）

（
恥
）
を
捨
つ
」
と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
。

の

● 

右
大
臣
阿あ

倍べ 

御み

主う

人し

（
下
段
）

の

［
失
敗
談
］
唐も

ろ

土こ
し

（
中
国
）
の
商
人
に
大
金
を
払

い
、
火
を
つ
け
て
も
決
し
て
燃
え
な
い
「
火
鼠
の

皮
衣
」
を
買
い
求
め
た
。
し
か
し
、
姫
が
火
に
く

べ
さ
せ
る
と
、
あ
っ
さ
り
燃
え
て
し
ま
っ
た
。

［
言
葉
遊
び
］
求
婚
に
失
敗
し
た
右
大
臣
の
「
阿

倍
」
に
か
け
、何
か
を
遂す
い

行こ
う

で
き
ず
、が
っ
か
り
す

る
こ
と
を
「
あ
へ
（
エ
）

な
し
」
と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
。

難題難題

仏
の
御み

石い
し

の
鉢

火ひ

鼠ね
ず
み

の
皮か

わ

衣ぎ
ぬ

①②③

　
く
ら
も
ち
の
皇
子
以
外
の
四
人
の
貴
公
子
た
ち
も
、
求
婚
に
失
敗
し

て
し
ま
う
。
彼
ら
の
失
敗
談
は
、
言
葉
遊
び
で
し
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。
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「平家物語」の主な登場人物たち

高た
か

倉く
ら

天
皇 安あ

ん

徳と
く

天
皇

後
白
河
法
皇

以も
ち

仁ひ
と

王お
う

義よ
し

朝と
も

義よ
し

賢か
た

為た
め

朝と
も

頼
朝

範の
り

頼よ
り

（
木
曾
）

　
義
仲

義
経

1118–1181　武士として初
の太

だい

政
じょう

大臣となった。

栄華をきわめた平家の棟
とう

梁
りょう

1147–1199　平家滅亡後、
鎌
かま

倉
くら

幕府を開いた。

武家政治の創始者

1154–1184　源義
仲。頼朝のいとこ。
義経らに敗れ戦死。

京を制圧するも……

1159–1189　頼朝
の末弟。源平合戦
や義仲追討で活躍。

平家滅亡の立役者

1169–1184　清盛のおい。一
いち

の
谷
たに

の戦いで戦死。

悲劇の若武者

徳と
く

子こ

（
建け
ん

礼れ
い

門も
ん

院い
ん

）

時と
き

子こ

（
二
位
の
尼あ
ま

）

清
盛

経つ
ね

盛も
り

敦
盛

知と
も

盛も
り

平家源氏

源氏略系図 天皇家略系図 平家略系図

源
みなもと

 頼
より

朝
ともの

木
き

曾
そ

 義
よし

仲
なかの

源義
よし

経
つね

1127–1192　最初は
清盛と協調。その後
対立し、源氏に命じ
て平家を滅亡させた。

平家滅亡の黒幕？

後
ご

白
しら

河
かわ

法
ほう

皇
おう

平敦
あつ

盛
もり

平
たいら

 清
きよ

盛
もりの

天皇家

敦盛の最
さい

期
ご
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3年 P166「つながる古典」

も
っ
と
楽
し
く
、

�

古
典
に
親
し
む

　
　

3年 P158「『おくのほそ道』俳句地図」
2年 P141「『平家物語』の世界」

3年 
「おくのほそ道」

1年 
「竹取物語」

2年 P145「『平家物語』の主な登場人物たち」

1年 P166「貴公子たちの失敗談」

1年 P156「蓬萊の玉の枝」

　
全
て
の
古
典
教
材
に
、

年
表
を
配
置
。
作
品
の
成

立
時
期
が
ひ
と
目
で
わ
か

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

学習した
古典作品が
増えていく！

一
年 

「
主
な
登
場
人
物
」（
竹
取
物
語
）

	

「
貴
公
子
た
ち
の
失
敗
談
」（
竹
取
物
語
）

二
年 

「『
平
家
物
語
』の
主
な
登
場
人
物
た
ち
」

三
年 

「
孔
子
と
弟
子
た
ち
」

　
現
代
の
作
品
と
同
じ
よ
う
に
古
典
を
楽
し
め
る

よ
う
、
作
品
の
登
場
人
物
や
全
体
像
を
解
説
す
る

コ
ラ
ム
を
新
設
。
わ
か
り
や
す
い
図
解
で
、
作
品

世
界
へ
の
理
解
を
深
め
ま
す
。

　
古
典
に
は
、
現
代
に
も
通
じ
る
も
の
の
見
方
や
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
生
徒
が
自
ら
発
見
し
、

知
識
や
教
養
を
超
え
た
お
も
し
ろ
さ
を
感
じ
て
ほ
し
い
。
光
村
図
書
で
は
、古
典
を
も
っ
と
身
近
に
捉
え
、

親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
ち
り
ば
め
ま
し
た
。

　
折
り
込
み
を
開
く
と
、
悠
久
の
時
を
超
え
て
、

古
典
の
世
界
が
広
が
り
ま
す
。
絵
巻
や
地
図
を
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
配
置
し
た
紙
面
で
、
生
徒
の
想
像

力
を
刺
激
し
、
興
味
・
関
心
を
喚
起
し
ま
す
。

二
年 

「『
平
家
物
語
』の
世
界
」

三
年 

「『
お
く
の
ほ
そ
道
』俳
句
地
図
」

古
典
の
世
界
に
思
い
を
は
せ

　
　
　深
く
味
わ
う

古
典
年
表

新
設

味
わ
う
、
親
し
む
、
広
が
る「
古
典
」

各
領
域
の
特
色

伝
統
的
な
言
語
文
化

「
つ
な
が
り
」を
見
渡
し

�

古
典
を
読
み
広
げ
る

　
小
・
中
・
高
で
学
習
す
る
古
典
の 「
つ
な
が
り
」

を
視
覚
化
。
古
典
の
作
者
も
、
古
典
を
読
ん
で
い

た
の
だ
と
い
う
発
見
が
、
生
徒
の
興
味
・
関
心
を

高
め
ま
す
。
ま
た
、
高
校
で
学
習
す
る
作
品
も
多

数
紹
介
。
高
校
古
典
へ
の
橋
渡
し
を
図
り
ま
す
。

　
三
年  

「
つ
な
が
る
古
典
」

700

800

900

1000

1200

1400

1600

1700

1900

2000

竹取物語

源氏物語

奈良

平安

鎌
かま

倉
くら

室
むろ

町
まち

江戸

明治
大正
昭和

南北朝

安
あ

土
づち

桃山

平成
令和

1100

1300

1500

1800

700

800

900

1000

1200

1400

1600

1700

1900

2000

竹
たけ

取
とり

物語

徒
つれ

然
づれ

草
ぐさ

平家物語

枕
まくら

 草
そう

子
しの

奈良

平安

鎌倉

室
むろ

町
まち

江戸

明治

大正
昭和

平成
令和

南北朝

安
あ

土
づち

桃山

新古今和歌集

おくのほそ道

古
こ

今
きん

和歌集

万葉集

1100

1300

1500

1800
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「
平
家
物
語
」の
世
界

　
保ほ
う

元げ
ん

の
乱
・
平へ
い

治じ

の
乱
で
勢
力
を
広
げ
た
平た
い
ら 

清き
よ

盛も
り

は
、
武
士
と
し
て
初
め
て
太だ
い

政じ
ょ
う

大
臣
に
ま
で

昇
り
つ
め
、
一
族
は
全
盛
期
を
迎
え
る
。
お
ご
り
高
ぶ
る
平
家
に
反
感
を
も
つ
人
が
増
え
て
い
く
。

の

平家の栄華を象徴する厳
いつく

島
しま

神社（広島）

　
天
皇
家
が
出
し
た
平
家
追
討
の
令
旨
が
、
全
国
各
地
の
源
氏
に
届
き
、

平
家
打
倒
の
動
き
が
始
ま
る
。

［右上］ 平家の兵に引っ掛けられ、義経は弓を海に落としてしまう。   

　
二
位
の
尼あ

ま
（
清
盛
の
妻
時と

き

子こ

）

は
、
八
歳
に
な
る
孫
の
安
徳
天

皇
を
抱
き
か
か
え
、
舟ふ
な

端ば
た

に
歩

み
出
た
。
幼
い
天
皇
に
、「
私

を
ど
こ
へ
連
れ
て
い
こ
う
と
す

る
の
か
。」
と
き
か
れ
た
尼
は
、

は
ら
は
ら
と
涙
を
流
し
、「
波

の
下
に
も
都
は
ご
ざ
い
ま
す
。」

と
答
え
て
、
共
に
海
底
深
く
し

ず
ん
で
い
っ
た
。

　
安
徳
天
皇
の
母
で
あ
る
建け
ん

礼れ
い

門も
ん

院い
ん

も
後
を
追
っ
て
入
水
す
る

が
、
源
氏
の
武
士
に
引
き
上
げ

ら
れ
る
。

　
建
礼
門
院
は
、
後
に
出
家
し

て
、
京
都
大お
お

原は
ら

で
平
家
一
門
を

弔
う
。

❼壇の浦の戦い　二位の尼が安徳天皇を抱きかかえ、入
じゅ

水
すい

する。

❻屋島の戦い　
「源平合戦図屏

びょう

風
ぶ

」（部分）

「源平合戦図屏風」（部分）

保
元
の
乱

平
治
の
乱

平
清
盛
が
太
政
大
臣
に
な
る
。

平
家
追
討
の
令り

ょ
う

旨じ

。

 熊
くま

谷
がえ

 直
なお

実
ざね

（右）の招きに応じて振り返る平敦
あつ

盛
もり

（左）。  
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「一の谷合戦図屏風」（部分）

の

　
両
船
団
が
海
上
で
向
か
い
合
う
。

潮
の
流
れ
が
変
わ
り
、
源
氏
が
優

勢
に
。
安
徳
天
皇
ら
が
入
水
し
、

仕
え
て
い
た
女
性
た
ち
も
海
に
身

を
投
げ
る
。
武
将
た
ち
も
壮そ
う

絶ぜ
つ

な

最
期
を
遂
げ
、
平
家
は
滅
亡
す
る
。

建
礼
門
院
、
死
去
。

義
仲
の
軍
が
迫
る
と
平
家
は
都
を

離
れ
、
六
歳
の
安あ
ん

徳と
く

天
皇
を
連
れ

て
西さ
い

国ご
く

に
逃
亡
。

　
壇
の
浦
の
戦
い
で
、
つ
い
に
平
家
は
滅
亡
す
る
。

「 

見
る
べ
き
ほ
ど
の
こ
と
は
見
つ
。

今
は
自
害
せ
ん
。」（
平
知と
も

盛も
り

）

　
伊い

豆ず

で
挙
兵
し
た
源
頼
朝
は
、

石
橋
山
（
神
奈
川
県
小お

田だ

原わ
ら

市
）

で
戦
い
に
挑
む
が
、
自
軍
の
十
倍

の
敵
に
敗
れ
、
撤て
っ

退た
い

す
る
。

　
頼
朝
の
い
と
こ
に
当
た
る
木
曾

義
仲
は
、
倶
利
伽
羅
峠
（
石
川
県

と
富
山
県
の
国
境
）
で
平
家
と
ぶ

つ
か
る
。
夜
の
奇
襲
で
峠
の
断
崖

に
追
い
込
ま
れ
た
平
家
は
、
次
々

と
谷
底
に
転
落
し
て
い
く
。

❸

　倶
利
伽
羅
峠
の
戦
い�

勝�

源
氏

　
義
仲
の
奇
襲
で
平
家
は
谷
底
へ

［左下］ 平家軍の挑発を受け、与
よ

一
いち

は船上の扇
おうぎ

を射ることになるが……。
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義
仲
の
横
暴
な
振
る
舞
い
で
都

の
治
安
が
悪
化
。
頼
朝
の
命
令
を

受
け
た
義
経
ら
が
義
仲
軍
を
追
討
。

❹

　宇治
川
の
戦
い�

勝�

源
義
経

　
源
氏
ど
う
し
が
激
突
す
る

　
険
し
い
山
道
を
馬
で
駆
け
下
り

る
奇
襲
に
よ
り
、
平
家
は
大
混
乱
。

一
門
の
多
く
が
な
く
な
る
。

❺

　一の
谷
の
戦
い�

勝�

源
氏

　
「
鵯

ひ
よ
ど
り

越ご
え

の
逆さ

か

落
と
し
」で
源
氏
勝
利

　
わ
ず
か
な
舟ふ

ね

で
四し

国こ
く

へ
渡
っ
た

義
経
は
平
家
を
背
後
か
ら
急
襲
。

慌
て
た
平
家
は
舟
で
海
へ
逃
れ
る
。

※「
扇
の
的
」「
弓
流
し
」
は
こ
の
戦
い
。

❻

　屋島
の
戦
い�

勝�

源
氏

　
嵐あ

ら
し

の
海
を
渡
り
、
平
家
を
奇
襲

❼

　壇の
浦
の
戦
い�

勝�

源
氏

　
最
終
決
戦
！  

平
家
滅
亡

❼ 壇
だん

の浦
うら

の戦い  

1185年3月

源
みなもとの

 義
よし

経
つね

の進路

木
き

曾
そ

 義
よし

仲
なか

の進路

主な合戦地

の

壇の浦

屋島

福
ふく

原
はら

京都
一
の
谷

倶
利
伽
羅
峠 石

橋
山

宇治
国
こく

府
ふ

木曾

平
ひら

泉
いずみ

鎌
かま

倉
くら富士川

「平家物語」の
主な戦い

❺ 一
いち

の谷
たに

の戦い

1184年2月

❸ 倶
く

利
り

伽
か

羅
ら

峠の戦い 

1183年5月

❶ 石
いし

橋
ばし

山の戦い

1180年8月

❷ 富
ふ

士
じ

川の戦い

1180年10月❹ 宇
う

治
じ

川の戦い

1184年1月

❻ 屋
や

島
しま

の戦い

1185年2月

平
家
の

栄
華

源
氏
の

挙
兵

平
家
の

滅
亡

　石
橋
山
の
戦
い�

勝�

平
家

　
挙
兵
直
後
の
頼よ

り

朝と
も

、
大
敗
！

❶

平
清
盛
が
熱
病
で
死
去
。

　
富
士
川
（
静
岡
県
富
士
市
）
の

両
岸
に
陣じ
ん

を
構
え
た
両
軍
。
平
家

は
水
鳥
の
飛
び
立
つ
羽
音
を
源
氏

の
襲
来
と
勘
違
い
し
、
逃
げ
惑
う
。

「 

頼
朝
が
首
を
は
ね
て
、
我
が
墓

の
前
に
掛
く
べ
し
。」（
平
清
盛
）

❷

　富
士
川
の
戦
い�

勝�

源
氏

　
水
鳥
の
羽
音
に
、
平
家
総
崩
れ
？敦盛の最

さい

期
ご

扇の的 弓流し151
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漢
文

　
私
た
ち
に
「
愛
読
書
」
が
あ
る
よ
う
に
、
古
典
作
品
の
作
者
た
ち
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
書
物
に
親
し
み
、
そ
れ
ら
の
世
界
観
に
思
い
を
は
せ
た
り
、

影
響
を
受
け
た
り
し
て
い
た
。
ジ
ャ
ン
ル
や
時
代
を
超
え
た
豊
か
な
つ
な

が
り
を
感
じ
な
が
ら
、
三
年
間
で
出
会
っ
た
古
典
作
品
を
振
り
返
ろ
う
。

つ
な
が
る
古
典

「�

げ
ん
じ
も
の
が
た
り
」

い
し
い 

し
ん
じ 

抄し
ょ
う

訳や
く

広
が
る
読
書

「
土
佐
日
記
（
全
）」

紀 

貫
之

　
西に

し

山や
ま

秀ひ
で

人と 

編

「
よ
み
た
い
万
葉
集
」

村む
ら

田た

右み
ぎ

富ふ

実み 

監
修

学
習
し
た
学
年

一
年

古
典
・
近
代
文
学
の
名
作

286
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軍
記
物
語

随
筆

和
歌

紀
行
文

論
語

三
年

一
年

二
年

古
今
和
歌
集

紀
貫
之
ら
撰

三
年

平
家
物
語

二
年

竹た
け

取と
り

物
語

一
年

伊い

勢せ

物
語

更さ
ら

級し
な

日
記

菅す
が

原わ
ら 

孝た
か

標す
え 

女む
す
め

の

の

枕ま
く
ら 

草そ
う

子し

清せ
い

少し
ょ
う

納な

言ご
ん

の

日
記

土と

佐さ

日
記

紀き 

貫つ
ら

之ゆ
き

の

物
語

方ほ
う

丈じ
ょ
う

記き

鴨か
も 

長ち
ょ
う

明め
い

の徒つ
れ

然づ
れ

草ぐ
さ

兼け
ん

好こ
う

法
師

二
年お

く
の
ほ
そ
道

松ま
つ

尾お

芭ば

蕉し
ょ
う

三
年

源
氏
物
語

紫む
ら
さ
き

式し
き

部ぶ

新
古
今
和
歌
集

藤ふ
じ

原わ
ら 

定さ
だ

家い
え

ら
撰

の

主人公・光
ひかる

源氏とその一族の
人生を描いた長編物語。

少女時代
の愛読書。

一
いち

条
じょう

天皇の中
ちゅう

宮
ぐう

・彰
しょう

子
し

に
仕えた。「あはれ」の文学。

約40年に及ぶ
回想日記。

一条天皇の皇后・定
てい

子
し

に
仕えた。「をかし」の文学。

人の世の「無常」
を記す。

平
ひら

泉
いずみ

を訪れ、「平家物
語」の中でその活躍が
描かれる源

みなもと

�義
よし

経
つね

の最
さい

期
ご

に思いをはせた。

の

お手本にした。

「古今集」や「源
氏物語」の歌を
元にした歌（本
歌取り）がある。

李白、杜甫ら
を敬愛。

「古今集」の筆頭撰
せん

者
じゃ

であり、
「仮名序」も書いた紀貫之は、
晩年、「土佐日記」を書いた。

「物語の出
い

で来はじ
めの親」と評した。

主人公の「男」の恋愛
模様を描いた歌物語。

赴任先の土佐から京に
帰るまでの旅を記した
日記。女性をよそおい、
仮名で書かれた。

二
年

 

孟も
う

浩こ
う

然ね
ん
・ 

李り

白は
く
・
杜と

甫ほ

漢
詩

韓か
ん

非ぴ

子し 「
矛
盾
」

奈良

唐

紀元前

紀元前

平安鎌倉室
む ろ

町
ま ち

江戸

三
年

万
葉
集

三
年

代表的歌人であ
る在
あり

原
わら

 業
なり

平
ひら

が、
「伊勢物語」の
「男」のモデルと
される。

の

167 166いにしえの心を受け継ぐ ● つながる古典

漢
文

　
私
た
ち
に
「
愛
読
書
」
が
あ
る
よ
う
に
、
古
典
作
品
の
作
者
た
ち
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
書
物
に
親
し
み
、
そ
れ
ら
の
世
界
観
に
思
い
を
は
せ
た
り
、

影
響
を
受
け
た
り
し
て
い
た
。
ジ
ャ
ン
ル
や
時
代
を
超
え
た
豊
か
な
つ
な

が
り
を
感
じ
な
が
ら
、
三
年
間
で
出
会
っ
た
古
典
作
品
を
振
り
返
ろ
う
。

つ
な
が
る
古
典

「�

げ
ん
じ
も
の
が
た
り
」

い
し
い 

し
ん
じ 

抄し
ょ
う

訳や
く

広
が
る
読
書

「
土
佐
日
記
（
全
）」

紀 

貫
之

　
西に

し

山や
ま

秀ひ
で

人と 

編

「
よ
み
た
い
万
葉
集
」

村む
ら

田た

右み
ぎ

富ふ

実み 

監
修

学
習
し
た
学
年

一
年

古
典
・
近
代
文
学
の
名
作

286
ページ

軍
記
物
語

随
筆

和
歌

紀
行
文

論
語

三
年

一
年

二
年

古
今
和
歌
集

紀
貫
之
ら
撰

三
年

平
家
物
語

二
年

竹た
け

取と
り

物
語

一
年

伊い

勢せ

物
語

更さ
ら

級し
な

日
記

菅す
が

原わ
ら 

孝た
か

標す
え 

女む
す
め

の

の

枕ま
く
ら 

草そ
う

子し

清せ
い

少し
ょ
う

納な

言ご
ん

の

日
記

土と

佐さ

日
記

紀き 

貫つ
ら

之ゆ
き

の

物
語

方ほ
う

丈じ
ょ
う

記き

鴨か
も 

長ち
ょ
う

明め
い

の徒つ
れ

然づ
れ

草ぐ
さ

兼け
ん

好こ
う

法
師

二
年お

く
の
ほ
そ
道

松ま
つ

尾お

芭ば

蕉し
ょ
う

三
年

源
氏
物
語

紫む
ら
さ
き

式し
き

部ぶ

新
古
今
和
歌
集

藤ふ
じ

原わ
ら 

定さ
だ

家い
え

ら
撰

の

主人公・光
ひかる

源氏とその一族の
人生を描いた長編物語。

少女時代
の愛読書。

一
いち

条
じょう

天皇の中
ちゅう

宮
ぐう

・彰
しょう

子
し

に
仕えた。「あはれ」の文学。

約40年に及ぶ
回想日記。

一条天皇の皇后・定
てい

子
し

に
仕えた。「をかし」の文学。

人の世の「無常」
を記す。

平
ひら

泉
いずみ

を訪れ、「平家物
語」の中でその活躍が
描かれる源

みなもと

�義
よし

経
つね

の最
さい

期
ご

に思いをはせた。

の

お手本にした。

「古今集」や「源
氏物語」の歌を
元にした歌（本
歌取り）がある。

李白、杜甫ら
を敬愛。

「古今集」の筆頭撰
せん

者
じゃ

であり、
「仮名序」も書いた紀貫之は、
晩年、「土佐日記」を書いた。

「物語の出
い

で来はじ
めの親」と評した。

主人公の「男」の恋愛
模様を描いた歌物語。

赴任先の土佐から京に
帰るまでの旅を記した
日記。女性をよそおい、
仮名で書かれた。

二
年

 

孟も
う

浩こ
う

然ね
ん

・ 

李り

白は
く
・
杜と

甫ほ

漢
詩

韓か
ん

非ぴ

子し 「
矛
盾
」

奈良

唐

紀元前

紀元前

平安鎌倉室
む ろ

町
ま ち

江戸

三
年

万
葉
集

三
年

代表的歌人であ
る在
あり

原
わら

 業
なり

平
ひら

が、
「伊勢物語」の
「男」のモデルと
される。

の
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ま
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
を
単
語
に
分
け
て
み
よ
う
。

①
「
道
・
が
・
わ
か
ら
・
な
い
。」

②
「
地
図
・
も
・
な
い
。」

③
「
頼
り
な
い
・
な
あ
。」

　
①
・
②
の
「
な
い
」
は
、
そ
れ
だ
け
で
一
つ
の
単
語
だ

が
、
③
の
「
な
い
」
は
、「
頼
り
な
い
」
と
い
う
形
容
詞

の
一
部
分
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
次
に
、
①
・
②
の
「
な
い
」
の
違
い
を
考
え
よ
う
。
そ

れ
ぞ
れ
の
「
な
い
」
を
、
打
ち
消
し
の
意
味
を
表
す
助
動

詞
「
ぬ
」
に
置
き
換
え
て
考
え
て
み
る
。

①
「
道
が
わ
か
ら
な
い
。」
☞
「
道
が
わ
か
ら
ぬ
。」

②
「
地
図
も
な
い
。」
☞
「
地
図
も
ぬ
。」

　
①
は
意
味
が
通
る
が
、
②
は
意
味
を
成
さ
な
く
な
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
①
の
「
な
い
」
は
打
ち
消
し
の
意
味
を

表
す
助
動
詞
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
②
の
「
な
い
」
は
、

存
在
し
な
い
と
い
う
意
味
を
表
す
形
容
詞
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
品
詞
の
識
別
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
学
習
し
た

文
法
の
知
識
を
使
っ
て
、「
文
法
2

　
文
法
の
ま
と
め
」

の
練
習
問
題
に
挑
戦
し
よ
う
。

① 

道
が
わ
か
ら
な
い
。

② 

地
図
も
な
い
。

③ 

頼
り
な
い
な
あ
。

　
①
〜
③
の
「
な
い
」
は
、
文
法
上
異
な
る
働

き
を
し
て
い
る
。
そ
の
違
い
を
考
え
て
み
よ
う
。

「
な
い
」の
違
い
が
わ
か
ら
な
い
？

文
法
2

文
法
の
ま
と
め

（
233
〜
236
ペ
ー
ジ
）

文法への扉

2

233
ページ

文
法
ワ
ー
ク

１
言
葉
の
単
位

２
文
の
組
み
立
て

３
単
語
の
分
類

　

４
自
立
語

５
用
言
の
活
用

6
付
属
語

 

１ 
[

例]

に
な
ら
っ
て
、
次
の
文
を
文
節
に
区
切
り
（
／
）
、
そ
の
後
、
単
語
に
分
け
よ
う
（
・
）
。 

そ
し
て
、
自
立
語
に―

―

線
、
付
属
語
に 

 

線
を
引
こ
う
。 

 
[

例]
 

私
・
は
、
／
冷  

た  

い
／
水
・
で
／
顔
・
を
／
洗  

う
。 

① 

裏  

山  

に  

珍  

し  

い  

野  

鳥  

が  

い  

る
。 

② 

山  

頂  

か  

ら  

の  

眺  

め  

は
、  

と 
 

て  

も  

美  

し  

い
。 

③ 

鏡  

の  

よ  

う  

な  

湖  

の  

風  

景  

を  

絵  

に  

描  

く
。 

④ 

彼  

は  

森  

を  

守  

る  

活  

動  

に  

参  

加  

し  

ま  

す
。 

⑤ 

ノ  

ー  

ト  

に  

黒  

板  

の  

文  

字  

を  

丁て
い 

 

寧ね
い  

に  

書  

き  

写  

し  

た
。 

 

２ 
[

例]

に
な
ら
っ
て
、
次
の
文
の
中
か
ら
、
活
用
す
る
単
語
を
抜
き
出
そ
う
。 

 [

例]

夜
空
の
星
が
美
し
く
輝
く
。 

活
用
す
る
語 

（ 

美
し
く 

輝
く 

 
 
 
 

） 

① 

引
き
出
し
の
中
に
古
い
手
紙
が
あ
る
。 

活
用
す
る
語 

（ 

古
い 

あ
る 

 
 
 
 
 

） 

② 

夕
日
が
都
会
の
ビ
ル
を
鮮
や
か
に
染
め
る
。 

活
用
す
る
語 

（ 

鮮
や
か
に 

染
め
る 

 
 

） 

③ 

谷
間
か
ら
わ
き
出
る
地
下
水
は
非
常
に
冷
た
い
。 

活
用
す
る
語 

（ 

わ
き
出
る 

冷
た
い 

 
 

） 

④ 

料
理
に
必
要
な
調
味
料
が
な
い
。 

活
用
す
る
語 

（ 

必
要
な 

な
い 

 
 
 
 

） 

⑤ 

弟
に
問
題
の
解
き
方
を
詳
し
く
説
明
し
た
。 

活
用
す
る
語 

（ 

詳
し
く 

説
明
し 

 
 
 

） 

 

３ 

次
の
文
の―

―

線
の
単
語
の
分
類
を
下
か
ら
二
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
う
。 

  

文
法 

練
習
問
題 

文
法
３ 

単
語
の
分
類 

名 前 

一
年 

 
 
 

組 
 
 

 

番 

 

月   日 

⑩ 

早
朝
の
公
園
は
と
て
も
静
か
だ
。 

⑨ 

ゴ
ー
ル
を
目
ざ
し
て
必
死
に
走
る
。 

⑧ 

弟
は
熱
帯
魚
を
飼
育
し
て
い
る
。 

⑦ 

あ
の
古
い
建
物
は
銀
行
で
す
。 

⑥ 

さ
あ
、
私
と
踊
り
ま
し
ょ
う
。 

⑤ 

お
茶
、
あ
る
い
は
、
水
を
飲
む
。 

④ 

も
し
晴
れ
た
ら
、
出
か
け
よ
う
。 

③ 

祖
母
の
誕
生
日
に
花
束
を
贈
っ
た
。 

② 

急
に
大
き
な
音
が
し
て
、
驚
い
た
。 

① 

山
か
ら
涼
し
い
風
が
吹
い
て
き
た
。 

（ 

ア 

・ 

ウ 

） 

（ 

ア 

・ 

ウ 

） 

（ 

ア 

・ 

エ 

） 

（ 

イ 

・ 

ウ 

） 

（ 

ア 

・ 

エ 

） 

（ 

ア 

・ 

エ 

） 

（ 

ア 

・ 

エ 

） 

（ 

イ 

・ 

エ 

） 

（ 

ア 

・ 

エ 

） 

（ 

ア 

・ 

ウ 

） 

   

エ 

活
用
し
な
い
語 

ウ 

活
用
す
る
語 

イ 

付
属
語 

ア 

自
立
語 

 

  

１ページ 

名 前

　月 　日

漢
字
の

練
習

1ページ

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩⑪⑫⑬⑭
■
次
の

線
部
の
読
み
方
を
書
こ
う
。

一
年

　

 

　
　
　組

　

 

　
　
　番

は
じ
ま
り
の
風

廊
下
で
立
ち
話
を
す
る
。

看
板
を
立
て
掛
け
る
。

情
景
を
描
写
す
る
。

眺
望
の
よ
い
場
所
。

鮮
や
か
な
夕
焼
け
の
空
。

吹
奏
楽
部
に
入
る
。

薄
い
板
で
補
強
す
る
。

夜
空
に
星
が
輝
く
。

休
日
に
散
髪
す
る
。

大
胆
な
構
図
の
絵
。

　

奇
抜
な
ア
イ
デ
ア
。

水
彩
画
を
部
屋
に
か
ざ
る
。

試
合
で
活
躍
す
る
。

さ
い
こ
ろ
を
振
る
。
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文
法
の
ま
と
め

文法

2言
葉
の
単
位

▼�

次
の
文
を
、〈
例
〉
に
な
ら
っ
て
文
節
ご
と
に
／
で
区
切
り
、
単
語
ご

と
に

線
を
引
こ
う
。

　
〈
例
〉
明�

け�

方�

に
／
雨�

が
／
降�

っ■�

た
。

　
□ 

❶ 

カ�

ッ�

プ�

に�

温�

か�

い�

紅�

茶�

を�

注�

ぐ
。

　
□ 

❷ 

新�

鮮�

な�

魚�

を�

手�

早�

く�

調�

理�

す�

る
。

　
□ 

❸ 

郵�

便�

ポ�

ス�

ト�

に�

手�

紙�

を�

出�

し�

に�

行�

く
。

　
□ 

❹ 

バ�

ス�

の�

出�

発�

時�

刻�

を�

確�

か�

め�

て�

お�

く
。

　
□ 

❺ 

選�

手�

た�

ち�

は�

一�

斉�

に�

プ�

ー�

ル�

に�

飛�

び�

込�

ん�

だ
。

文
の
組
み
立
て

▼�

次
の
文
の

線
部
の
文
節
ど
う
し
の
関
係
を
、
後
の

　
　
　
　
か
ら

選
ん
で
、
記
号
で
答
え
よ
う
。

　
□ 

❶ 

自
転
車
で�

河
原
に�

行
っ
て�

み
る
。�

［

　
　
　
　
］

　
□ 

❷ 

合
唱
団
の�

歌
声
が�

講
堂
に�

響
き
渡
っ
た
。�

［

　
　
　
　
］

　
□ 

❸ 

飛
行
船
が�

ゆ
っ
く
り
と�

上
空
を�

通
過
し
た
。�

［

　
　
　
　
］

　
□ 

❹ 

日
が�

傾
い
て
、
空
も�

海
も�

赤
く�

染
ま
っ
た
。�

［

　
　
　
　
］

　
□ 

❺ 

祖
父
は�

繰
り
返
し�

平
和
の�

尊
さ
を�

語
っ
た
。�

［

　
　
　
　
］

　
□ 

❻ 

妹
ば
か
り
で�

な
く
、
弟
ま
で�

僕
に�

反
対
し
た
。�

［

　
　
　
　
］

単
語
の
分
類

▼�

次
の
文
の

線
部
ア
〜
チ
の
単
語
に
つ
い
て
、
後
の
問
い
に
記
号
で

答
え
よ
う
。

　
⃝
手�

を�

き
れ
い
に�

洗
い
、
そ
れ
か
ら�

昼
食�

を�

取
っ■�

た�

。

　
⃝
あ
あ
、
あ
の�

美
し
い�

山�

に�

い
つ
か�

登
り�

た
い�

。

　

 

□ 

❶ 

自
立
語
を
全
て
選
ぼ
う
。

　
　
　
　
［

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］

　

 

□ 

❷ 

付
属
語
を
全
て
選
ぼ
う
。

　
　
　
　
［

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］

　

 

□ 

❸ 

活
用
す
る
単
語
を
全
て
選
ぼ
う
。

　
　
　
　
［

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］

　

 

□ 

❹ 

活
用
し
な
い
単
語
を
全
て
選
ぼ
う
。

　
　
　
　
［

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］

ア

イ

ウ

エ

オ

カ

キ

ク

ケ

コ

サ

シ

ス

セ

ソ

タ

チ

ア 

主
・
述
の
関
係

　
　
　
　
イ 

修
飾
・
被
修
飾
の
関
係

ウ 

補
助
の
関
係

　
　
　
　
　
エ 

並
立
の
関
係

12

3

練
習
問
題

40漢字に親しもう 1

小
学
校
で
習
っ
た
漢
字

①	

次
の

の
中
の
言
葉
を
使
っ
て
、
文
章
を
作
ろ
う
。

	
	

【
漢
字
の
書
き
】

260
ページ

映
画

劇
場

座
席

当
日
券

中
学
校
で
習
う
漢
字

②	

次
の

線
部
の
熟
語
を
読
も
う
。	

【
漢
字
の
読
み
（
芸
術
）】

①
あ
の
画
家
の
絵
は
ど
れ
も
傑
作
だ
。�

［�

］

②
速4
や
か
に
楽
譜
に
目
を
通
す
。�

［�

］

③
鉛
筆
で
自
画
像
を
描
く
。�

［�

］

④
演
技
の
稽
古
に
多
く
の
人
が
集4
う
。�

［�

］

⑤
童
謡
を
聞
い
て
、
気
分
が
和4
ら
ぐ
。�

［�

］

⑥
休
日
は
専4
ら
陶
芸
を
楽
し
む
。�

［�

］

⑦
琴
の
音
色
に
心
が
和4
む
。�

［�

］

308
ページ

③		

次
の

線
部
は
〈 

〉
が
部
首
の
漢
字
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

熟
語
を
読
も
う
。	

【
同
じ
部
首
の
漢
字
】

①
〈
手
〉

�
�

捻
挫
［

　
　
　
　
　］
　
　
　打
撲
［

　
　
　
　
　］�

�

拒
否
［

　
　
　
　
　］
　
　
　一
括
［

　
　
　
　
　］

②
〈
糸
〉

�
�

維
持
［

　
　
　
　
　］
　
　
　緯
度
［

　
　
　
　
　］�

�

紡
績
［

　
　
　
　
　］

●	

は
中
学
校
で
学
習
す
る
音
訓

321
ページ

40

傑
ケ
ツ

40

譜
フ

40

鉛
エ
ン�

な
ま
り

40

稽
ケ
イ

40

謡
ヨ
ウ

（
う
た
い
）

（
う
た
う
）

40

陶
ト
ウ

40

琴
キ
ン�

こ
と

40

捻
ネ
ン

40

挫
ザ

40

撲
ボ
ク

40

拒
キ
ョ

こ
ば
む

40

括
カ
ツ

40

維
イ

40

緯
イ

40

紡
ボ
ウ

（
つ
む
ぐ
）

新
出
漢
字

漢
字

 一
覧
表

漢
字
に
親
し
も
う 

1

▼  

左
の
や
り
取
り
を
読
み
、
ど
う
し
て
誤
解
が
生
じ
て
し

ま
っ
た
の
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

1年 P76
「語彙を豊かに」

2年 P228
「話し言葉と書き言葉」

3年 P141「文法への扉 2 
『ない』の違いがわからない？」

1年P40 「漢字に親しもう1」

3年P233 「文法2」

練
習
問
題
も
豊
富
に
収
録 

〈
漢
字・文
法
〉

QRコードに
自学自習に役立つ
 練習問題を収録！

　「
語
感
を
磨
く
」
た

め
の
活
動
を
充
実
。

　
辞
書
的
な
意
味
に
留

ま
ら
ず
、
言
葉
一
つ
一

つ
の
微
妙
な
違
い
を

じ
っ
く
り
と
考
え
る
活

動
を
通
し
て
、
言
葉
へ

の
意
識
を
高
め
て
い
け

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

語
感
を
磨
く

　
文
法
や
言
葉
の
学
習

は
、
知
識
の
詰
め
込
み

に
終
始
せ
ず
、
生
徒
が

必
然
性
を
も
っ
て
学
べ

る
よ
う
に
、
日
常
の
言

語
生
活
か
ら
題
材
を
取

り
上
げ
て
い
ま
す
。

日
常
に
生
き
て
働
く
言
葉
の
力
を

　
文
法
は
、
親
し
み
や
す
い
イ
ラ
ス
ト
や
Ｑ
Ｒ

の
付
い
た
「
文
法
へ
の
扉
」
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

文
法
を
楽
し
く

「文法への扉」ワーク
QRコンテンツ新

QRは、全ての

新出漢字欄と
巻末文法の初めに

掲載！

主
体
的
に「
言
葉
」と
向
き
合
う

各
領
域
の
特
色

文
法
・
言
葉
・
漢
字

文法
ワーク

※タブレット・PC限定

　えっ、行かな

いつもりだった

んだけどな……。

えり

えり

18:30

えり

土曜日の野球部の
試合、応援に行か
ない？

待ち合わせ何時に
する？

大丈夫〜。

了解 !

Ｅ

Ｅ

　
意
味
や
使
う
場
面
の
違
い
で
比
べ
る

語
感
を
磨
く【申し訳ない気持ち】

やましい
後ろめたい
面目ない
肩身がせまい

【照れる気持ち】

照れくさい
くすぐったい
こそばゆい
面はゆい
もじもじ

恥ずかしい

�［
意
味
の
違
い
で
整
理
し
た
例
］

カードを動かして、
楽しく導入の
課題にチャレンジ！

恥ずかしい

照
れ
く
さ
い

く
す
ぐ
っ
た
い

小
っ
恥
ず
か
し
い

気
恥
ず
か
し
い

面
は
ゆ
い

【
改
ま
っ
た
表
現
】

【
く
だ
け
た
表
現
】

�［
使
う
場
面
の
違
い
で
整
理
し
た
例
］
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　こ
の
た
び
、
表
紙
と
目
次
の
イ
ラ
ス
ト
を
担
当
し
ま
し
た
、

宮
原
葉
月
と
申
し
ま
す
。

　生
徒
の
み
な
さ
ん
の
記
憶
に
残
る
教
科
書
に
な
っ
て
ほ
し

い
、
と
い
う
思
い
を
込
め
て
描
き
ま
し
た
。

　一
年
生
の
テ
ー
マ
は
「
出
会
い
」
で
す
。

　私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
私
が
中
学
校
に
入
学
し
た
と
き
、

学
区
が
変
わ
り
、
周
囲
は
見
知
ら
ぬ
人
ば
か
り
で
し
た
。
不

安
の
中
で
中
学
生
活
が
ス
タ
ー
ト
。
な
ぜ
か
当
時
の
記
憶
に

国
語
の
教
科
書
の
こ
と
が
強
く
残
っ
て
い
ま
し
た
。
教
科
書

は
、
偶
然
に
も
光
村
図
書
さ
ん
の
も
の
。
表
紙
に
は
大
き
な

石
の
上
に
乗
っ
た
四
つ
の
リ
ン
ゴ
、
真
正
面
に
一
つ
の
リ
ン

ゴ
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
石
の
質
感
や
リ
ン
ゴ
の
陰
影
の
表

現
が
と
て
も
美
し
く
、
絵
を
描
く
の
が
大
好
き
だ
っ
た
十
二

歳
の
私
の
心
は
パ
ァ
っ
と
明
る
く
な
り
ま
し
た
。

　新
入
生
の
み
な
さ
ん
を
明
る
く
お
迎
え
で
き
た
ら
！

　か

つ
て
の
自
分
を
思
い
出
し
、
花
た
ち
が
管
楽
器
か
ら
ポ
ン
！

と
勢
い
よ
く
咲
く
世
界
を
描
き
ま
し
た
。

　二
年
生
の
テ
ー
マ
は
「
飛
躍
」。
虹
の
上
を
跳
ね
る
シ
カ

は
挑
戦
す
る
み
な
さ
ん
の
姿
で
す
。

　三
年
生
は
「
変
容
」。
学
ん
だ
こ
と
を
糧
に
、
目
ま
ぐ
る

し
く
変
化
す
る
世
界
で
、
し
な
や
か
に
進
化
し
、
花
を
咲
か

せ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
ま
し
た
。

　さ
ら
に
、も
う
一
つ
の
テ
ー
マ
を
準
備
。
一
年
は
「
話
す
・

聞
く
（
楽
器
）」、二
年
は
「
書
く
（
万
年
筆
）」、三
年
は
「
読

む
（
虹
の
栞
）」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
で
表
現
し
ま
し
た
。

　そ
し
て
、
教
科
書
を
縦
に
並
べ
る
と
絵
が
つ
な
が
る
よ
う

に
し
、
三
年
と
い
う
か
け
が
え
の
な
い
時
間
を
表
現
。
花
び

ら
が
降
り
注
ぎ
、
虹
が
つ
な
が
り
、
水
滴
が
花
々
に
散
っ
て

い
く
…
…
。「
出
会
い
」「
飛
躍
」「
変
容
」
を
経
て
、
大
き
な

世
界
へ
、
元
気
に
飛
び
出
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

神
奈
川
県
生
ま
れ
。
二
〇
〇
八
年
よ
り
イ
ラ

ス
ト
レ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
。
代
表
作
は
銀
座

ソ
ニ
ー
ビ
ル
の
壁
画
、
S
O
N
Y
の
ヘ
ッ
ド

フ
ォ
ン
等
製
品
の
イ
ラ
ス
ト
制
作
（
二
〇
〇
八

年
）、「
ピ
ン
ク
と
グ
レ
ー
」（
加
藤
シ
ゲ
ア
キ
、

K
A
D
O
K
A
W
A
）、「
服
を
買
う
な
ら
、
捨

て
な
さ
い
」
シ
リ
ー
ズ
（
地
曳
い
く
子
、
宝
島

社
）
な
ど
。
イ
ラ
ス
ト
業
の
か
た
わ
ら
、
秋
田

の
民
間
信
仰
の
神
様
「
人
形
道
祖
神
」
を
ア
ー

ト
で
表
現
す
る
活
動
も
行
う
。
角
川
武
蔵
野

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
企
画
展
「
荒
俣
宏
の
妖

怪
伏
魔
殿
」（
二
〇
二
〇
年
）
の
展
示
協
力
、

秋
田
県
立
近
代
美
術
館
の
展
示
「
A

 

R

 

T

 

S

 

&
R
O
U
T
E
S 

あ
わ
い
を
た
ど
る
旅 

」

（
二
〇
二
〇
年
）
へ
の
作
品
出
品
な
ど
。
テ
ー

マ
と
思
う
存
分
向
き
合
い
、
唯
一
無
二
の
世

界
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

http
s://hacco.hacca.jp

宮
原
葉
月

（
み
や
は
ら 

は
つ
き
）

1
年「
出
会
い
」

２
年「
飛
躍
」

３
年「
変
容
」

宮
原
さ
ん
が
使
っ
た

教
科
書
の
表
紙

表
紙
に
つ
い
て

宮
原 

葉
月
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学びたいことに合わせて、

自由にコンテンツを

選べるんだね。

〈 光村の
国語 〉

完全活
用ガイド

令和7年度版

3 学年合計

350以上の

コンテンツ

本資料
は、一

般社団
法人教

科書協
会が定

めた「
教科書

発行者
行動規

範」に
則って

作成し
たもの

です。

内容解
説資料

新提案！

書き込む
、動かす

、力が伸
びる

QR 一人一台
端末

の
キ
ー
ワ
ー
ド

13

77 情報 × SDGs ● メディアの特徴を生かして情報を集めよう

　
同
じ
S‌

N‌

S
で
も
、
信
頼
性
が

高
そ
う
な
投
稿
も
あ
れ
ば
、
そ
う

で
は
な
さ
そ
う
な
投
稿
も
あ
る
ね
。

SNS（自治体の公式アカウント）
2022 年 7 月 5 日 10 時 56 分配信

⃝速報性 
⃝詳細さ 
⃝信頼性 

⃝速報性 
⃝詳細さ 
⃝信頼性 

気象庁ウェブサイト
2022 年 7 月 5 日 8 時 00 分配信

新聞
2022 年 7 月 5 日朝刊

SNS（個人のアカウント）
2022 年 7 月 5 日 15 時 53 分配信

⃝速報性 
⃝詳細さ 
⃝信頼性 

2022 年 7 月 5 日 15:53

台風近づいているのかな、うちの近
所も風が強くなってきた！
みんなも今のうちに庭の鉢植えを回
収したほうがいいかも。

2022 年 7 月 5 日 10:56

2022 年 07 月 05 日 10 時 56 分
大阪管区気象台 発表
令和４年　台風第４号に関する大阪
府気象情報が発表されました。
台風第４号から変わった温帯低気圧
の影響で、大雨となるおそれがあり
ます。大阪府では６日明け方にかけ
て低い土地の浸

しん

水
すい

や土砂災害、河
か

川
せん

の増水に十分注意してください。

はるか
@xxxxx_xxx

おおさか防災ネット（大阪府）
@osaka_bousai

おおさか
防災ネット

気象庁「キキクル」を基に作成。

H

2
年
P
76
「
メ
デ
ィ
ア
の
特
徴
を
生
か

し
て
情
報
を
集
め
よ
う
」　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

　
特
別
支
援
教
育
や
外
国
人
児
童
生
徒
へ
の
配
慮
な
ど
の
観
点
か
ら
、専
門
家
の
校
閲
を
受
け
、
必
要
な
配
慮
を
行
い
ま
し
た
。

生徒の読みが
深まらない。

ぴったりな
言葉が

出てこない。

自分の気持ちが
うまく

伝わらない。

〈 光村の国語 〉
完全活用ガイド

令和 7年度版 3 学年分の
「語彙ブック」
全て収録！

本資料は、一般社団法人教科書協会が定めた「教科書発行者行動規範」に則って作成したものです。内容解説資料

語彙ブック
新登場！

思考力・表現力を高める

  光 村 図 書 の 語 彙ブックにお任 せください！

〈 光村の国語 〉完全活用ガイド

令和7年度版

本資料は、一般社団法人教科書協会が定めた「教科書発行者行動規範」に則って作成したものです。

内容解説資料

学びのカギ

課題解決のための国語力を。未来を開く

本書 P4～ 17／
完全活用ガイド

詳しくは

「光村の『国語』
構造と系統」

詳しくは

本書 P29／「観点別 内容と特色」
「資質・能力系統表」

詳しくは

２年Ｐ82 「読書を楽しむ」

カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

　
図
表
は
、
色
に
頼
る
こ
と

な
く
線
の
種
類
や
濃
淡
、
地

紋
で
も
識
別
で
き
る
こ
と
、

色
覚
特
性
に
よ
っ
て
判
別
し

に
く
く
な
る
色
の
組
み
合
わ

せ
は
行
わ
な
い
こ
と
な
ど
を

基
本
に
作
成
し
ま
し
た
。

振
り
仮
名
付
き
教
科
書
紙
面
P
D
F

（
学
習
指
導
書
付
録
C
D
）

　
特
別
な
支
援
を
要
す
る
生
徒
や
、
漢
字
の
習
熟
が
十
分

で
な
い
生
徒
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
教
科
書
の
全
て

の
漢
字
に
振
り
仮
名
を
付
し
た
P
D
F
デ
ー
タ
を
、
学

習
指
導
書
付
録
C
D
に
収
録
し
ま
し
た
。

拡
大
教
科
書

　
拡
大
教
科
書
は
、
弱
視
の
生
徒
の
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
に
、
活
字
を
大
き
く
し
た
教
科
書
で
す
。
光
村
図
書

は
、
法
制
化
に
先
駆
け
、
平
成
五
年
度
版
か
ら
拡
大
教
科

書
の
制
作
を
続
け
て
い
ま
す
。
単
純
に
拡
大
す
る
の
で
は

な
く
、
内
容
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に
再
構
成
し
、
文
字
サ

イ
ズ
の
異
な
る
三
種
類
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

22
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中
学
生
に
な
っ
た
ば
か
り
の
あ
る
日
の
こ
と
だ
っ
た
。
レ
ン
は
、
学
校
の
廊
下
で
立
ち
止

ま
っ
た
。
絵
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
の
だ
。
そ
れ
は
見
覚
え
の
あ
る
風
景
だ
っ
た
。

　
そ
こ
に
描
か
れ
た
い
ち
ょ
う
並
木
と
時
計
は
、
こ
の
町
の
一
角
に
あ
る
。
レ
ン
に
と
っ
て
は
、

子
供
の
こ
ろ
か
ら
親
し
ん
で
い
る
眺
め
だ
っ
た
。
見
慣
れ
て
い
る
は
ず
の
風
景
な
の
に
、
絵
の

中
の
そ
の
場
所
は
、
な
ぜ
か
新
鮮
な
感
じ
が
し
た
。
思
わ
ず
引
き
こ
ま
れ
て
、
じ
っ
と
見
つ
め
た
。

　
そ
の
廊
下
は
、
美
術
室
へ
続
い
て
い
る
。
一
人
で
絵
を
眺
め
て
い
る
レ
ン
の
後
ろ
を
、
数
人

の
生
徒
が
す
た
す
た
と
通
り
過
ぎ
、
美
術
室
に
入
っ
て
い
っ
た
。
慣
れ
た
様
子
だ
か
ら
、
す
ぐ

上
級
生
だ
と
わ
か
る
。
た
ぶ
ん
、
美
術
部
だ
ろ
う
。

　
中
学
生
に
な
っ
た
ら
新
し
い
こ
と
を
始
め
た
い
。
レ
ン
は
ず
っ
と
そ
う
思
っ
て
い
た
。
そ
れ

が
何
か
、
ま
だ
わ
か
っ
て
い
な
い
。
同
じ
小
学
校
か
ら
来
た
友
達
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
音
楽
や
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
、
小
学
生
の
う
ち
か
ら
や
っ
て
い
た
こ
と
を
続
け
て
い
た
。
ほ
と
ん
ど
迷
わ
ず
に
、

は
じ
ま
り
の
風
蜂は

ち

飼か
い

　耳み
み

　
場
面
の
展
開
に
沿
っ
て
変
化
す
る
、
登
場
人
物

の
心
情
に
つ
い
て
話
し
合
お
う
。�［
学
習
活
動
］

⃝

場
面
ご
と
の
心
情
の
変
化
を
、
図
を
用
い
て

整
理
す
る
。

⃝

場
面
の
展
開
に
沿
っ
て
、
登
場
人
物
の
心
情

の
変
化
を
と
ら
え
る
。

目標 読 む

1

漢

廊
ロ
ウ

廊ロ
ウ

下

2

漢

掛
か
け
る

か
か
る

か
か
り

掛か

け
る

3

漢

描
ビ
ョ
ウ

え
が
く

か
く

描え
が

く

4

漢

眺
チ
ョ
ウ

な
が
め
る

眺な
が

め

5

漢

鮮
セ
ン

あ
ざ
や
か

新
鮮セ
ン

5 

新
鮮�

意

5 

思
わ
ず�

文

生物
多様性

気候
変動

1年Ｐ78 「情報収集
の達人になろう」

3学年共通で「情報× SDGs」
を位置づけました。また、1年
の読書案内では、SDGsに関連
する図書を紹介しています。

生徒が
自分と重ねながら
学ぶことが
できます。

［
学
習
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
校
閲
］

 

小
貫 

悟

　明
星
大
学
教
授

［
カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
校
閲
］

 

市
原
恭
代   

工
学
院
大
学
准
教
授
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
カ
ラ
ー 

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
機
構（
Ｃ
Ｕ
Ｄ
Ｏ
）
理
事

［
外
国
人
児
童
生
徒
等
教
育
に
関
す
る
校
閲
］

 

浜
田
麻
里 

京
都
教
育
大
学
教
授

［
特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
校
閲
］

 

氏
間
和
仁 

広
島
大
学
大
学
院
教
授

1

国
語
力

　「
話
す
・
聞
く
」「
書

く
」
教
材
で
は
、
そ
の

道
の
プ
ロ
が
伝
授
す
る

話
し
方
や
書
き
方
の
コ

　
学
習
の
基
盤
と
な
る
言
語

能
力
や
情
報
活
用
能
力
、
問

題
発
見
・
解
決
能
力
を
育
み
、

教
科
横
断
的
に
資
質
・
能
力

を
伸
ば
せ
る
よ
う
、
話
題
や

題
材
、
学
習
活
動
を
工
夫
し

ま
し
た
。

２年Ｐ54 「情報を整理
して伝えよう」

3
年
P
78

「
報
道
文
を
比
較
し
て
読
も
う
」 

6

キ
ャ
リ
ア
教
育

10

全
て
の
生
徒
の
学
び
を
保
障（
特
別
支
援
教
育
、色
覚
特
性
、国
際
化
へ
の
配
慮
）

9

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　
多
様
性
や
多
文
化
共
生
を
意
識
し
、
写
真
や
イ
ラ
ス

ト
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
背
景
を
も
つ
生
徒
が
登
場
す
る

よ
う
配
慮
し
ま
し
た
。

12

多
様
性
へ
の
配
慮

［
防
災
教
育
に
関
す
る
校
閲
］

 
木
村
玲
欧   

兵
庫
県
立
大
学
教
授

　
災
害
時
の
情
報
収
集
・
情

報
の
読
み
取
り
に
つ
い
て
考

え
る
教
材
な
ど
を
掲
載
し
、

防
災
意
識
の
向
上
に
努
め
ま

し
た
。

7

防
災
教
育

2

語
彙
力

個
別
最
適
な
学
び

3

デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応

4 光
村
の
国
語

　
新
版
教
科
書
を
編
集
す
る
に
あ
た
り
、
今
日
的
な
教

育
課
題
に
対
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
配
慮
を
行
い
ま
し
た
。

　
1
年
巻
頭
に
は
、
小
学
校
で
学
習
し
た

内
容
を
確
認
し
、
中
学
校
へ
の
ス
ム
ー
ズ

な
接
続
を
図
る
た
め
の
特
設
教
材
を
位
置

づ
け
ま
し
た
。
ま
た
、
3
年
に
は
、
論
説

や
古
典
な
ど
の
分
野
で
、
高
校
へ
の
橋
渡

5

小
中
連
携・中
高
連
携

し
に
な
る
教
材
を
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

小
学
校
と
の
接
続
　

1
年
「
言
葉
に
出
会
う
た
め
に
」

高
校
と
の
接
続
　
　

3
年 「
つ
な
が
る
古
典
」 

「
古
典
名
作
選
」
他

　
視
野
を
広
く
も
ち
、
持
続
可
能
な
社
会

の
実
現
に
向
け
て
行
動
で
き
る
主
体
を
育

む
た
め
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
連
す
る
テ
ー
マ

を
幅
広
く
取
り
上
げ
ま
し
た
。

教
材
お
よ
び
紹
介
図
書
の
内
容
や
表
現
、
挿
絵
に
つ

い
て
、
専
門
家
に
よ
る
校
閲
を
受
け
て
い
ま
す
。

人
権
教
育
の
観
点
に
立
っ
て
、
教
材
の
選
定
や
学
習

活
動
の
設
定
を
行
う
と
と
も
に
、
生
徒
に
も
人
権
に

配
慮
す
る
よ
う
、
教
材
中
で
促
し
て
い
ま
す
。

8

S
D
G
s

11

人
権
教
育

ツ
を
紹
介
し
ま
し
た（「
達
人
か
ら
の
ひ
と
言
」）。
2
年

に
は
、
職
業
ガ
イ
ド
を
作
る
活
動
も
設
け
、
将
来
へ
の

展
望
や
職
業
観
を
育
て
る
一
助
と
し
ま
し
た
。

詳しくは

「
観
点
別 

内
容
と
特
色
」

「
資
質
・
能
力
系
統
表
」

海洋
汚染共生

社
会

　
小
さ
な
文
字
に
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
書
体
（
U 

D
書
体
）
を
使
い
、
視

認
性
を
高
め
ま
し
た
。

　
本
文
に
は
行
ご
と
に
点
と
数
字
を
付
し

て
、
行
を
数
え
や
す
く
し
て
い
ま
す
。

本書 P6／
完全活用ガイド
「学びのカギ」

詳しくは

　「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」「
書
く
こ
と
」

冒
頭
、
お
よ
び
「
読
む
こ
と
」
の
手
引
き

で
は
、
学
習
の
流
れ
を
ス
テ
ッ
プ
で
示
し
、

ポ
イ
ン
ト
を
焦
点
化
。
活
動
内
容
と
身
に

つ
け
る
べ
き
力
が
は
っ
き
り
と
わ
か
る
紙

面
構
成
と
し
ま
し
た
。

▼ 

学
習
の
流
れ
が
わ
か
り
や
す
い

▼ 

本
文
が
読
み
や
す
い

［
人
権
に
関
す
る
校
閲
］

 

出
口
真
紀
子   

上
智
大
学
教
授

56

言
の
葉
ポ
ケ
ッ
ト

論
を
展
開
す
る
と
き
の
表
現

⃝

○
○
に
基
づ
い
て
…
…
。

⃝
�

こ
の
背
景
に
は
…
…
が
あ
る
。

⃝
�

具
体
的
に
は
／
例
え
ば
…
…
と
い
う
事
例
が
あ
る
。

⃝
�

い
っ
ぽ
う
、
○
○
と
い
う
視
点
か
ら
考
え
る
と
、

…
…
。

⃝
�

こ
の
よ
う
に
／�

以
上
の
こ
と
か
ら
、
…
…
。

■ 

グ
ラ
フ
を
読
み
取
る

■ 

問
い
を
立
て
、
考
え
を
深
め
る

資
料
を
分
析
す
る
問
い

・�（
グ
ラ
フ
の
場
合
）
数
値
の
比
較
か
ら
何

が
い
え
る
か
／
わ
か
る
問
題
点
は
何
か
。

・�

資
料
が
示
す
現
状
の
背
景
と
し
て
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
か
。

自
分
の
考
え
を
深
め
る
問
い

・�

資
料
が
示
す
現
状
を
、
ど
う
捉
え
る
か
。

・�

ど
の
よ
う
な
解
決
策
が
、
考
え
ら
れ
る
か
。

根
拠
・
具
体
例
を
考
え
る
問
い

・
そ
の
よ
う
に
考
え
る
根
拠
は
何
か
。

・
具
体
的
な
事
例
は
あ
る
か
。

【
課
題
】�

ど
う
す
れ
ば
中
学
生
の
読
書
量
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
資
料
1
〜
3
の
中
か

ら
、
一
つ
以
上
の
資
料
を
活
用
し
て
、
自
分
の
考
え
を
四
百
〜
五
百
字
程
度
で
ま
と
め
よ
う
。

資料1〜３
全国学校図書館協議会他
「学校読書調査」を基に作成。
（資料1：第46回から第66
回調査、資料2・3：第66
回調査）

■読んだことはないが

　読んでみたい

小学生

■中学生

■不明

�読んだことがある

�読んだことはないし

　読みたいとも思わない

資料1��

資料2��

資料3��

5 月１か月間の
平均読書冊数の推移
※2020年は調査中止

電子書籍の利用経験

本を読む主なきっかけ
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言
の
葉
ポ
ケ
ッ
ト

論
を
展
開
す
る
と
き
の
表
現

⃝

○
○
に
基
づ
い
て
…
…
。

⃝
�

こ
の
背
景
に
は
…
…
が
あ
る
。

⃝
�

具
体
的
に
は
／
例
え
ば
…
…
と
い
う
事
例
が
あ
る
。

⃝
�

い
っ
ぽ
う
、
○
○
と
い
う
視
点
か
ら
考
え
る
と
、

…
…
。

⃝
�

こ
の
よ
う
に
／�

以
上
の
こ
と
か
ら
、
…
…
。

■ 

グ
ラ
フ
を
読
み
取
る

■ 

問
い
を
立
て
、
考
え
を
深
め
る

資
料
を
分
析
す
る
問
い

・�（
グ
ラ
フ
の
場
合
）
数
値
の
比
較
か
ら
何

が
い
え
る
か
／
わ
か
る
問
題
点
は
何
か
。

・�

資
料
が
示
す
現
状
の
背
景
と
し
て
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
か
。

自
分
の
考
え
を
深
め
る
問
い

・�

資
料
が
示
す
現
状
を
、
ど
う
捉
え
る
か
。

・�

ど
の
よ
う
な
解
決
策
が
、
考
え
ら
れ
る
か
。

根
拠
・
具
体
例
を
考
え
る
問
い

・
そ
の
よ
う
に
考
え
る
根
拠
は
何
か
。

・
具
体
的
な
事
例
は
あ
る
か
。

【
課
題
】�

ど
う
す
れ
ば
中
学
生
の
読
書
量
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
資
料
1
〜
3
の
中
か

ら
、
一
つ
以
上
の
資
料
を
活
用
し
て
、
自
分
の
考
え
を
四
百
〜
五
百
字
程
度
で
ま
と
め
よ
う
。

資料1〜３
全国学校図書館協議会他
「学校読書調査」を基に作成。
（資料1：第46回から第66
回調査、資料2・3：第66
回調査）

■読んだことはないが

　読んでみたい

小学生

■中学生

■不明

�読んだことがある

�読んだことはないし

　読みたいとも思わない

資料1��

資料2��

資料3��

5 月１か月間の
平均読書冊数の推移
※2020年は調査中止

電子書籍の利用経験

本を読む主なきっかけ
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本の題名

その他

友達の薦め

好きな作家

世の中の
人気や評判

映画やテレビ
の原作

表紙

63%
56%

27%
36%

59%
43%

26%
23%
26%

36%

中学生

38.9 24.0

29.7 21.7

35.9

47.1

グ
ラ
フ
の
見
方
／
引
用
・
出
典

265
ページ

語
彙
ブ
ッ
ク

252
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13

学
校
生
活
や
社
会
生
活
に
役
立
つ
資
料

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
を
使
う
と
き
は

・
情
報
モ
ラ
ル

・
防
災

・
自
分
ら
し
さ
を
認
め
合
う

・
不
安
や
悩
み
に
向
き
合
う

・
S
D
G
s

・
学
校
で
使
う
日
本
語

　
学
校
・
社
会
生
活
で
直
面
し
う
る
、
今

日
的
な
課
題
の
解
決
の
糸
口
と
な
る
資
料

を
、
Q
R
コ
ン
テ
ン
ツ
に
収
録
し
ま
し
た
。

教科書の裏表紙から
アクセスできます。

79 情報 × SDGs ● 報道文を比較して読もう

日本

鹿
児
島

沖
縄那

覇
石
垣
島

宮
古
島

屋
久
島

東
シ
ナ
海

太平洋

100km

西
表
島

イ
リ
オ
モ
テ
ヤ
マ
ネ
コ

４島の主な固有種

沖
縄
島
北
部

ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ

奄
美
大
島

ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ

徳
之
島

ト
ク
ノ
シ
マ
ト
ゲ
ネ
ズ
ミ

奄美・沖縄　保全と観光

道路脇に張られた動物侵⼊防⽌ネットと、
絶滅危惧種アマミノクロウサギ＝５月、鹿
児島・奄美大島

制
が
脆ぜ

い

弱じ
ゃ
く

な
離
島
で
は
感
染
へ
の
警
戒
感
が

強
く
、
Ｐ
Ｒ
が
難
し
か
っ
た
こ
と
も
逆
⾵
に

な
っ
た
。

希
少
種
の
事
故
死

　
「
結
果
的
に
ツ
ア
ー
客
が
殺
到
し
な
か
っ
た

の
は
よ
か
っ
た
⾯
も
あ
る
」。
奄
美
⼤
島
で
エ

コ
ツ
ア
ー
を
⾏
う
奄
美
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

の
代
表
は
打
ち
明
け
る
。
観
光
客
が
⾃
然
遺
産

地
域
に
⽴
ち
⼊
り
、
動
植
物
に
影
響
が
出
る
の

を
⼼
配
し
て
い
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
来
島
者
が
激

減
し
た
２
年
間
を
準
備
期
間
と
捉
え
、「
客
が

増
え
て
も
分
散
し
て
⾃
然
観
察
が
で
き
る
よ

う
、
ガ
イ
ド
先
の
候
補
を
探
し
て
い
る
」。

　
観
光
需
要
増
に
伴
う
⽣
態
系
へ
の
ダ
メ
ー
ジ

は
登
録
前
か
ら
懸け

念ね
ん

材
料
だ
っ
た
。
国
連
教
育

科
学
⽂
化
機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
）
の
世
界
遺
産
委

員
会
は
登
録
に
あ
た
り
、
希
少
種
の
交
通
事
故

死
の
対
策
や
、
沖
縄
県
・
⻄
表
島
に
お
け
る
観

光
客
の
上
限
設
定
な
ど
四
つ
の
課
題
を
指
摘
。

政
府
に
今
年
12
⽉
ま
で
の
報
告
を
求
め
た
。

　
環
境
省
に
よ
る
と
、
21
年
に
死
ん
で
い
る
の

が
見
つ
か
っ
た
絶
滅
危
惧
種
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ

サ
ギ
は
計
174
匹
で
過
去
最
多
。
道
路
脇
に
動
物

侵
⼊
防
⽌
ネ
ッ
ト
を
張
る
な
ど
し
た
が
、
同
省

奄
美
野
⽣
⽣
物
保
護
セ
ン
タ
ー
は
「
事
故
は
な

か
な
か
減
ら
な
い
」
と
危
惧
。
21
年
秋
か
ら
、

夜
間
に
⼭
あ
い
の
道
を
⾛
る
⾞
の
数
を
制
限
す

る
ル
ー
ル
も
試
⾏
さ
れ
た
。

「
量
よ
り
質
」
⽬
標

　
地
域
の
危
機
感
も
強
い
。
奄
美
で
は
官
⺠
連

携
で
、
⾃
然
遺
産
地
域
へ
の
⽴
ち
⼊
り
⼈
数
を

制
限
。
講
習
を
修
了
し
た
認
定
ガ
イ
ド
の
同
⾏

を
求
め
る
ル
ー
ル
を
整
備
し
た
。
⻄
表
島
で
も

昨
年
、
観
光
客
の
管
理
や
希
少
種
保
護
を
⽬
的

に
、
⽵た

け

富と
み

町ち
ょ
う

と
観
光
団
体
な
ど
が
「
⻄
表
財

団
」
を
設
⽴
し
た
。

　
貴
重
な
⾃
然
を
守
り
、
い
か
に
「
持
続
可
能

な
観
光
」
を
実
現
す
る
か
。
⿅
児
島
県
Ｐ
Ｒ
観

光
課
は
「
⼀
過
性
の
盛
り
上
が
り
に
せ
ず
『
量

よ
り
質
』
の
観
光
を
⽬
ざ
す
。
⾃
然
や
⽂
化
を

じ
っ
く
り
味
わ
っ
て
も
ら
い
、
現
地
で
の
消
費

⾏
動
に
も
つ
な
げ
た
い
」
と
し
た
。

４島の主な固有種（鹿児島・奄美大島、徳
之島、沖縄・沖縄島、西表島）

や

く
し
ま

な

は

い
し
が
き
じ
ま

み
や
こ
じ
ま
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デ
ジ
タ
ル
教
科
書
＆

デ
ジ
タ
ル
教
材

※ タブレット端末で読み
取ってください。スマー
トフォンでは、機種によっ
てご利用いただけないコ
ンテンツがあります。

　
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
り
、
教
育
現
場
で
端
末
と
環
境
の
整
備
が

急
速
に
進
み
、
一
人
一
台
端
末
が
実
現
し
ま
し
た
。
誰
も
が
学
び
や
す
く
、

楽
し
ん
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
「
デ
ジ
タ
ル
な
ら
で
は
」
の
機
能
と
コ
ン
テ

ン
ツ
で
、
新
た
な
学
び
の
可
能
性
を
ご
提
案
し
ま
す
。

ウェブ
体験版は
こちらから

　
生
徒
一
人
一
人
異
な
る
、
見
え
方
の
特
性
に
合

わ
せ
て
、
画
面
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
で
き
ま
す
。

本
文
リ
フ
ロ
ー
機
能
が
充
実

　「『
振
り
返
る
』
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
」
で
は
、
生

徒
の
振
り
返
り
を
「
学
習
ロ
グ
」
と
し
て
蓄
積
し

ま
す
。
蓄
積
さ
れ
た
振
り
返
り
は
、
領
域
ご
と
に

集
約
さ
れ
、
生
徒
は
そ
れ
を
一
覧
で
き
ま
す
。
学

習
の
振
り
返
り
を
通
し
て
、
自
ら
の
学
習
の
調
整

を
生
徒
に
促
し
、新
た
な
学
び
へ
と
つ
な
げ
ま
す
。

「『
振
り
返
る
』

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
」
で

つ
な
が
る
生
徒
の
学
び

●  

文
字
の
種
類
、
大
き
さ
、
色
の
変
更

●  

行
間
の
広
さ
の
変
更

●  

振
り
仮
名
表
示

●  

分
か
ち
書
き
表
示

●  

縦
書
き
・
横
書
き
の
切
り
替
え

できること

▲本文リフロー

自らの学びを
言語化

次の学びへ
つなげる

▼「『振り返る』ポートフォリオ」画面

※画面は開発中のものです。内容や仕様は変更になる場合があります。

学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書

誰
も
が
学
び
や
す
く
な
る

　
紙
の
教
科
書
と
同
一
の
内
容
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
紙
面
の
拡
大
・
縮
小
、
紙
面
へ
の
書
き
込
み
が
で

き
る
他
、
特
別
な
支
援
を
要
す
る
生
徒
の
た
め
に
、

振
り
仮
名
の
表
示
や
機
械
音
声
で
の
読
み
上
げ
、
紙

面
の
背
景
色
・
文
字
色
の
変
更
な
ど
の
機
能
を
搭
載

し
て
い
ま
す
。

学
び
の
幅
を
広
げ
る

　「
学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
」
に
、
映
像
や
音

声
な
ど
の
教
材
を
プ
ラ
ス
し
、
振
り
返
り
の
機
能
を

搭
載
し
ま
し
た
。

　
教
科
書
の
本
文
や
挿
絵
を
抜
き
出
し
て
カ
ー
ド
に

で
き
る
「
マ
イ
黒
板
」
や
、
学
習
展
開
に
沿
っ
た
さ

ま
ざ
ま
な
「
ワ
ー
ク
・
資
料
」
を
収
録
し
て
い
ま
す
。

学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
＋
教
材

暗
唱
ワ
ー
ク

自
分
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
選
べ
る

マ
イ
黒
板

本
文
を
直
接
抜
き
出
し
、自
由
に
並
べ
る

人
物
相
関
図
作
成
ツ
ー
ル

登
場
人
物
の
関
係
を
整
理
す
る

文字色・
背景色変更 総ルビ表示

ハイライト（強調）表示で
「どこを読めばいいのか」が

ひと目でわかる

POINTPOINT
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右
の
図
を
言
葉
で
説
明
し
て
み
よ
う
。

①
比
喩
を
使
っ
て

２ 

比
喩
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
よ
う
。

1年 比喩で広がる言葉の世界

右
の
図
を
言
葉
で
説
明
し
て
み
よ
う
。

①
比
喩
を
使
っ
て

２ 

比
喩
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
よ
う
。

1年 比喩で広がる言葉の世界

　
ク
ラ
ウ
ド
で
は
、
生
徒
が
「
学
習
者
用
デ
ジ
タ

ル
教
科
書
＋
教
材
」
で
保
存
・
蓄
積
し
た
振
り
返

り
を
、
先
生
の
端
末
か
ら
閲
覧
し
た
り
、
生
徒
に

コ
メ
ン
ト
を
送
信
し
た
り
で
き
ま
す
。

「『
振
り
返
る
』

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
」で

生
徒
の
成
長
を
支
援

授
業
を
徹
底
的
に
サ
ポ
ー
ト

　「
学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
＋
教
材
」
の
収
録
内
容
に
加
え
、

印
刷
用
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
（
P
D
F
）
や
、
板
書
提
示
用
ス
ラ

イ
ド
な
ど
、
授
業
に
役
立
つ
資
料
を
収
録
し
て
い
ま
す
。

指
導
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書（
教
材
）

充
実
し
た
映
像
資
料

生
徒
の
興
味
・
関
心
を
引
き
出
す

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
P
D
F

印
刷
し
て
使
え
る

●  

ク
ラ
ス
全
体
の
傾
向
を
つ
か
め
る

●  

生
徒
の
学
習
改
善
に
つ
な
が
る

板
書
提
示
用
ス
ラ
イ
ド

電
子
黒
板
に
映
し
て
使
え
る

学習の手引きを、活動ステップに
分けてスライド化。縦書き用・横
書き用があるので、お使いの環境
に適したものを選択できます。

• 「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
動
画
台
本

• 

印
刷
用 

全
文
表
示
P
D
F

• 

印
刷
用
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

 

※
文
法
問
題
は
、
解
答
付
き

スライドの余白部分には、
生徒の発言を書き込む

ことができます。

〇
〇
さ
ん
の

振
り
返
り
を

次
の
授
業
で

ク
ラ
ス
に
共
有
し
よ
う
。

POINT
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編
集
委
員

甲
斐
睦
朗

元
国
立
国
語
研
究
所
所
長

髙
木
ま
さ
き

横
浜
国
立
大
学
名
誉
教
授

光
村
図
書
出
版
株
式
会
社
　
編
集
部

河
合
章
男

俳
句
図
書
館
　

鳴
弦
文
庫
館
長

飯
田 

良

秀
明
大
学
特
任
教
授

宗
我
部
義
則

お
茶
の
水
女
子
大
学

附
属
中
学
校
副
校
長

森
山
卓
郎

早
稲
田
大
学
教
授

藤
森
裕
治

文
教
大
学
教
授

冨
山
哲
也

十
文
字
学
園
女
子
大
学
教
授

井
上
一
郎

前
京
都
女
子
大
学
教
授

仁
田
義
雄

大
阪
大
学
名
誉
教
授

田
中
牧
郎

明
治
大
学
教
授

松
野
洋
人

山
梨
学
院
短
期
大
学

特
任
教
授

甲
斐
利
恵
子

軽
井
沢
風
越
学
園
教
諭

佐
藤
洋
一

愛
知
教
育
大
学
名
誉
教
授

池
上 

彰

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

阿
辻
哲
次

京
都
大
学
名
誉
教
授

阿
部 

昇

秋
田
大
学
名
誉
教
授

上
谷
順
三
郎

鹿
児
島
大
学
教
授

石
野
正
彦

前
上
越
教
育
大
学
教
授

田
中
洋
一

東
京
女
子
体
育
大
学

名
誉
教
授

佐
渡
島
紗
織

早
稲
田
大
学
教
授

三
浦
登
志
一

山
形
大
学

学
術
研
究
院
教
授

萩
中
奈
穂
美

福
井
大
学
准
教
授

植
田
恭
子

前
大
阪
市
立
昭
和
中
学
校

教
諭 幾

田
伸
司

鳴
門
教
育
大
学
大
学
院
教
授

岸
田
正
幸

和
歌
山
信
愛
大
学
教
授

舟
橋
秀
晃

大
和
大
学
教
授

中
村 

浩

山
口
短
期
大
学
教
授

渡
邉
光
輝

お
茶
の
水
女
子
大
学

附
属
中
学
校
教
諭

高
橋 

伸
　

札
幌
国
際
大
学
教
授

市
原
恭
代

工
学
院
大
学
准
教
授 

N
P
O
法
人

カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
機

構（
C
U
D
O
）理
事

カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に

関
す
る
校
閲

出
口
真
紀
子

上
智
大
学
教
授

人
権
に
関
す
る
校
閲

氏
間
和
仁

広
島
大
学
大
学
院
教
授

特
別
支
援
教
育
に

関
す
る
校
閲

浜
田
麻
里

京
都
教
育
大
学
教
授

外
国
人
児
童
生
徒
等
教
育
に

関
す
る
校
閲

小
貫 

悟

明
星
大
学
教
授

学
習
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に

関
す
る
校
閲

木
村
玲
欧

兵
庫
県
立
大
学
教
授

防
災
教
育
に

関
す
る
校
閲

学
習
指
導
書

光
村
の

　
新
版
教
科
書
の
編
集
方
針
や
教
材
系
統
の
解
説
、
年
間
指
導
計
画
な
ど
、
基

本
的
・
体
系
的
な
資
料
を
収
録
し
て
い
ま
す
。

中
学
校
国
語 

学
習
指
導
書 

総
説
編

図説 デジタル教科書・教材活用ガイド

づ
く
り
に
役
立
つ
冊
子
、「
図
説 

デ
ジ

タ
ル
教
科
書
・
教
材
活
用
ガ
イ
ド
」 

を

収
録
し
ま
し
た
。

【
付
録
】

・
Ｃ
Ｄ

本
文
テ
キ
ス
ト
、
振
り
仮
名
付
き
本

文
紙
面
、
朗
読
音
声
な
ど
。

・
Ｄ
Ｖ
Ｄ

教
科
書
の
Ｑ
Ｒ
コ
ン
テ
ン
ツ（
動
画
・

音
声
）、「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」

教
材
の
解
答
・
解
説
な
ど
。

　
教
材
研
究
や
指
導
展
開
例
、
評
価
規
準
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

に
い
ざ
な
う
具
体
的
な
ヒ
ン
ト
、
板
書
例
な
ど
、
授
業
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
資
料
を
収
録
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
新
た
に
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
や
デ
ジ
タ
ル
教
材
を
活
用
し
た
授
業

中
学
校
国
語 

学
習
指
導
書

　
思
考
・
判
断
・
表
現
の
き
っ
か
け
と
な
る
着
眼
点
や
指
導
上
の
留
意
点
を
精

選
し
て
、
赤
字
で
示
し
て
い
ま
す
。

中
学
校
国
語 

教
師
用
指
導
書 

（
朱
書
）

　
教
科
書
の
活
動
を
ス
ム
ー
ズ
に
展
開
で
き
る
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
で
す
。

授
業
に
役
立
つ
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
集 

（
ワ
ー
ド
と
Ｐ
Ｄ
Ｆ
を
収
録
し
た
Ｃ
Ｄ
付
き
）
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星の花が降るころに授業実践例❹

実
践
編

指導時期　2 学期
指導時間　5 時間

教科書
P.106-115

時間 学習活動 デジタルの活用場面 指導上の留意点など

1
〜
2

全文を通読し、「私」を中心
に作品の内容を押さえる。
①本文を通読する。
② �時や場所、登場人物の組
み合わせなどに注意して、
作品を幾つかの場面に分
ける。� 【課題１ - ①】

③ �場面の展開に沿って、
「私」の気持ちの変化を表
などにまとめる。

� 【課題１ - ②】

・・ �教科書画面を提示し、単元の
流れや学習の目標をクラス全
体で確認する。 指デ

② �ふせんやスタンプ機能を用い
て時や場所、登場人物を整理
し、場面を捉えさせる。学デ

・・「捉える」ワークで、出来事を
並べて作品の大筋を捉えさせる。
学デ
③ �「私」の気持ちがわかる部分に
線機能を用いてマーカーを引
き、気持ちの変化をまとめさ
せる。 学デ

・・ �線機能で時や場所がわかる
部分にマーカーを引かせて
から整理させてもよい。

・・ �気持ちの変化に着目させる
ため、読み取れる気持ちに
よってマーカーの色を使い
分けるなどの工夫を促すと
よい。

3
〜
4

場面や描写を結び付けて内
容を解釈する。� 【課題２】
④ �提示された場面や描写を
整理・比較することで、
どんなことが読み取れる
か伝え合う。

⑤ �「雪が降るように」のよう
な比喩表現を探し、どん
な情景や気持ちを表して
いるか考える。

④ �繰り返し描かれている物や場
所、表現を比較し、読み取れ
ることをマイ黒板や思考ツー
ルを用いてまとめさせる。

　 学デ
⑤ �比喩表現を探し、線機能を用
いてマーカーを引き、情景や
気持ちを捉えさせる。 学デ

・・ �どの思考ツールを用いるか、
生徒に自由に選ばせても
よい。

5

印象に残った場面や描写を
語り合う。� 【課題３】
⑥ �解釈を基に、印象に残っ
た箇所とその理由をグ
ループで述べ合う。

⑦学習を振り返る。
� 【振り返る】

・・動画資料「安東さんから皆さ
んへ」を視聴する。 指デ
⑥ �印象に残った場面や描写を選
び、理由をマイ黒板にまとめ
させる。 学デ

⑦ �読み取ったことをふまえ、こ
の後、作品がどう続いていく
かを文書作成ソフトを用いて
簡潔に書かせる。 ICT

・・ �交流をする際には、友達の
意見を聞いて考えたことも
含めて、マイ黒板にまとめ
させるとよい。

学習の流れ

観点 指導目標 評価規準

知
識
・
技
能

・・比較や分類、関係づけなどの情報の整理の
しかたについて理解を深め、それらを使う
ことができる。

� ［知・技（2）イ］

・・比較や分類、関係づけなどの情報の整理の
しかたについて理解を深め、それらを使っ
ている。

思
考
・
判
断
・
表
現

・・場面と場面、場面と描写などを結び付けて、
内容を解釈することができる。

� ［C読む（1）ウ］

・・「読むこと」において、場面と場面、場面
と描写などを結び付けたりして、内容を解
釈している。

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

・・言葉がもつ価値に気づくとともに、進んで
読書をし、我が国の言語文化を大切にして、
思いや考えを伝え合おうとする。

� ［学びに向かう力、人間性等］

・・進んで場面と場面、場面と描写などを結び
付けて、内容を解釈し、学習の見通しをもっ
て考えを伝え合おうとしている。

指導目標と評価

デジタル活用のポイント

・・場面や描写の結び付きに着目させるために、線機能や思考ツールなどを用いて視覚的に整理・比
較しながら読解を進める。そのうえで、自分なりに考えたことなどをマイ黒板を用いて可視化し、
意見の交流がしやすいように活用する。 学デ

・・学習を振り返る活動ではMicrosoft�Wordなどの文書作成ソフトを用いることで、下書きや推敲
などの作業を効率よく進める。 ICT

関連 学習指導書1上・P315

星の花が降るころに
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